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01CSR Report 2008

「バンダイナムコグループ CSR Report 
2008」は、グループ全体のCSR（企業の社
会的責任）に関する取り組みを、具体的な数
値をあげながら分かりやすく報告することを
目指して発行しています。
グループとしてのCSRレポート発行は2年目
を迎え、特集では「品質・安全」の面で注目
が高まっている中国におけるバンダイナムコ
グループの活動を紹介しています。また、ど
なたにも読みやすいように本文にユニバーサ
ルデザインフォントを使用しました。本レポ
ートがバンダイナムコグループをご理解いた
だく一助になればと思っています。

　「グループ企業理念」は、バンダイナムコグループの経営における意思決定のよりどころとなり、グループ社員の精神
的支柱となる、すべての活動の基本方針です。バンダイナムコグループ各社では、それぞれ企業理念を掲げていますが、
「グループ企業理念」はそれらを包含するものとなります。
　バンダイナムコグループは、この「グループ企業理念」のもとで各社の自由と自律を尊重し、それぞれが創造性を最大
限に発揮するとともに、新しいグループとしてのシナジーを生み出し、グループ全体の企業価値の向上を目指してまいり
ます。

2007年度（2007年4月1日～2008年3月31
日）の活動実績について記載しています。一部
2008年度に開始した活動も含んでいます。

このCSRレポートはP.04 -05掲載のグループ
会社における持分法適用会社を除く連結対象
国内企業を対象範囲としています。

環境報告ガイドライン（2007年度版）
GRIサステナビリティ・レポーティング・ガ
イドライン（2006年度版）

活性化した生き物のように、有機的な2つのフォルムが重なりあい、融合し、たえず進化しつづけ、

これまでにない夢や喜び、感動を生み出していく様子をバンダイナムコのグループシンボルとし

て表現しています。

Fusion and evolution（融合と進化）

ミッションステートメント

「夢・遊び・感動」

信念

「夢・遊び・感動」は
　幸せのエンジン

「超熱中」
「超発想」
「超おもてなし」

基本精神

ビジョン

「世界で最も期待される
 エンターテインメント
 企業グループ」

わたしたちバンダイナムコは斬新な発想と、あくなき情熱で、

エンターテインメントを通じた「夢・遊び・感動」を

世界中の人々へ提供しつづけます。

「夢・遊び・感動」のカタチは時代によって大きく変わっていくが、

人々が幸せであるためには「夢・遊び・感動」が大切であることは

変わりがないことを信じています。

・誰にも負けない好奇心、あくなき情熱

・常識にとらわれない斬新な発想力

・人々の心に響くおもてなしの心と、人々の感動を自らの喜びとする心

わたしたちバンダイナムコは常に時代の先頭で、

エンターテインメントに新たな広がりと深みをもたらし、

楽しむことが大好きな世界中の人々から愛され、

最も期待される存在となることをめざします。

ブランドコンセプト

編集方針

対象期間

対象範囲

参照ガイドライン

エンターテインメントへの情熱と、発想の自由さをレッド・オレンジ・イエローを組み合わせた

レイヤードカラーで表現しています。

レッド・オレンジ・イエロー
シンボルカラー

バンダイナムコグループ  企業理念

バンダイナムコのシンボルマークは、株式会社バンダイナムコホールディン
グスをはじめ、バンダイナムコグループを象徴するアイコンとして広く使用
してまいります。

C O N
T E N

T S

安 全・品 質・ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン

企業価値向上

文化・社会支援

環境保全
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　バンダイナムコグループは、多岐にわたるエンターテインメント領域で事業を展開しています。それぞれの事業ブラン
ドの独自性を生かしつつ、グループとしてのシナジー効果を最大限に発揮していく最適な組織体制として、純粋持株会社
体制をとっています。
　国内外における事業戦略の策定・実行に当たっては、事業会社の集合体である「トイホビー」「アミューズメント施設」
「ゲームコンテンツ」「ネットワーク」「映像音楽コンテンツ」の５つの戦略ビジネスユニット（ Strategic Business 
Unit=SBU、以下SBUと呼ぶ）が中心となって推進することにより、責任と権限の範囲を明確にしています。同時に、各
SBUの事業を横断的にサポートする機能を「関連事業会社」として集約しています。

　バンダイとナムコの経営統合の最大の目的は、それぞれの強みを融合し、変化と競争の激しいエンターテインメント業
界において業容のさらなる拡大と深耕を図り、グループ企業価値を最大化することにあります。バンダイナムコグループ
は経営統合により、玩具、アミューズメント施設、業務用ゲーム機、家庭用ゲームソフト、ネットワークサービス、映像
ソフトなど、幅広い事業をグローバルに展開するエンターテインメント企業グループとなりました。これにより安定的な
成長を目指すとともに、この幅広い事業領域を最大限に活用したグループシナジー効果を発揮していきます。

※ 2008年3月末日現在

トイホビーSBU

関連事業会社

映像音楽
コンテンツSBU

アミューズメント
施設SBU

ゲームコンテンツ
SBU

ネットワーク
SBU

会社概要

連結業績
データ

● 売上高（単位：億円）

※ 2002～2004年度の数字は、バンダイとナムコ経営統合以前の両社の連結業績を記載しております。
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バンダイナムコグループは、5つの「戦略ビジネスユニット（SBU）」と各SBUをサポート
する「関連事業会社」から構成されています。事業会社の集合体であるSBUが、国内外に
おける事業戦略を策定・実行し、多彩なエンターテインメントを人々に提供しています。社名

株式会社バンダイナムコホールディングス

NAMCO BANDAI Holdings Inc.

〒108 - 0075　東京都港区港南2 -16 -2 太陽生命品川ビル 9F
本社

100億円
資本金

6,948名
グループ従業員数

62社
連結対象会社数
（持分法適用会社を含む）

バンダイナムコグループの中長期経営戦略の立案・遂行

グループ会社の事業戦略実行支援・事業活動の管理

事業内容

戦略ビジネスユ
ニット

バンダイナムコホールディングスナムコバンダイ

● 営業利益（単位：億円）

バンダイナムコホールディングスナムコバンダイ

1,547
1,725 1,785

バンダイナムコホールディングス



バンダイナムコグループ  事業ポートフォリオ 会社概要

02 CSR Report 2008 03CSR Report 2008

　バンダイナムコグループは、多岐にわたるエンターテインメント領域で事業を展開しています。それぞれの事業ブラン
ドの独自性を生かしつつ、グループとしてのシナジー効果を最大限に発揮していく最適な組織体制として、純粋持株会社
体制をとっています。
　国内外における事業戦略の策定・実行に当たっては、事業会社の集合体である「トイホビー」「アミューズメント施設」
「ゲームコンテンツ」「ネットワーク」「映像音楽コンテンツ」の５つの戦略ビジネスユニット（ Strategic Business 
Unit=SBU、以下SBUと呼ぶ）が中心となって推進することにより、責任と権限の範囲を明確にしています。同時に、各
SBUの事業を横断的にサポートする機能を「関連事業会社」として集約しています。

　バンダイとナムコの経営統合の最大の目的は、それぞれの強みを融合し、変化と競争の激しいエンターテインメント業
界において業容のさらなる拡大と深耕を図り、グループ企業価値を最大化することにあります。バンダイナムコグループ
は経営統合により、玩具、アミューズメント施設、業務用ゲーム機、家庭用ゲームソフト、ネットワークサービス、映像
ソフトなど、幅広い事業をグローバルに展開するエンターテインメント企業グループとなりました。これにより安定的な
成長を目指すとともに、この幅広い事業領域を最大限に活用したグループシナジー効果を発揮していきます。

※ 2008年3月末日現在

トイホビーSBU

関連事業会社

映像音楽
コンテンツSBU

アミューズメント
施設SBU

ゲームコンテンツ
SBU

ネットワーク
SBU

会社概要

連結業績
データ

● 売上高（単位：億円）

※ 2002～2004年度の数字は、バンダイとナムコ経営統合以前の両社の連結業績を記載しております。

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

2002
年度

2003
年度

2004
年度

2005
年度

2006
年度

2007
年度

2,449
2,631 2,699

4,508 4,591 4,604

2002
年度

2003
年度

2004
年度

2005
年度

2006
年度

258

0

100

200

300

400

500

94

276

154

243

356

422

150

2007
年度

334

バンダイナムコグループは、5つの「戦略ビジネスユニット（SBU）」と各SBUをサポート
する「関連事業会社」から構成されています。事業会社の集合体であるSBUが、国内外に
おける事業戦略を策定・実行し、多彩なエンターテインメントを人々に提供しています。社名

株式会社バンダイナムコホールディングス

NAMCO BANDAI Holdings Inc.

〒108 - 0075　東京都港区港南2 -16 -2 太陽生命品川ビル 9F
本社

100億円
資本金

6,948名
グループ従業員数

62社
連結対象会社数
（持分法適用会社を含む）

バンダイナムコグループの中長期経営戦略の立案・遂行

グループ会社の事業戦略実行支援・事業活動の管理

事業内容

戦略ビジネスユ
ニット

バンダイナムコホールディングスナムコバンダイ

● 営業利益（単位：億円）

バンダイナムコホールディングスナムコバンダイ

1,547
1,725 1,785

バンダイナムコホールディングス



トイホビーSBU

アミューズメント施設SBU

ゲームコンテンツSBU

株式会社バンダイナムコゲームス
株式会社バンプレソフト
NAMCO BANDAI Games America Inc.
NAMCO EUROPE LTD.

株式会社バンプレスト
株式会社ナムコ・テイルズスタジオ
NAMCO AMERICA INC. 
NAMCO BANDAI Networks Europe LTD.

バンプレスト販売株式会社
BANPRESTO（H.K.）LTD.
NAMCO BANDAI Games Europe S.A.S.

株式会社ベック
株式会社ナムコトレーディング
NAMCO NETWORKS AMERICA INC.

ネットワークSBU

映像音楽コンテンツSBU

バンダイビジュアル株式会社
株式会社エモーション
BEEZ ENTERTAINMENT S.A.S.

株式会社バンダイチャンネル
サンライズ音楽出版株式会社

株式会社サンライズ
株式会社アニメチャンネル

株式会社ランティス
BANDAI ENTERTAINMENT INC.

関連事業会社

株式会社バンダイ
株式会社シーズ
BANDAI S.A.
BANDAI ASIA CO.,LTD.
BANDAI（ SHENZHEN）CO., LTD.

株式会社メガハウス
株式会社プレックス
BANDAI U.K. LTD.
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BANDAI KOREA CO., LTD.
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Bandai America Incorporated
BANDAI（ H.K.）CO., LTD.
CREATIVE B WORKS CO., LTD.

主要グループ会社

バンダイネットワークス株式会社 株式会社VIBE

主要グループ会社
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株式会社ナムコ
NAMCO CYBERTAINMENT INC.
SHANGHAI NAMCO LTD.*

株式会社プレジャーキャスト
NAMCO OPERATIONS EUROPE LTD.

株式会社花やしき
NAMCO OPERATIONS SPAIN S.L.

株式会社ナムコ・スパリゾート
NAMCO ENTERPRISES ASIA LTD.

主要グループ会社

主要グループ会社

* 持分法適用会社、会社名は2008年6月末時点

株式会社バンダイロジパル
株式会社ナムコ・エコロテック
株式会社イタリアントマト*

主要グループ会社

株式会社ロジパルエクスプレス
株式会社ハピネット*

株式会社バンダイナムコビジネスサービス
株式会社サンリンク*

株式会社アートプレスト
株式会社創通*

常にユニークな顧客価値の創造に挑戦し続けます。

人々が喜び・楽しみ・満足するゲームを常に
提供し続けるために、家庭用ゲームソフト、
業務用ゲーム機、モバイルコンテンツの開発
においてノウハウや技術を共有することで、
フレキシブルな開発体制を構築していきます。
これにより、開発面で連動や効率化を図ると
ともに、家庭用ゲームソフトではプラットフォー
ムごとにバランスの取れたタイトル編成を実施
し、顧客ニーズの変化に迅速な対応を図ります。

グループの強みであるキャラクターマーチャ
ンダイジングをさらに進化させ、常にユニーク
な価値創造に努めています。国内市場では、
ターゲットとする年齢層の拡大やこれまでの
玩具の枠にとらわれない新規事業への取り組
みを行う一方、海外市場では積極的な事業の
拡大を推進しています。また、さまざまな戦
略をスピーディーに展開するため、外部パート
ナーとの協力関係を積極的に構築しています。

グループシナジーを発揮したバンダイナムコ
グループならではの展開を推進することで、
幅広い年齢層のお客さまがお楽しみいただけ
る独自性のある施設と付加価値の高いサービ
スを提供しています。同時に、開発・運営に
おけるコスト構造の改善による収益性の向上
や、海外事業において地域特性に応じた展開に
よる収益基盤の確立などを推進しています。

世界一のエクセレントゲームメーカーを目指します。

グループシナジーを活かし、多くの人々に「豊かで幸せな時・場」を提供します。

総合ネットワーク企業への飛躍を目指します。

総合コンテンツプロデューサー集団へのステップアップを図ります。
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2004年に復活した「たまごっ
ちプラス」シリーズ

（株）バンダイ

エンターテインメント文具から
スクール商材まで幅広く文具を
展開

（株）セイカ

マイファーストセイカ
はさみあそび／
はじめてのはさみ

いぇー！
ふぁみりーイロイロ！
たまごっちプラス

30年以上にわたり人気を獲得し
続けている定番キャラクターの
商品

（株）バンダイ

炎神合体シリーズ
DXエンジンオー

発売から35年たった今でも
世界中で愛される定番商品

（株）メガハウス

オフィシャル
オセロ

アミューズメントとキャラクタ
ーが融合した魅力あふれるエン
ターテインメント施設

（株）ナムコ

1853年に開園され、2004年に
事業継承した下町浅草の老舗遊
園地

（株）花やしき
浅草花やしき

ナムコ ワンダーパーク
ヒーローズベース

さまざまな楽しみが盛り込まれた
国内最大級のビルイン型テーマ
パーク

（株）ナムコ
ナムコ・ナンジャタウン

「こち亀」の世界観が体感でき
るキャラクターアミューズメント
施設

（株）バンプレスト
 運営：（株）プレジャーキャスト

こちら葛飾区亀有公園前派出所
こち亀ゲームぱ～く

アーケードから生まれたアイド
ルプロデュースゲームの家庭用
ゲームソフト第2弾

「海物語シリーズ」が、従来のイ
メージそのままにメダルゲーム機
として登場

（株）バンダイナムコゲームス
0.5畳の巨大アスレチックで、み
んなで楽しみながら運動不足を
解消

（株）バンダイナムコゲームス

アミューズメントマシン向けのオ
リジナルキャラクター景品

（株）バンプレスト

業務用ゲーム機向け景品
「カピバラさん
スーパーDXぬいぐるみ
～リャマさんといっしょ～」

 wii用ソフト
「ファミリートレーナー」

Xbox360用ソフト
「アイドルマスター
ライブフォーユー！」

（株）バンダイナムコゲームス

業務用メダルゲーム機
「海物語
 ラッキーマリンシアター」

グループの各戦略ビジネスユニットに向けた
事業をサポートするさまざまな機能を保有し
ています。スケールメリットを活かした効率
化とコスト削減、グループとしての総合力を
強化し、バンダイナムコグループを横断的に
支援しています。

多くのファンに支持されるコンテンツプロバ
イダーであるために、常にユーザーの視点に
立った取り組みを行い、コンテンツ力・技術
力・提案力・運営力などで独自のノウハウを
蓄積しています。今後はコンテンツの見直し
とビジネスモデルの改善を行い、選択と集中
を図ることで収益基盤を強化するとともに、
新規事業領域の開拓にも努めていきます。

映像コンテンツを中核に音楽・出版コンテン
ツを融合させることで新たなコンテンツの価
値を創造するとともに、パッケージメディア
だけでなく、インターネットや携帯電話など
のネットワークメディアを多角的に活用して
います。このようにコンテンツとメディアを
さらに高度に組み合わせることで、事業フィー
ルドのさらなる拡大を図っていきます。

携帯電話の高機能化に合わせ、
アニメーションのモバイル映像
コンテンツを提供

さまざまな技術を携帯電話向け
に提供

バンダイネットワークス（株）

カメラでケンサク！
ERサーチ

携帯電話向け動画コンテンツ
「アニメ.モビ」

モバイルコンテンツは技術の進
歩に合わせグラフィックや遊び
の内容も進化

バンダイネットワークス（株） バンダイネットワークス（株）

携帯電話向けゲームコンテンツ
機動戦士ガンダムネットバトル

ユーザー参加型の情報サービス
サイトをPCおよび携帯電話向け
に運営

バンダイネットワークス（株）

PC・携帯電話向け
レストラン情報サイト
「askU.com」

小さなお子さまから大人まで幅
広い層に支持される人気シリーズ

アニメソング界のスーパーユニッ
ト「JAM Project」の活動のテー
マ曲であるオリジナルシングル

（株）ランティス
No Border（JAM Project）

登場から30年近くたった今でも
新規ファン層を獲得し続けている
シリーズ

「ケロロ軍曹」シリーズ
（株）サンライズ　
  バンダイビジュアル（株）
（株）バンダイチャンネル

（株）サンライズ
  バンダイビジュアル（株）
（株）バンダイチャンネル

機動戦士ガンダム00

藤沢周平の短編小説を映画化し
た本格時代劇

バンダイビジュアル（株）
山桜

高品質で効率的な物流業務に加
え、国際一貫物流や安全・環境
面での配慮にも注力

（株）バンダイロジパル

（株）ロジパルエクスプレス 障がい者雇用を目的とした特例
子会社としてグループ拠点での
清掃・緑化作業などを実施

（株）バンダイナムコウィル

リサイクル樹脂や、抗菌おしぼり
など環境に配慮した商品を展開

（株）ナムコ・エコロテック

印刷・デザイン・WEBサービス
を中心に展開

（株）アートプレスト
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　バンダイナムコグループが社会に対する責任をしっか
りと果たしていくために、委員会組織をはじめとする推
進体制をさらに強化するとともに、グループ全体で価値
観を共有し、「夢・遊び・感動」を世界中の人々に提供
しつづけることができるよう、努力を重ねていきたいと
考えています。

― 地球環境にとって

　わたしたちの責任は、商品やサービスを提供した時点
で終わるものではありません。お客さまが商品を使われ
る段階にとどまらず、ライフサイクル全体を通じて環境
に負荷をかけないもの、つまり地球環境にとっても「ピ
ュア」な商品・サービスを開発し提供していくことが重
要です。

「ピュア」な事業活動を行う
― 市民として

　さらに、バンダイナムコグループの社員は、企業人と
して仕事を行っているときだけでなく、一市民としても
「ピュア」な存在であることが求められると考えていま
す。一人一人が社会の規範を守ることはもちろん、社会
の発展に貢献していくような人であってほしいと願って
います。

「ピュア」な存在を目指すバンダイナムコグループは、2008年度
「ピュア」をCSRのキーワードに
「夢・遊び・感動」を提供していきます
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トップメッセージ

　「世界で最も期待されるエンターテインメント企業グ
ループ」を目指すバンダイナムコグループは、各企業の
独自性とグループとしてのシナジーを発揮することによ
り、エンターテインメントのさまざまな領域で事業展開
を行っています。それと同時に、社会に対する責任が従
来に増して大きくなってきていることを実感しています。
　2007年度を振り返りますと、バイオマス素材を使用
したバンダイのカプセル玩具「アースカプセル 昆虫採集」
が、第4回エコプロダクツ大賞において農林水産大臣賞
を受賞しました。また、ロジパルエクスプレスの船橋営
業所が平成19年度エコドライブコンテストにおいて理事
長賞を受賞したほか、6営業所が入賞を果たしました。
　こうした成果は、これまでの地道な取り組みに対して社
会からご評価をいただいたものであると認識しています。
　その一方で、バンダイビジュアルが販売したポータ
ブルDVDプレーヤー「Char MODEL Portable DVD 
Player BCHW-0001」、ならびにセイカが販売した「電
動えんぴつけずり ふたりはプリキュア」、プレジャーキ
ャストがアミューズメント施設で提供した景品「監督し
んちゃんぬいぐるみ」の商品回収を行い、お客さまなら
びに関係者の皆さまにご心配とご迷惑をお掛けすること
となりました。
　あらためて深くおわびを申し上げますとともに、再発防止
に向け管理体制のさらなる強化に努めていく所存です。

　バンダイナムコグループでは、長期的な目標として売
上高1兆円、営業利益1,000億円、海外売上比率50％を
掲げています。社会から信頼され、社会に貢献する企業
グループとして成長していくためには、事業規模の拡大

や海外展開を進めると同時に、グループを構成するすべ
てのメンバーが、社会の一員としての責任に対する認識
を共有することが必要です。
　そのために、バンダイナムコグループのCSRは、グル
ープ各社がこれまで培ってきた企業文化を基盤としなが
ら、2008年度は「ピュア」というキーワードを軸に活
動を進めていこうと考えています。

　まず、バンダイナムコグループの商品やサービスにか
かわるすべての人が、「ピュア」な気持ちを大切にしなが
らそれぞれの業務に携わっていきたいと思っています。
　お客さまに提供する商品やサービス自体も、「ピュア」
なものであることが求められます。バンダイナムコグル
ープが提供する商品やサービスは、安全で安心して楽しむ
ことができ、社会の健全性や教育面において好ましい影
響をもたらすものでなければならないと考えています。

―「ピュア」な気持ちで
商品・サービスを開発・提供する

　そして、商品やサービスを購入し使っていただいたお
客さまが「ピュア」な気持ちになれる、「ピュア」な感
性を育んでいただくことにつながるような事業を展開し
ていくことが大切であると考えています。

― お客さまの
「ピュア」な気持ちを育む 株式会社バンダイナムコホールディングス

代表取締役社長
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上 海

香 港

深広 州

健全なサプライチェーンの確立により
顧客満足のさらなる向上を目指す
バンダイナムコグループでは中国を重要な生産拠点とし、

品質管理の徹底、グリーン調達の推進、C.O.C.監査の実施などを通じて、

お客さまが安心して安全にご利用いただける商品を供給するための

サプライチェーンの整備に取り組んでいます。

また、香港に大型アミューズメント施設を展開し、

お客さまの視点に立った運営を行うなど、

販売面においても中国での積極的な展開を進めています。

中国特集
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BANDAI（ H.K.）CO., LTD.
BANDAI ASIA CO., LTD.
NAMCO ENTERPRISES ASIA LTD.
BANPRESTO（ H.K.）LTD.
BANDAI LOGIPAL（H.K.）LTD.

BANDAI（ GUANGZHOU）CO.,LTD. BANDAI（ SHENZHEN）CO.,LTD.

BANDAI TRADING（ SHANGHAI）CO.,LTD.
SHANGHAI NAMCO LTD.

BANDAI LOGIPAL（ SHANGHAI ）LTD.

バンダイナムコグループは、2008年6月の中国四川省地震の被災地の皆さまを支援するための救援金として、日本赤十字社を通じて300万円を送付いたしました。

　被災地の皆さまにお見舞い申し上げるとともに、1日も早い復興を心よりお祈り申し上げます。
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　施設内ではサービスの一つ
として、お客さまがゲームな
どで獲得した人形や景品を入
れるためのビニール袋を配布
しています。施設内の数カ所に
設置されたラックからお客さ
まが自由に袋を入手できる仕
組みになっており、必要な分
だけの袋の使用を呼び掛ける
メッセージを掲示しています。

　「ワンダーパークプラス」はバンダイナムコグループのシナ
ジーを生かした大型施設で、海外では初登場となる「機動戦士
ガンダム 戦場の絆」のほか、約200台の業務用ゲーム機が設置
されています。
　また、「初代ガンダム RX-78」「シャア専用ザク」「まめっち」
「めめっち」などのキャラクターの立像や「太鼓の達人」の内
装など、施設内はグループ関連コンテンツが満載となっており、
幅広い層のお客さまに楽しんでいただけるようサービスの提供
に努めています。

バンダイナムコグループの
シナジーを発揮

必要な数の景品袋の
使用を呼び掛け

低年齢層の
お客さまへの配慮

安全・安心に
遊んでいただくために

使用済みガシャポン カプセルの
リユース
　施設内には多くのカプセル玩具「ガシャポン」自販機が設置
されています。お客さまが商品ご購入後不要となるカプセルは、
専用の回収ボックスを用意し、別のクレーンゲーム機の景品用
カプセルとしてリユースしています。また、傷や汚れが付いて
利用できなくなったカプセルは、店内のディスプレイ素材とし
てリユースし、資源循環を進めています。

　「ワンダーパークプラス」
には、ご家族連れをはじめと
する幅広い年齢層のお客さま
にご来店いただき、楽しんで
いただいています。
　低年齢層のお子さまにも店
内で安全に遊んでいただける
ように、ディスプレイケース
の角には保護器具を付け、万
が一、お子さまの頭部などが
接触した場合にもケガをしな
いように配慮しています。

　施設内に設置された数多くのゲーム機のコード類は、天井部
にまとめて配線されており、お客さまがつまずいて転倒するこ
とを防止しています。
　また、16歳未満の方や学生服を着用しているお客さまが、年
齢指定区域に立ち入らないように、警備員が常に店内の巡回を

行い、身分証の提示をお願
いするなど確認を行ってい
ます。さらに、施設のスタ
ッフも常に店内の安全に心
を配り、お客さまが安心し
て楽しんでいただけるよう
に配慮しています。

NAMCO ENTERPRISES
ASIA LTD.

Operations Manager

Bill Chan
陳偉賢

comment

　「ワンダーパークプラス」のオペレーションマネージ
ャーとして、施設全体のデザインの企画設計やスタッフ
のオペレーションの指導・管理を行っています。
　バンダイナムコグループのアミューズメント施設の楽
しさをいかに香港の人々に伝えていくか、ということを
常に考えながら仕事をしています。一方、お客さまのニー
ズが日本とは異なる部分もあり、国や地域の文化・習慣を
十分に考えながら一つ一つのオペレーションを立案し運
営していくところに、大きなやりがいを感じています。
　スタッフ一同、最高のサービスで最高の楽しさと夢の
時間を提供することを目指しており、多くのお客さまに
「ワンダーパークプラス」にご来場いただければと思っ
ています。

大型アミューズメント施設
「 ワンダーパークプラス 」オープン
バンダイナムコグループは 002 4 に、香港中心部のコーズウェイベイにある
ワールドトレードセンター9 に、アミューズメント施設「ワンダーパークプラス」をオープンしました。
「ワンダーパークプラス」では、お客さまに安全かつ快適に遊んでいただけるよう
やかな対応に努めるとともに、環境面にも配慮した施設運営を行っています。

バンダイナムコグループは2008年4月、香港中心部のコーズウェイベイにある
ワールドトレードセンター6階に、アミューズメント施設「ワンダーパークプラス」をオープンしました。
「ワンダーパークプラス」では、お客さまに安全かつ快適に遊んでいただけるよう
細やかな対応に努めるとともに、環境面にも配慮した施設運営を行っています。

中国特集
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ディスプレイケースの角に付けられた保護器具

リユースされた景品用カプセル

店内に設置された回収ボックス

施設内の様子

天井部にまとめられた配線コード 警備員景品袋の配布用ラック

ワンダーパークプラス店舗入口
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「ワンダーパークプラス」では、お客さまに安全かつ快適に遊んでいただけるよう
やかな対応に努めるとともに、環境面にも配慮した施設運営を行っています。

バンダイナムコグループは2008年4月、香港中心部のコーズウェイベイにある
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ディスプレイケースの角に付けられた保護器具

リユースされた景品用カプセル

店内に設置された回収ボックス

施設内の様子

天井部にまとめられた配線コード 警備員景品袋の配布用ラック

ワンダーパークプラス店舗入口
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品質保証活動の充実に向けた
情報の把握

有害物質に関する
検査体制の強化

　バンダイの玩具は、日本のみならず世界のさまざまな地域で
販売されています。このためBANDAI（ SHENZHEN ）CO.,LTD.
では、各地域の関連法規制の制定・改正の動きや関連業界にお
ける商品をめぐる問題の発生などに関し、世界中から情報を収
集し、社内やグループ各社のみならず、生産を委託している工
場にも情報提供を行っています。こうした取り組みにより、国

際的な動向や
世界各地域の
動きに迅速に
対応できる体
制の維持・強
化に努めてい
ます。

業トイホビー事業事ビ 事業ビー事ホイ ビ 業ビ 業ビ
新拠点の設立
トイホビー事業強化に向けた

　BANDAI（ SHENZHEN ）CO.,LTD.では、製品中に有害物質
が含有されていないことを確認するため、蛍光X線分析装置を
はじめとする多くの検査機器を導入しています（当グループ所
有の蛍光X線分析装置はP.24を参照 ）。これらの検査機器を使
い、新製品検査のみならず量産段階の受け入れ検査時にも、有
害物質に関する検査ならびに安全性の確認を徹底しています。

　BANDAI（SHENZHEN）CO.,LTD.では、生産委託工場に検査
員を派遣して生産された製品の受け入れ検査を実施しており、
現在57名の検査員が検査業務を行っています。
　すべての検査が同様に高いレベルで実施されるよう、検査員
には日常的な学習のみならず、年2回の試験が義務付けられてい
ます。この試験で十分な成績に達しなかった検査員には補講と
再試験を実施し、検査レベルの維持・向上を図っています。

検査員教育の充実

　BANDAI（SHENZHEN）CO.,LTD.で導入している各種検査装
置は、安全性の面で十分な対応がなされていますが、放射線な
どを使用するものもあり、万が一検査員が多量の放射線を摂取
した場合などには、健康に影響を与える恐れもあります。
　このため、該当する検査装置に放射線レベルを測定する測定
器を設置するとともに、検査員自身も測定器を身に付け、事故
などの発生の未然防止、早期対応が可能な体制を整備していま
す。また、検査員は1カ月に１回、この測定器を病院へ持参し健
康診断を受け、体調を管理しています。なお、放射線を使用す
る検査装置が設置されている部屋への妊娠中の従業員の入室は
禁止しています。

検査員の健康管理の徹底

BANDAI（SHENZHEN）CO.,LTD.
Manager

Q.A. Section
USA&Europe Division
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國安

comment

　新製品の開発に伴う品質面の管理、既存製品に関す
る品質管理や問題発生への対応を、研究開発部門や工
場と協力しながら進めています。また、玩具関連の基
準などの情報を世界の拠点に配信するとともに、世界
各国のリコール案件を分析し、社内での情報共有に努
めています。
　世界各国の基準の動向を的確に把握することで、こ
れらが施行される前に十分な対応が準備できているこ
とに誇りを持っています。新しいコンセプトの製品や
新たな素材を使用した製品の分析・評価においては、
多くの手間がかかるケースもありますが、市場に送り
出した製品を多くのお客さまに購入していただいてい
ることが、大きな充実感につながっています。
　これからも、世界中の人々に楽しんでもらえる製品
を提供し続けていきたいと思っています。

作業者への
指導の様子

BANDAI（SHENZHEN）CO.,LTD.に導入されている検査機器の一部
左上：赤外線分析装置、右上：カートン振動試験機
左下：蛍光X線分析装置、右下：恒音槽（サイクル）試験機

検査員の胸に付けられた測定器放射線レベル測定器

検査員の勉強会

生産委託先の中国工場

バンダイナムコグループではトイホビーンダイナムコグループではトイホトイホビグンダイナムコグループではトムコグル プではトイナムバンダイナムコグル プではトイホビググ プ
中国とシンガポールに新会 しまししましし し
2008 4月に設立された ANDA SS
これまで ANDA .K.）））CO.,LTD.

・品質保証部門の拠点として機能して理・品質保証部門の拠点として機能してとして機能しと生産管理 品質保証部門 拠点とし 機能し
地区のオフィスを法人化したもので、

今後、同社の事業活動を通じて玩具の生
よび品質保証体制をさらに強化していきますび品質保証体制をさらに強化しに強化していおよび品質保証体制をさらに強化していきます強

バンダイナムコグループではトイホビー事業強化のため、
中国とシンガポールに新会社2社を設立しました。
2008年4月に設立されたBANDAI（ SHENZHEN ）CO.,LTD.は、
これまでBANDAI（H.K.）CO.,LTD.の
生産管理・品質保証部門の拠点として機能してきた
深　地区のオフィスを法人化したもので、
今後、同社の事業活動を通じて玩具の生産管理
および品質保証体制をさらに強化していきます。

Thomas Wong
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　グリーン調達活動は、バンダイナムコゲームスの要請により
2007年8月から開始しました。それまではグリーン調達に関し
てまったく知識がありませんでしたが、バンダイナムコゲーム
スの担当者と協力して活動を進めてきた結果、当社のみならず
我々のサプライヤーにまでグリーン調達活動を広げることがで
きました。
　導入段階では、管理レベルが十分でないサプライヤーに発注
していた部品などを内製に切り替えるなど、多くの困難があり
ましたが、こうした経験を通してさまざまなノウハウを得るこ
ともできました。
　この活動により社員の意識が大きく変わり、すべてのセクシ
ョンで仕事のレベルが向上しています。また、グリーン調達活
動を通じて習得した高いレベルの管理能力は、社外に対する大
きなアピールポイントにもなっています。

　グリーン調達活動を開始した当時は、取り組みに関する知識
をほとんど持っていませんでしたが、現在はグリーン調達関連
の知識を習得している実務歴3年以上の社員5名によるチームを
編成し、活動を推進しています。
　しかし、担当チームによる活動だけでは、グリーン調達活動
を確実に実施することは困難です。このため、工場に勤めてい
る事務系の社員から実際にラインで働いている社員まで、すべ
ての人を対象に教育を行い、取り組みの浸透に努めています。
　当社では社員からの提案でISO14001を取得しており、今後
も自分たちから進んで行動を起こし、EUや日本の基準に対応し
ながらレベルアップを図り続けていきたいと考えています。

微勤電機五金廠
總經理

楊忠波氏 魏雲氏

グリーン調達活動の推進 サプライヤーインタビュー
バンダイナムコゲームスでは、日本国内のみならず中国をはじめとするすべての生産拠点において、

、グ、、環境負荷の少 て少ない製品 部品 材料の調達を進める グリーン調達活動を実施しています
中国地域では、
入入 会か会

ュ ケコミュニミ

バンダイナムコゲームスでは、日本国内のみならず中国をはじめとするすべての生産拠点において、
環境負荷の少ない製品、部品、材料の調達を進める、グリーン調達活動を実施しています。
中国地域では、日本の担当者が実際に工場を訪れ、
導入前の勉強会から活動が確実に行われていることを確認するまで、
密接なコミュニケーションをとりながら取り組みを進めています。

グリーン調達の取り組みにご協力いただいているサプライヤーにインタビューを行いました。
れ、グにおいて ど に各社において社内教育などが行われ、グリーン調達の実践が企業体質の強化にも

つながっているってっているながなが ているこ

グリーン調達の取り組みにご協力いただいているサプライヤーにインタビューを行いました。
各社において社内教育などが行われ、グリーン調達の実践が企業体質の強化にも
つながっていることがうかがえます。

中国特集
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　バンダイナムコゲームスではグリーン調達を実施するに当
たり、サプライヤーの元へ頻繁に訪れ、調達品に関する書類の
確認や生産ラインの確認・監査を実施しています。また製品中
の有害物質の有無を確認するため、中国・深　地区に蛍光X線
分析装置を設置しています。現地に自社所有の検査機を設置す
ることで、自分たちの目で調達品の検査を実施することが可能
になっています。
　今後もグリーン調達活動が各サプライヤーの全社活動として
根付くように、サプライヤーとの密なコミュニケーションを図
っていきます。 佐藤 研

　私はバンダイナムコゲームスが実施するグリーン調達
活動の日本以外の国について担当しています。海外工場
の多くは中国地区にあります。現在は日本から出張する
形で活動を実施・推進しています。グリーン調達活動を
実施するに当たり実感するのは、現地の習慣などを理解
した上で、現地担当者とコミュニケーションを図ること
の重要性です。監査は通訳を通じて実施しますが、その
ほかの場面ではできる限り現地担当者と直接会話をし、
コミュニケーションを図るよう心掛けています。そのた
め中国語を猛勉強中です。

拓來電子（深　）有限公司
全面品質管理本部長

グリーン調達が
行われている工場

グリーン調達が
行われている工場

工場担当者とのミーティング風景

サプライヤーサプライヤー

　バンダイナムコゲームス
ＡＭカンパニー
ＡＭ品質保証部

Ken Sato
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　バンダイナムコゲームスではグリーン調達を実施するに当
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ＡＭカンパニー
ＡＭ品質保証部
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　バンダイでは2007年度、日本を除くアジア地域に立地する全
工場について、バンダイC.O.C.監査を実施しました。玩具生産
の中心的な拠点となる中国地区では、207社を対象に監査を行
いました。
　C.O.C.監査は、外部の監査会社とBANDAI（SHENZHEN）
CO.,LTD.の監査員により実施されています。またBANDA I
（ SHENZHEN）CO.,LTD.では、日本のバンダイと連携して監
査スケジュールの調整、監査結果のまとめ、工場における不
適合箇所の是正確認作業を行っています。
　C.O.C.監査に関しては、実施当初に比べ工場側の理解も進み、
監査を積極的に受け入れるとともに、監査の結果発見された不
適合箇所の是正に取り組む工場が増えてきました。さらに、監査
の実施に向け、工場に対し監査の意義と必要性を理解していた
だけるよう、BANDAI（ SHENZHEN）CO.,LTD.では地道な
活動も進めています。

　バンダイロジパルでは、玩具の生産拠点が多く立地している
中国・深　地区に物流拠点を設け、ここから各国の販売会社に
向けて商品を出荷しています。日本向けの商品に関しては、日
本国内のトラック輸送距離を短縮するために、販売地域に応じ
て東京と神戸の2拠点に分けて商品を輸送しています。日本向けに
分港輸送することで、日本国内のトラック輸送が低減できます。

　グリーン調達活動は、2003年からの準備期間を経て2004年
より完全実施しています。活動の推進に当たっては、当社とし
てグリーン調達について学ぶとともに、サプライヤーに対しても
勉強会などを実施し浸透を図りました。納入先によってグリー
ン調達の基準が異なるため、当社では環境配慮の項目ごとに一
番基準が厳しいものを取り入れて対応しています。
　グリーン調達は、一部の社員だけの活動では推進することは
できません。このため、新入社員に対しても入社時の研修で徹
底して教育しています。活動を通して製品の品質に関する意識
がより一層高まり、サプライヤーとの強い信頼関係が構築でき
たことなど、当初予想していた以上に波及効果が大きく、この
活動自体が当社の社風になった感さえあります。

山上 三津雄氏

物流拠点の整備
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BANDAI（SHENZHEN）CO.,LTD.
Chief

Quality System
Affairs Section
Q.A./Q.C. Dept.

comment

　C.O.C.、品質管理、シャープツールコントロール*1、
C-TPAT*2などに関する工場監査を担当しています。
具体的には、監査の手配、実施、監査結果のフィード
バック、指摘事項の改善に関するアドバイス、監査レポ
ートの作成、指摘事項の改善確認までの一連の業務を
行うほか、顧客の要求基準と該当する法律に関する情
報の更新、監査員のトレーニング、緊急案件の処理な
どに取り組んでいます。
　私は自分の仕事に誇りを持ち、楽しみながら業務を
進めています。監査を実施した結果、不適合箇所が見
つかった場合、対象となる工場にその改善に向けた協
力を求めることが難しいケースもありますが、丁寧な
対応と努力の積み重ねにより、課題の解決に努めてい
ます。

青柳熱　電子（深　）有限公司
モノづくり改革本部長

C.O.C.監査
ダイでは、中国にンダイでは、中国においてお中国においても全工においても全工にンダイでは 中国においても全ンダイでは 中国においても全全

バンダイC.O.C.C C CodC  o  C Conduct
に対する工場側の理解が進み、

みも着実に進展して取り組みも着実に進展に向けた取り組みも着実に進展してに向けた取り組みも着実に進展しりに向けた取り組みもた取り組みも着実に進展し

バンダイでは、中国においても全工場を対象に
バンダイC.O.C.（Code of Conduct：行動規範）監査を実施しており、
監査に対する工場側の理解が進み、
改善に向けた取り組みも着実に進展しています。サプライヤー

*1　カッターナイフなど刃物の管理体制の確認
*2　米国の国土安全保障省税関国境警備局が実施しているテロ防止対策

● 中国における監査済み工場数

グリーン調達が行われている工場

すべての工場について
監査実施

207社

監査風景

Sally Xu

出荷ターミナル 検針機 倉庫内部

※ バンダイC.O.C.監査についてはP.25を参照
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基本的な考え方

コーポレート・ガバナンス体制

コーポレート・ガバナンス

　バンダイナムコホールディングスでは、11名の取締役の
うち2名を社外取締役とし、コーポレート・ガバナンスの
機能強化に努めています。また、経営環境の変化に迅速
に対応するとともに、取締役の責任をより一層明確化す
ることを目的として、取締役の任期を1年以内としています。

　新しい価値の創造により「世界で最も期待されるエン
ターテインメント企業グループ」となることを目指すバ
ンダイナムコグループでは、企業活動を支えるあらゆる
ステークホルダーの利益を最重視しており、長期的、継続
的な視点から企業価値の最大化を図る上で、コーポレー
ト・ガバナンスの強化が重要な経営課題であると認識し
ています。
　こうした考え方に基づき、社会から信頼され、社会に
貢献し続ける企業グループとなるために、経営の健全性、
透明性、効率性を高めるとともに、スピーディな情報開
示を可能とするコーポレート・ガバナンス体制の構築を
進めていきます。

　当社では監査役制度を採用し、社外監査役2名を含む4
名の監査役（うち常勤監査役2名）が、監査役会で定め
た業務分担に基づき監査を行っています。また、会計監
査人による会計監査、業務監査室による業務監査を踏ま
え、監査役を中心に会計監査人、業務監査室が相互に連
携して、会社の内部統制状況を日常的に監視し、問題点
の把握、指摘、改善勧告を行っています。

経営管理体制の整備

　バンダイナムコグループでは、取締役会において、会
社法で定められた事項の決議、報告、ならびにグループ
の経営に関連する事項の検討、決議、報告を行うととも
に、グループ戦略会議を開催し、経営および事業に関す
る情報を的確に把握し迅速な対応が取れる体制を構築し
ています。
　また、CSR委員会、グループ危機管理委員会、グルー
プコンプライアンス委員会、内部統制委員会において、
それぞれの経営課題に関する事項の検討、グループ各社
への方針の指示を行うとともに、適宜、各社からの報告
を受け、経営上の課題、問題などが生じた場合に速やか
な措置を講じることができる体制の整備に努めています。

CSRマネジメント
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バンダイナムコグループは、経営の透明性を高めるとともに、グループ各社の経営計画、経営状況を常にモニタ
リングし、グループの発展に最適な事業を選択し、そこに経営資源を集中することで、社会およびステークホル
ダーに最大限の利益還元ができるようにいたします。

バンダイナムコグループは、国内外のグループ各社、全役員・従業員に対してコンプライアンス対応の基本事項
を提示し、法令遵守・倫理尊重が適切に行われているかについて常にモニタリングしております。

バンダイナムコグループは、お客さまに安心してご利用いただけるよう、製品・サービスに応じた所定基準、
自主基準を設け、より高い安全性と品質を追求できる体制を実現しております。

● 安全・品質向上への取り組み

バンダイナムコグループは、世界中の人々に「夢・遊び・感動」を提供しつづけるために、地球の将来を考え
た環境保全に積極的に取り組んでおります。

● 環境保全への取り組み

バンダイナムコグループは、製品・サービスのご提供以外の場面においても、ミュージアム運営やボランティ
ア活動など、グループ各社での取り組みを推進しております。

● 文化／社会支援活動

経済的責任への取り組み

法的・倫理的責任への取り組み（コンプライアンス）

バンダイナムコグル
ープの

CSR（企業の社会的責任）への取り組み

環境・社会貢献的責任への取り組み（安全・品質、環境保全、文化／社会支援活動）

株主総会

バンダイナムコグループ各社

選任・解任

監査役会
監査役 会計監査人取締役会

取締役11名（うち社外取締役2名）

監査役4名（うち社外監査役2名）

監査

人事報酬委員会代表取締役

業務監査室
連携

各種委員会

報告

プロジェクト

監査

支援

監査

解任

選任・解任選任・解任

選任・解任
監督

指示

指示 報告 報告

会計監査
結果の報告

CSR委員会

グループ危機管理委員会

グループコンプライアンス委員会

内部統制委員会

グループ戦略会議

　バンダイナムコグループは、斬新な発想とあくなき情熱で、エンターテイン
メントを通じた「夢・遊び・感動」を世界中の人々に提供し続けることを企業
理念としています。「夢・遊び・感動」を提供し続けるために、次の３つの責
任を果たすことを盛り込んだ、グループを横断する「CSRへの取り組み」を定
めています。
　この基本方針のもと、グループ各社を横断する「CSR委員会」とその分科会
である「社会貢献委員会」「環境プロジェクト委員会」、それに加えて「グルー
プ危機管理委員会」「グループコンプライアンス委員会」を設置し、各種施策に取
り組んでいます。

2008年6月末日現在
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の把握、指摘、改善勧告を行っています。

経営管理体制の整備

　バンダイナムコグループでは、取締役会において、会
社法で定められた事項の決議、報告、ならびにグループ
の経営に関連する事項の検討、決議、報告を行うととも
に、グループ戦略会議を開催し、経営および事業に関す
る情報を的確に把握し迅速な対応が取れる体制を構築し
ています。
　また、CSR委員会、グループ危機管理委員会、グルー
プコンプライアンス委員会、内部統制委員会において、
それぞれの経営課題に関する事項の検討、グループ各社
への方針の指示を行うとともに、適宜、各社からの報告
を受け、経営上の課題、問題などが生じた場合に速やか
な措置を講じることができる体制の整備に努めています。

CSRマネジメント
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バンダイナムコグループは、経営の透明性を高めるとともに、グループ各社の経営計画、経営状況を常にモニタ
リングし、グループの発展に最適な事業を選択し、そこに経営資源を集中することで、社会およびステークホル
ダーに最大限の利益還元ができるようにいたします。

バンダイナムコグループは、国内外のグループ各社、全役員・従業員に対してコンプライアンス対応の基本事項
を提示し、法令遵守・倫理尊重が適切に行われているかについて常にモニタリングしております。

バンダイナムコグループは、お客さまに安心してご利用いただけるよう、製品・サービスに応じた所定基準、
自主基準を設け、より高い安全性と品質を追求できる体制を実現しております。

● 安全・品質向上への取り組み

バンダイナムコグループは、世界中の人々に「夢・遊び・感動」を提供しつづけるために、地球の将来を考え
た環境保全に積極的に取り組んでおります。

● 環境保全への取り組み

バンダイナムコグループは、製品・サービスのご提供以外の場面においても、ミュージアム運営やボランティ
ア活動など、グループ各社での取り組みを推進しております。

● 文化／社会支援活動

経済的責任への取り組み

法的・倫理的責任への取り組み（コンプライアンス）

バンダイナムコグル
ープの

CSR（企業の社会的責任）への取り組み

環境・社会貢献的責任への取り組み（安全・品質、環境保全、文化／社会支援活動）

株主総会

バンダイナムコグループ各社

選任・解任

監査役会
監査役 会計監査人取締役会

取締役11名（うち社外取締役2名）

監査役4名（うち社外監査役2名）

監査

人事報酬委員会代表取締役

業務監査室
連携

各種委員会

報告

プロジェクト

監査

支援

監査

解任

選任・解任選任・解任

選任・解任
監督

指示

指示 報告 報告

会計監査
結果の報告

CSR委員会

グループ危機管理委員会

グループコンプライアンス委員会

内部統制委員会

グループ戦略会議

　バンダイナムコグループは、斬新な発想とあくなき情熱で、エンターテイン
メントを通じた「夢・遊び・感動」を世界中の人々に提供し続けることを企業
理念としています。「夢・遊び・感動」を提供し続けるために、次の３つの責
任を果たすことを盛り込んだ、グループを横断する「CSRへの取り組み」を定
めています。
　この基本方針のもと、グループ各社を横断する「CSR委員会」とその分科会
である「社会貢献委員会」「環境プロジェクト委員会」、それに加えて「グルー
プ危機管理委員会」「グループコンプライアンス委員会」を設置し、各種施策に取
り組んでいます。

2008年6月末日現在



業グループ」として「夢・遊び・感動」を提供しつづけるために、コンプライ
アンスに関する考え方を明確化し、グループ企業への徹底を図っています。

コンプライア
ンスの取り組

み

No.1の内部統制 」
を目標に掲げ、SBU内、グループ内における統制機能および経営効率のアップ
を図っています。

バンダイナムコグループ コンプライアンス宣言

コンプライアンス宣言と憲章に基づく取り組み

1. この憲章の遵守を率先垂範し、高い倫理観をもって誠実に行動します。
2. この憲章をグループ内に定着させることを使命と認識し、社内環境の整備を行います。
3. この憲章や法令の違反が発生した場合は、直ちに原因究明と再発防止のための措置を講じるとともに、厳正な処分を行います。

バンダイナムコグループ コンプライアンス憲章

　わたしたちは、世界で最も期待されるエンターテインメント
企業グループを目指し、「夢・遊び・感動」を提供しつづける
ため、次の原則を制定し、これに基づき行動します。

E-1プロジェクト進行中

　バンダイナムコグループでは、2006年5月、会社法上
求められる事業会社において内部統制システム構築に関
する決議を行いました。また同年6月末から、金融商品
取引法への対応を含むグループ横断プロジェクト「E-1
プロジェクト」を立ち上げ、内部統制の評価と構築を進
めています。“E-1”には、「Entertainment業界No.1の
内部統制を目指す」という意味が込められています。

●「夢・遊び・感動」を提供しつづけるという企業理念から、
　　若者の健全な成長を阻害することがないように、適正な商
　　品やサービスの提供を行います。
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～「夢・遊び・感動」を提供しつづけるために～
わたしたちは宣言します

ムコグループ コンプライアンスBOOK ～コンプライア
ンス憲章の手引き～」を作成・配付し、周知徹底を図っ
ています。
　また、バンダイナムコホールディングス社長を委員長
とするグループコンプライアンス委員会を設置し、グル
ープ全体のコンプライアンスに関わる重要事項の監査、
監督ならびに法令等の違反の防止に努めるとともに、万
一、法令違反などの事実が認められる場合に速やかな措
置を講じることができる体制を整備しています。

　すべての国・地域の法律を遵守し、公正な競争のもと
で利潤を追求すること、企業活動を通じて広く社会に貢
献することが、企業の重要な使命であるとの認識に立ち、
バンダイナムコグループでは2007年4月に「バンダイナ
ムコグループ コンプライアンス憲章」を制定し、これに
基づき「バンダイナムコグループ コンプライアンス宣言」
を行いました。
　さらに、グループ各社の全社員が憲章に対する理解を
深め、業務遂行において実践できるよう、「バンダイナ

厳正な商品サービス・公正な取引

● 社員の生命・身体を優先し、安全で働きやすい職場環境を
　　提供します。

社員尊重

● 企業活動に伴い取得する顧客情報・個人情報、企業活動か
　　ら生じる機密情報について、その重要性を十分に理解し、
　　情報漏洩をしないことはもちろんプライバシーにも配慮し
　　て、適正に管理します。

● 株主、取引先その他のステークホルダーを保護するため、経
　　営の透明性を確保することを念頭に、情報隠蔽をすること
　　なく、適切かつ信頼性のある企業情報を適時かつ公正に開
　　示します。

情報保護・開示

● コンテンツを含む知的財産が重要な経営資源であることを
　　認識し、他社の権利を尊重するとともに、自らの権利を守
　　り、有効活用します。

知的財産の尊重・活用

● 自然環境や人々の生活環境への配慮は、企業の中長期的な
　　発展に不可欠の要素であると考え、これを十分に認識して
　　事業活動を行います。

●「よき企業市民」として、事業活動を通じて文化の発展に
　　貢献し、豊かで明るい健やかな生活の実現に寄与します。

環境・社会貢献

● 社会の安全、秩序に脅威を与える反社会的勢力、団体とは
　　一切関係を持たず、断固としてこれを拒絶します。

反社会的勢力の拒絶

● 世界各国の地域特性を踏まえ、その文化や習慣を尊重する
　　とともに、国際ルールや現地ルールを遵守します。

海外コンプライアンス

● 会社財産の使用に当たっては、公私の区別をわきまえて、
　　適正に使用します。

財産保全

● 自由な競争のもと、自己の立場を不当に利用することなく、
　　公正・透明な取引を行います。

バンダイナムコグループ

・内部統制は日々の企業活動の前提になっている。特別
　視は不要。
・内部統制は法令対応だけが目的ではない。自らを強く
　するための道具であり、今がチャンスととらえよう。
・内部統制構築は全社、全グループが対象である。皆で
　知恵を出そう。

● 内部統制の基本的な進め方

　経営者の行動を含めた「全社レベル統制」を重視する
とともに、「業務プロセス統制」においては、財務報告
の信頼性のみならず、広くビジネス的な視点から業務を

● 内部統制の領域

　国内のいくつかの事業会社では、業務改善のテーマを
抽出し、会社としての取り組みを開始しようとしていま
す。これはE-1プロジェクトの主旨にのっとり、J-SOXに
限定せず、企業価値を高めようとする試みの一つです。

 

　2006年度はバンダイナムコホールディングス、バン
ダイ、ナムコ、バンダイナムコゲームスを中心にパイロ
ット的な展開を実施してきました。

● これまでの経緯（2006年度）

価をほぼ完了しました。さらに、自己評価の結果に対す
る内部監査も実施しました。その結果、各社の抱える内
部統制上の課題が明確になりました。各社は重要な課題
につき、2008年度中に解決を行います。

　バンダイナムコホールディングスは、2009年3月末時
点における「内部統制報告書」を金融庁に提出すること
になりますが、この報告の信頼性をより高めるために、
当グループでは2007年度より「代表者宣誓」制度を導
入しています。グループ内事業会社のトップは自社の内
部統制を評価し、その結果をSBU単位にまとめた上でバ
ンダイナムコホールディングスに報告します。バンダイ
ナムコホールディングスではこれら報告内容を踏まえ、
「内部統制報告書」を作成します。

● 代表者宣誓書

トレーニング内容 実施時期

2007年7～9月

北米　2007年8月
欧州　2007年9月
アジア　2007年11月

国内　2008年5月

国内　2006年から
北米　2007年1月
欧州　2007年3月
アジア　2007年5月

国内　延べ約100名
海外　延べ約50名

参加者

SBU主幹会社
延べ約100名

海外事業会社
延べ約50名

SBU主幹会社
約50名

自己点検研修（国内）
内部統制自己評価（CSA）の手続

自己点検研修（海外）
国内に同じ

第三次文書化研修
財務報告の信頼性に関わる評価実務研修

iGrafxトレーニング
フロー、RCM作成ツールの使用説明

　2007年度は、北米・欧州・アジア各地域の事業会社
への展開を図りました。また国内を含む各地域において、
内部統制自己評価のためのトレーニングセッションを実
施し、文書作成（リスク、コントロールの抽出）、自己評

全社レベル統制

法令遵守統制
（業務プロセス外）

グ
ル
ー
プ
共
通
方
針

各
社
方
針

業務プロセス統制

法
令
遵
守
視
点
の
統
制

ビ
ジ
ネ
ス
視
点
の
統
制

財
務
報
告
視
点
の
統
制

I
T
視
点
の
統
制

I
T
全
般
統
制



業グループ」として「夢・遊び・感動」を提供しつづけるために、コンプライ
アンスに関する考え方を明確化し、グループ企業への徹底を図っています。

コンプライア
ンスの取り組

み

No.1の内部統制 」
を目標に掲げ、SBU内、グループ内における統制機能および経営効率のアップ
を図っています。

バンダイナムコグループ コンプライアンス宣言

コンプライアンス宣言と憲章に基づく取り組み
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企業グループを目指し、「夢・遊び・感動」を提供しつづける
ため、次の原則を制定し、これに基づき行動します。

E-1プロジェクト進行中

　バンダイナムコグループでは、2006年5月、会社法上
求められる事業会社において内部統制システム構築に関
する決議を行いました。また同年6月末から、金融商品
取引法への対応を含むグループ横断プロジェクト「E-1
プロジェクト」を立ち上げ、内部統制の評価と構築を進
めています。“E-1”には、「Entertainment業界No.1の
内部統制を目指す」という意味が込められています。

●「夢・遊び・感動」を提供しつづけるという企業理念から、
　　若者の健全な成長を阻害することがないように、適正な商
　　品やサービスの提供を行います。
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ています。
　また、バンダイナムコホールディングス社長を委員長
とするグループコンプライアンス委員会を設置し、グル
ープ全体のコンプライアンスに関わる重要事項の監査、
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基づき「バンダイナムコグループ コンプライアンス宣言」
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　　情報漏洩をしないことはもちろんプライバシーにも配慮し
　　て、適正に管理します。
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　　発展に不可欠の要素であると考え、これを十分に認識して
　　事業活動を行います。
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　　貢献し、豊かで明るい健やかな生活の実現に寄与します。
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● 社会の安全、秩序に脅威を与える反社会的勢力、団体とは
　　一切関係を持たず、断固としてこれを拒絶します。
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に対応できるよう、グループ危機管理規程の制定、グループ危機管理委員会の
設置などを通じ、リスクマネジメント体制の強化を図っています。

リスクマネジメント

　バンダイナムコグループ各社では、グループコンプラ
イアンス管理規程に基づき内部通報制度を整備・運用し
ています。
　社員が法令違反を発見した場合、上司に相談するか、
あるいは内部通報制度（ホットライン）を通じて社外顧
問弁護士、社内相談窓口、監査役のいずれかに報告する
ことが規定されています。公益通報者保護法などに基づ
き、通報を行った社員の氏名や通報内容は守秘され、通
報を行ったことにより不利益を受けることがないよう対応
が図られています。
　内部通報制度により、法令違反の発生が明らかになっ
た場合、グループコンプライアンス管理規程に基づき、
各社のコンプライアンス委員会からグループコンプライ
アンス委員会に報告が行われ、事案に応じて適切な対応

　バンダイナムコグループでは企業活動に伴い取得する
顧客情報・個人情報、企業活動から生じる機密情報につ
いて、その重要性を十分に理解し、情報漏洩をしないこ
とはもちろんプライバシーにも配慮して、適正に管理し
ています。また株主、取引先その他のステークホルダー
を保護するため、経営の透明性を確保することを念頭に、
情報を隠すことなく、適切かつ信頼性のある企業情報を
適時かつ公正に開示しています。
　そこでグループ全社員の周知徹底を図るため、情報保
護・開示についても明記された「バンダイナムコグルー
プコンプライアンスBOOK」を全社員に配布しています。
　コンプライアンスBOOKの中では、心構えや情報の分
類、関連する法令などについても説明があり、情報を取
り扱う際の留意事項まで細かに説明されています。また
全社員の理解度を高めるために2008年3月にeラーニン
グを実施し各社員の理解度を測定しています。測定され
た結果をもとに今後の活動を推進していきます。

グループ全体の
リスクマネジメントの強化

情報保護・開示

内部通報制度の整備・運用

震災発生に備えた体制の整備事例

　企業が事業活動を進めていく上では、自然災害や人為
的事故、製品の品質問題、法令違反、訴訟の提訴など、
さまざまなリスクが存在します。こうしたリスクに対して
的確な対応がなされない場合、企業経営にダメージをも
たらし、ステークホルダーの利益を損ねることになります。
　バンダイナムコグループでは、健全な事業活動の継続
におけるリスクマネジメントの重要性を認識し、グルー
プ危機管理規程を制定し、役員、職員一人一人が危機発
生時に取るべき行動の指針を示しています。また、バン
ダイナムコホールディングス社長を委員長とするグルー
プ危機管理委員会を設置し、リスクの把握、該当危機発
生の未然防止に努めるとともに、危機発生時に迅速な対
応がとれる体制の整備に努めています。
　グループ各社において法令違反が発生したことが確認
された場合には、グループコンプライアンス管理規程に
基づき、各社のコンプライアンス委員会からグループコ
ンプライアンス委員会に報告がされます。
　今後も、社会の動向などを的確に把握し、企業経営を
めぐる多様なリスクに迅速・適切に対応できるよう、リ
スクマネジメント体制の強化を図っていきます。

　ジグソーパズルの最終段階のように、グループ全体のコンプライ
アンス体制図が、より充実していく姿が実感できたときに喜びを感
じ、そこがやりがいでもあります。
　今も、これからも、地球にも人にも優しい仕事をしていきたいと
思っています。
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SBU所属会社

バンダイナムコホールディングス

SBU主幹会社* 関連事業会社

　個人情報の管理は企業にとって重要な課題であり、情
報通信技術の発展および社会における普及を背景に、情
報管理体制のさらなる強化が求められています。
　バンダイネットワークスおよび子会社のVIBEでは、ネ
ットワークコンテンツサービスの提供やインターネット
通販などの事業を行う企業として、業務遂行上さまざま
な形でお客さまの個人情報を取り扱っています。このた
め、2004年12月に個人情報保護方針を制定し、事業活

「プライバシーマーク」の認証取得

VIBEバンダイネットワークス

動に伴う個人情報の取り扱いに関し管理の徹底に努めて
きました。
　2005年4月の個人情報保護法の完全施行を踏まえ、両
社では個人情報の管理体制のさらなる強化を進め、その
一環として2006年に財団法人日本情報処理開発協会
（JIPDEC）の「プライバシーマーク」の認証を取得しま
した。また、JIS Q 15001が個人情報保護マネジメント
システムとして改正されたことに対応し、社内規程、マ
ニュアルの改訂を行うなど、管理体制の充実を図ってき
ました。
　こうした取り組みに加え、社内の実務担当者による専
門組織を発足させ、各職場における啓発活動や運用面の
改善に努めるとともに、定期的な研修や入社時教育、各
部門の監査などを通じ、個人情報保護をはじめとする情
報管理体制の継続的改善、強化を図っています。

　災害発生時に社員の安全を確保することは、企業にと
って重要な課題の一つです。バンダイおよびバンダイネ
ットワークスでは、首都圏直下型地震を含む大型地震の
発生に備え、防災班の設置による役割の明確化、食糧・
資材の備蓄、安否確認サービスの導入などの対応を行っ
ています。
　バンダイネットワークスではこれらの対策に加え、社
員の「帰宅マップ」を作成し、東京都が選定している帰
宅支援対象道路を基準に、オフィスから社員の自宅まで
の帰宅経路を確認するとともに、居住地域ごとに「帰宅
グループ」を編成しています。こうした対応により、社
員がより安全に帰宅でき、被災状況に応じた帰宅経路の
決定を迅速に行える体制を整えるとともに、非常時に予
想される心理的不安の軽減を図っています。
　このほか同社では、「緊急時行動マニュアル」を毎年
見直し全社員に配布するなど、社員一人一人が災害発生
時に適切な対応が取れる体制の整備に努めています。

バンダイネットワークス

バンダイナムコグループ

バンダイナムコグループ

バンダイナムコグループ バンダイ

● 法令違反が発生した場合のバンダイナムコグループ
　コンプライアンス委員会への報告ルート

バンダイネットワークス作成の帰宅マップ

藤井直海
企業法務担当

バンダイナムコホールディングス *　SBU主幹会社：バンダイ、ナムコ、バンダイナムコゲームス、
　バンダイネットワークス、バンダイビジュアル
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ムコグループでは商品やサービスの品質向上に向けた継続的な取り組みを進め
るとともに、安全面、環境面における管理体制の充実に努めています。

安全品質マネジメントと商品
開発

蛍光X線分析装置の導入による
検査体制の強化

　バンダイナムコグループでは、製品中に含まれる有害
物質などの検査体制を強化するために、蛍光X線分析装
置の導入に力を入れています。現在、導入されている装
置の設置拠点および設置台数は下記の通りです。

バンダイ

安全・品質・ユニバーサルデザイン
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● の構成

　バンダイナムコゲームスでは、2008年7月に「モ
ノづくり基準」を制定しました。本基準は、品質基準、
グリーン調達基準に、2008年6月に施行された欧州
のPFOS（パーフルオロオクタンスルホン酸塩）規制
への対応を加えた構成になっています。今後、この
「モノづくり基準」をベースに、国内外のサプライヤー
の協力を得ながら、総合的な視点に立った製品開発を
進めていきます。

　多様な分野において事業を展開するバンダイナムコ
グループでは、これまで各製品分野の特性を踏まえ、
品質管理や環境への対応の充実を図ってきました。こ
うしたアプローチと同時に、グループとして共通の枠
組みを確立し、統一的な取り組みを進めていくことが
重要であるとの認識に立ち、基準や推進体制の整備を
図っていきます。

介、不適合事例や改善策の説明などを行い、全体のレ
ベルアップに結び付けています。
　バンダイでは、こうした取り組みを通じてサプライ
チェーンにおける適正な労働環境の維持に努めるとと
もに、サプライヤーとの協力関係の強化を図っています。

「モノづくり基準」の制定

モノづくり基準

PFOS規制対応グリーン調達基準品質基準

世界のお客さまから信頼と満足を得られる商品を提供
する」ことを方針に掲げ、品質管理の取り組みを進め
ています。1997年に品質保証部門ではISO9002（現
ISO9001：2000）の認証を取得し、同規格に基づく
システムを運用するとともに、各製品分野にかかわる
法規制や業界が定める品質・安全基準などを踏まえ、
350項目からなる自主品質基準（バンダイ品質基準）を
設定しています。
　毎月開催される品質基準審議会では、品質管理をめ
ぐる国内外の最新動向を踏まえ、バンダイ品質基準の
見直しなどの検討を行っています。また、定期的にグ
ループ企業間やサプライヤーとの情報の共有、意見交換
などを行い、品質管理体制の充実につなげています。
　サプライヤーに対しては、各社が納入する製品や部
品に関し、バンダイの基準に基づく検査結果の提出を
要請しています。2006年には蛍光X線分析装置およ
び赤外線分析装置を導入し、有害物質や規制対象物質
の製品への含有に関する検査体制の強化を図りました。

バンダイ

おける適正な労働環境の維持を目的として、1998年
に「バンダイC.O.C.（Code of Conduct：行動規範）
宣言」を行いました。宣言の考え方を踏まえ、2004
年度より、すべての工場に対して労働環境に関する調
査票の提出を求めています。
　また、バンダイが独自に作成したチェックリストに
基づき、工場のC.O.C.監査を実施しており、2007年
度は日本を除くアジア諸国に立地する224社すべてに
対して監査を実施しました。監査結果については管轄
事業部で確認を行い、不適合事項が発見された場合に
は該当工場に通知し、是正・改善に向けた対応を求め
るとともに継続的なフォローを行っています。
　さらに、C.O.C.に関する考え方や監査の方法など
について周知徹底を図るために、2007年8月に「バ
ンダイC.O.C.マニュアル」を作成し、すべてのサプ
ライヤーに配布しました。このほか、サプライヤーを
対象にC.O.C.監査に関する説明会を開催するととも
に、監査結果の報告会を実施しており、優良事例の紹

2005年からグリーン
調達の取り組みを開始し、グリーン調達基準書の発行、
社内関連部門やサプライヤーを対象とする説明会の開
催などを通じ、環境負荷の少ない製品、部品、材料の
調達を進めてきました。
　グリーン調達基準書においては、国内の関連法規制
や欧州のRoHS（電気電子機器への特定有害物質の含
有を制限する）指令などに基づき、有害物質の使用回
避などを求めるとともに、サプライヤーの環境活動の
状況も考慮し調達を行っています。また、関連規制の
動向やサプライヤーの要望を踏まえ、基準の見直しや
より分かりやすい記載への変更などを行っています。
　2007年度は中国および台湾において計3回の説明
会を開催し、グリーン調達基準の周知徹底を図りまし
た。また、国内23社、海外24社のサプライヤーを対
象に製品含有化学物質管理に関する監査を実施し、管
理状況を確認するとともに、十分な対応がなされてい
ない事業者に対するフォローアップを行っています。

● C.O.C.監査実施件数

蛍光Ｘ線分析装置
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● バンダイナムコグループ蛍光X線分析装置設置状況
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ムコグループでは商品やサービスの品質向上に向けた継続的な取り組みを進め
るとともに、安全面、環境面における管理体制の充実に努めています。

安全品質マネジメントと商品
開発

蛍光X線分析装置の導入による
検査体制の強化

　バンダイナムコグループでは、製品中に含まれる有害
物質などの検査体制を強化するために、蛍光X線分析装
置の導入に力を入れています。現在、導入されている装
置の設置拠点および設置台数は下記の通りです。

バンダイ

安全・品質・ユニバーサルデザイン
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● の構成
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キャラクターの世界観を守るために

セイカ

　プレジャーキャストが2007年11月に、アミューズメント施設「ゲーセ
ン クレヨンしんちゃん 嵐を呼ぶブリブリ シネマスタジオ」（埼玉県春日
部市）において、同店舗限定の景品「監督しんちゃんぬいぐるみ」を、社
団法人日本玩具協会によるセーフティ・トイ（ST）検査の合格通知を待た
ずにSTマークを付けて販売しておりました。また、商品の一部の塗装にST
の基準値を超える鉛が使用されていることが判明いたしました。
　現在までのところ本製品による健康被害の報告は受けておりませんが、
1,790個（ 2008年6月末現在）がお客さまのお手元にわたっており、全力
をあげて回収・交換をさせていただいております。
　お客さまならびに取引先の皆さまにご心配とご迷惑をおかけしましたこ
とを深くおわび申し上げますとともに、安全・品質管理の強化を図り、再
発防止に努めてまいる所存でございます。

バンダイビジュアル

セイカ

プレジャーキャスト

　
商品の特性やアイテム数の多さから、お客さまよりさま
ざまなお問い合わせ、ご要望、苦情などをお受けしてい
ます。バンダイのお客さま相談センターでは、月間4～5
万件に上るお客さまからの声に迅速に対応するため、品
質保証部門と連携しながら体制の整備、充実を図ってい
ます。
　2007年10月には、開発、生産システムとリンクした
新たなお客さま相談システムを導入しました。本システ
ムでは、個人情報の取り扱いに十分に配慮しながら、お
客さまからのご意見、ご要望などをデータベース化し、
より的確かつきめ細かな対応を可能にするとともに、蓄
積された情報を商品開発に反映させ、顧客満足の向上に
結び付けています。

バンダイバンダイビジュアルバンダイ
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　バンダイナムコグループでは、キャラクターが持つ世
界観を守り、お客さまに本物の商品を安心して安全に使
用していただくために、模倣品や海賊版に対し毅然とし
た姿勢で対策を進めています。

　バンダイは、版権元さま、販売代理店さま、関係会社
と緊密に連携し、模倣品の排除を徹底しております。
　日本では、ネット販売を含む国内市場を常時監視し、
また税関に対して輸入差し止めの申し立てを適宜行うこ
とで、模倣品の早期発見、流入防止およびその排除に努
めています。海外では、模倣品が多く製造・販売されて
いる市場において、模倣品の製造工場、取り扱い問屋・
小売店の摘発などを現地の取締機関などを通じて行っ
ています。特に中国では、国際知的財産保護フォーラム
（IIPPF）のメンバーとして各行政機関や関連団体などと
協力や情報交換を行い、実効ある対策の実施に結び付け
るよう努めています。

● バンダイにおける模倣品対策

　バンダイビジュアルでは、
ソフトの海賊版の販売に厳格な姿勢で取り組んでおり、
国内の事案に関しては刑事訴訟を通じて対処しています。
　
ケ
機構（CODA）のCJ
企業と協力しながら対策を進めており、中国、香港、
おいて現地政府の取締機関を通じて摘発を行っています。
　このほか、海賊版など不正商品への対策に関する消費
者の認識を高める活動にも積極的に参画しています。

● バンダイビジュアルにおける海賊版対策

CLOSE UP

重要なお知らせ

（シャア専用ポータブルDVDプレーヤー）の回収について
「Char MODEL Portable DVD Player BCHW-0001」

〈商品ご送付先〉　〒463-0054 名古屋市守山区小六町5-22
　　　　　　　　　株式会社デビカ　電動鉛筆削り係
　　　　　　　　　フリーダイヤル　0120-92-9575
＊上記送付先まで送料受取人払いにて対象商品をお送りいただき、電源コードを
　無償交換させていただきます。

　セイカが2004年11月より2005年9月まで販売しました「電動えんぴつ
けずり ふたりはプリキュア」（CN-0422436-A）に関し、電源コードから
火花が出てコードが断線する事故が4件発生しました。このため、2007年
8月以降、新聞およびウェブサイトを通じてお客さまにお知らせをすると
ともに、無償で電源コードの交換をさせていただいており、2008年4月末
までに1,660個の商品を回収しました。
　本商品をご購入いただいたお客さまには、ご迷惑をおかけしましたこと
を深くおわび申し上げますとともに、品質管理をより一層強化し再発防止
に努めてまいる所存でございます。

回収・電源コード交換について
「電動えんぴつけずり　ふたりはプリキュア」の

「 監督しんちゃんぬいぐるみ 」の回収について

2007年7月12日発表

2007年8月22日発表

2007年11月20日発表

　バンダイナムコグループにおいて、2007年4月から2008年3月までに緊急告知をいたしましたお知らせ
ならびに対応状況についてご報告いたします。

　バンダイビジュアルが2004年3月に発売しましたポータブルDVDプレ
ーヤー「Char 　　MODEL Portable DVD Player BCHW-0001」に関し、
2007年7月に製造委託先である長瀬産業株式会社より、同種商品の一部に
おいて使用中に液晶画面のフレーム部分に変形や発煙が起きる事例が発生
したため、商品の自主回収および購入代金の返金手続きを実施する旨の発
表がありました。
　バンダイビジュアルの商品も回収対象に該当することから、新聞および
ウェブサイトを通じてお客さまにお知らせをするとともに、商品返品への
ご協力をお願いいたしました。2008年4月末までに1,427台の商品を回収
しております。
　本商品をご購入いただいたお客さまには、ご迷惑をおかけしましたこと
を深くおわび申し上げますとともに、ご理解とご協力を賜りますようお願
い申し上げます。

（http://www.seika-n.co.jp/press/dendou_kezuri_070822.html）
＊セイカのホームページ上でもご案内しております。　

〈お問い合わせ先〉

株式会社セイカ　お客様相談センター
フリーダイヤル　0120 - 461- 085
受付時間　　　　10：00～16：00
　　　　　　　 （土日・祝日を除く）

＊上記送付先まで送料受取人払いにて対象商品をお送りくださいますようお願い
　申し上げます。
＊交換商品を確実に送付させていただくため、お客さまの郵便番号・ご住所・お名
　前・電話番号を正確にお書き添えくださいますようお願い申し上げます。なお、
　お知らせいただきました個人情報は、本件以外の目的には一切使用いたしません。

〈店頭回収・お問い合わせ先〉

〒344-0064 埼玉県春日部市南1-1-1
ララガーデン春日部3階

〈製品送付・お問い合わせ先〉

〒277-0863 千葉県柏市豊四季241-22
株式会社プレジャーキャスト「監督しんちゃんぬいぐるみ」係
フリーダイヤル　0120 -252 -741
受付時間 10：00～18：00（ 土日・祝日を除く）

＊お客さまよりお知らせいただきました個人情報は、本件の目的以外には一切使用
　いたしません。
＊バンダイビジュアルのホームページ上でもご案内しております。
（http://www.bandaivisual.co.jp/support/info.html#0712）

〈 返品方法〉

商品をご準備のうえ、下記お問い合わせ先
までご連絡くださいますようお願い申し
上げます。商品の回収確認後に、ご指定の
銀行口座にお振込みさせていただきます。

＊商品を確実に送付させていただくため、
　お客さまの郵便番号・ご住所・お名前・
　電話番号を正確にお書き添えください
　ますようお願い申し上げます。なお、
　お知らせいただきました個人情報は、
　本件以外の目的には一切使用いたしません。

〈お問い合わせ先〉

長瀬産業株式会社
DVDプレーヤーお客様相談窓口
フリーダイヤル 0120 -181-655
受付時間 9：00～20：00（土日・祝日を除く） 

お客さまからのお申し出の内容を分析し、各事業部門へのフィードバ
ックをしています。「迅速・正確・誠心誠意」をモットーに日々業務
に取り組んでいます。

VOICE

相談センター担
当

鈴木健司

バンダイお客さま相談センター

部品や商品の発送作業

お客さま相談システムの拡充
万件

4~5
月間

なお、対象製品に関する問題は発売元および製造・販売元によるもので、版権元および社団法人日本玩具協会に責任はございません。

バンダイ

「ゲーセン クレヨンしんちゃん
嵐を呼ぶブリブリ シネマスタジオ」店
電話番号　048-731-6822
受付時間　10：00～18：00（無休）



セイカ

　プレジャーキャストが2007年11月に、アミューズメント施設「ゲーセ
ン クレヨンしんちゃん 嵐を呼ぶブリブリ シネマスタジオ」（埼玉県春日
部市）において、同店舗限定の景品「監督しんちゃんぬいぐるみ」を、社
団法人日本玩具協会によるセーフティ・トイ（ST）検査の合格通知を待た
ずにSTマークを付けて販売しておりました。また、商品の一部の塗装にST
の基準値を超える鉛が使用されていることが判明いたしました。
　現在までのところ本製品による健康被害の報告は受けておりませんが、
1,790個（ 2008年6月末現在）がお客さまのお手元にわたっており、全力
をあげて回収・交換をさせていただいております。
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とを深くおわび申し上げますとともに、安全・品質管理の強化を図り、再
発防止に努めてまいる所存でございます。

バンダイビジュアル

セイカ

プレジャーキャスト
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CLOSE UP

重要なお知らせ

（シャア専用ポータブルDVDプレーヤー）の回収について
「Char MODEL Portable DVD Player BCHW-0001」

〈商品ご送付先〉　〒463-0054 名古屋市守山区小六町5-22
　　　　　　　　　株式会社デビカ　電動鉛筆削り係
　　　　　　　　　フリーダイヤル　0120-92-9575
＊上記送付先まで送料受取人払いにて対象商品をお送りいただき、電源コードを
　無償交換させていただきます。

　セイカが2004年11月より2005年9月まで販売しました「電動えんぴつ
けずり ふたりはプリキュア」（CN-0422436-A）に関し、電源コードから
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8月以降、新聞およびウェブサイトを通じてお客さまにお知らせをすると
ともに、無償で電源コードの交換をさせていただいており、2008年4月末
までに1,660個の商品を回収しました。
　本商品をご購入いただいたお客さまには、ご迷惑をおかけしましたこと
を深くおわび申し上げますとともに、品質管理をより一層強化し再発防止
に努めてまいる所存でございます。

回収・電源コード交換について
「電動えんぴつけずり　ふたりはプリキュア」の

「 監督しんちゃんぬいぐるみ 」の回収について

2007年7月12日発表

2007年8月22日発表

2007年11月20日発表

　バンダイナムコグループにおいて、2007年4月から2008年3月までに緊急告知をいたしましたお知らせ
ならびに対応状況についてご報告いたします。
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ーヤー「Char 　　MODEL Portable DVD Player BCHW-0001」に関し、
2007年7月に製造委託先である長瀬産業株式会社より、同種商品の一部に
おいて使用中に液晶画面のフレーム部分に変形や発煙が起きる事例が発生
したため、商品の自主回収および購入代金の返金手続きを実施する旨の発
表がありました。
　バンダイビジュアルの商品も回収対象に該当することから、新聞および
ウェブサイトを通じてお客さまにお知らせをするとともに、商品返品への
ご協力をお願いいたしました。2008年4月末までに1,427台の商品を回収
しております。
　本商品をご購入いただいたお客さまには、ご迷惑をおかけしましたこと
を深くおわび申し上げますとともに、ご理解とご協力を賜りますようお願
い申し上げます。

（http://www.seika-n.co.jp/press/dendou_kezuri_070822.html）
＊セイカのホームページ上でもご案内しております。　

〈お問い合わせ先〉
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受付時間　　　　10：00～16：00
　　　　　　　 （土日・祝日を除く）

＊上記送付先まで送料受取人払いにて対象商品をお送りくださいますようお願い
　申し上げます。
＊交換商品を確実に送付させていただくため、お客さまの郵便番号・ご住所・お名
　前・電話番号を正確にお書き添えくださいますようお願い申し上げます。なお、
　お知らせいただきました個人情報は、本件以外の目的には一切使用いたしません。

〈店頭回収・お問い合わせ先〉

〒344-0064 埼玉県春日部市南1-1-1
ララガーデン春日部3階
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〒277-0863 千葉県柏市豊四季241-22
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フリーダイヤル　0120 -252 -741
受付時間 10：00～18：00（ 土日・祝日を除く）

＊お客さまよりお知らせいただきました個人情報は、本件の目的以外には一切使用
　いたしません。
＊バンダイビジュアルのホームページ上でもご案内しております。
（http://www.bandaivisual.co.jp/support/info.html#0712）

〈 返品方法〉

商品をご準備のうえ、下記お問い合わせ先
までご連絡くださいますようお願い申し
上げます。商品の回収確認後に、ご指定の
銀行口座にお振込みさせていただきます。

＊商品を確実に送付させていただくため、
　お客さまの郵便番号・ご住所・お名前・
　電話番号を正確にお書き添えください
　ますようお願い申し上げます。なお、
　お知らせいただきました個人情報は、
　本件以外の目的には一切使用いたしません。

〈お問い合わせ先〉

長瀬産業株式会社
DVDプレーヤーお客様相談窓口
フリーダイヤル 0120 -181-655
受付時間 9：00～18：00（土日・祝日を除く） 

なお、対象製品に関する問題は発売元および製造・販売元によるもので、版権元および社団法人日本玩具協会に責任はございません。

「ゲーセン クレヨンしんちゃん
嵐を呼ぶブリブリ シネマスタジオ」店
電話番号　048-731-6822
受付時間　10：00～18：00（無休）



ユニバーサルデザイン
への取り組み

ンダイアカデミーにおいて、2008年2月にユニバーサル
デザインセミナー（初級編）を開催しました。
　今回のセミナーは前年に続き2回目となるもので、特
定非営利法人日本ユニバーサルデザイン研究機構の横尾
良笑理事長を招き、ユニバーサルデザインに関する基礎
的な内容や最新動向についての講演ならびにワークショ
ップを実施しました。
　バンダイやグループ企業の社員に加え、商品の企画制
作にご協力いただいている関係者、計144名が参加し、
ユニバーサルデザインに対する理解、認識を深めました。
　今後もユニバーサルデザインに関する知識の習得や情
報の把握に努めるとともに、こうした視点をより多くの
商品の開発に反映させていきます。

バンダイナムコグループでは、性別・年齢・国籍・障がいの有無などにかかわ
らず、より多くのお客さまに商品を楽しんでいただけるよう、「今より一歩」
を合言葉にユニバーサルデザインを追求しています。

バンダイ

　より多くのお客さまに商品を楽しくご使用いただくこ
とができるよう、商品の特性などを考慮しながら、使い
やすさ、見やすさ、組み立てやすさ、包装への配慮など、
さまざまな視点からユニバーサルデザインに取り組んで
います。

ユニバーサルデザインの
取り組み事例

バンダイ メガハウスセイカ

安全・品質・ユニバーサルデザイン
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　低年齢のお子さまにも使いやすい文具を開発するため、
研究者のアドバイスやお子さまを対象とする調査を踏ま
え、以下のような工夫（一例）を行いました。

　切った後に容易に開くことができるように、スプリン
グを付けました。また、集中して切れるように、刃の縁
に緑のラインを入れました。

　ノートからはみ出る部分（キャラクター）を付け、使
用後に抜き取りやすいようにしました。また、やわらか
い素材を使用し、筆圧が弱いお子さまでも書きやすいよ
うにしました。

バンダイ

　カラーユニバーサルデザインを取り入れ、赤緑色覚障
がいのある方にも、シールのデザインや境目などが見え
やすい色の組み合わせになるよう配慮しています。

● それいけ！アンパンマン キャリアブルシール Part.3

バンダイ

　ベルトに本体を取り付ける際に、どの角度からでも容
易にはめ込めるよう、取り付け部分を設計当初の四角い
形状から丸い形状に変更しました。これにより、お客さ
まが力を入れずに簡単にはめ込むことができるようにな
りました。

● 仮面ライダーキバ 変身ベルト
　＆フエッスル DXキバットベルト

なお子さまでも簡単に描けるようにしました。

● マイファーストセイカシリーズ

セイカ

顔に貼るシールの形状を工夫し、
細かい部分も貼りやすいようになっている　

　部品の組み込み忘れをなくすために、組み立て方式を
変更し、上腕や下腕などボディの構成ユニット単位で組
み立てた後に、各ユニットを新設計の関節パーツで接続
する仕様にしました。また、シールを貼る際に容易に位
置決めができるよう、シールにガイドとなる部分を付け
るようにしました。

● 1/144FG ガンダムエクシア

バンダイ

一人でも多くの方に楽しさを届けるデザインがユニバーサルデザイン
だと思っています。「今より一歩」使いやすい商品を作るために、今
後もさまざまな工夫を重ねていきます。

VOICE

ユニバー
サルデザ

イン担当

バンダイ
三本松真広

ユニバーサルデザインセミナーの様子

形状の工夫

メガハウスの製作協力により、
パッケージと中身の袋にミシン目が入っている　

　商品の包装にはポリエチレンの袋が使用されています
が、粘性があるため開けるのに手間がかかる場合がある
ことから、ミシン目を入れ誰にでも開けやすい仕様にし
ました。

● ゲゲゲの鬼太郎 ゲゲゲフィギュアコレクション

メガハウス

ミシン目

ミシン目

・おけいこはさみ

・キャラキッズマーカー

・とってつきしたじき

参加
144名 教育の充実

バンダイ
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制を構築し、「環境方針」および「環境ビジョン」に基づき、エンターテイン
メント企業グループとして環境との調和に積極的に取り組んでいます。

どさまざまな機会を通じて、社員の環境意識の向上ならびに環境に配慮した活
動の実践を促しています。

バンダイナムコグループの環境方針、
環境ビジョン、推進体制

環境マネジメン
ト

設置しています。
　環境への取り組みをレベルアップさせることは、バン
ダイナムコグループが目指す「世界で最も期待されるエ
ンターテインメント企業グループ」の実現につながると
確信し、今後も積極的な取り組みを進めていきます。

　ゲームコンテンツSBUでは2007年12月および2008
年3月に、経営層を対象とした環境経営シンポジウムを
開催し、同SBUの役員・執行役員、ゼネラルマネージャー、
環境委員などが参加しました。
　第1回は「なぜ企業にとって環境経営が必要か」、第2

回は「 環境経営やCSR経営で、何を変革するのか？」を
テーマに、環境先進企業や環境コンサルティング企業か
ら講師をお招きし、講演およびパネルディスカッション
を行いました。
　今後も、経営層を対象とするシンポジウムなどを開催
し、環境経営やCSR経営の実践、レベルアップに結び付
けていきます。

社員の啓発活動環境保全
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環境保全
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ゲームコンテンツSBU

経営層向け環境経営シンポジウムの開催

バンダイナムコグループ

　「夢・遊び・感動」は社会全体の幸せのエンジンであ
ることを信念とする企業として、社会に貢献すべき役割
を担っていることを自覚し、エンターテインメント企業
グループとして環境との調和に積極的に取り組む。

【 グループの環境方針 】

　バンダイナムコグループは、エンターテインメント企
業グループとして取り組むべき環境配慮を検討し実行す
るために、2006年4月に環境プロジェクトの組織体制を
構築しました。
　実際の環境プロジェクトの運営においては、グループ
全体の方針や目標を決定するグループ環境プロジェクト
委員会を設置しています。本委員会での決定事項は各
SBUの環境プロジェクトに伝達され、SBUの事業と特性
に即した方針や目標に落とし込まれます。さらに、分科
会や各種環境会議で日常業務にかかわるテーマが検討さ
れ、個人の行動まで浸透する仕組みとなっています。
　また、委員会のサポートやグループ全体にかかわる活
動の統括、各SBUの環境プロジェクトの支援、情報の共
有化を図るために、グループ環境プロジェクト事務局を

【 推進体制 】

「夢・遊び・感動を提供できる環境活動」

【 環境ビジョン 】

● 環境プロジェクト組織体

グループ環境プロジェクト委員会

委員長：東 純 （ バンダイナムコホールディングス取締役
　チーフエコロジーオフィサー）

トイホビーSBU環境プロジェクト

アミューズメント施設SBU環境プロジェクト

ゲームコンテンツSBU環境プロジェクト

ネットワークSBU環境プロジェクト

映像音楽コンテンツSBU環境プロジェクト

関連事業会社

グループ環境プロジェクト事務局

活動内容 実施期間実施部門・企業

ゲームコンテンツSBU、ナムコ・エコロテック

バンダイネットワークス

バンダイ

バンダイ、ナムコ、バンダイナムコゲームス

トイホビーSBU、ゲームコンテンツSBU

バンダイナムコグループ

バンダイナムコホールディングス、バンダイ、メガハウス、
セイカ、シーズ、プレックス、シー・シー・ピー、ナムコ、
バンダイナムコゲームス、バンダイネットワークス、
バンダイビジュアル、バンダイロジパル、
ロジパルエクスプレス、ナムコ・エコロテック

バンダイ、ゲームコンテンツSBU

バンダイ、ナムコ、バンダイネットワークス

バンダイ、バンダイビジュアル、バンダイロジパル

バンダイネットワークス

ゲームコンテンツSBU

ゲームコンテンツSBU

2007年11月、12月、2008年3月

2007年10月、11月

2007年7月

2007年8月、9月（計6回）

2007年10月～

2007年4月～

2006年9月～

随時更新 

2007年4月～

2007年9月～2008年2月

2007年12月

2007年10月～

2007年12月、2008年3月

一般社員向け環境セミナーの開催

環境研修「環境問題の実態」の開催

環境の視点を盛り込んだ新入社員研修の実施

地球温暖化をテーマにした映画
「不都合な真実」上映会の開催

環境社会検定試験（eco検定）の受験、
セミナーの開催

チームマイナス6％への参加

「バンダイナムコの森」における
森林整備および教育活動の推進

従業員向け環境情報発信サイトの運営

環境メールマガジンの発行

社内報への環境関連記事の掲載

環境に関するウェブ・アンケートの実施

環境配慮製品設計に向けた取り組み

経営層向け環境経営シンポジウムの開催

● 主な啓発活動



制を構築し、「環境方針」および「環境ビジョン」に基づき、エンターテイン
メント企業グループとして環境との調和に積極的に取り組んでいます。
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社員の啓発活動環境保全
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社員向けの環境情報の発信

（eco検定）の
受験を支援

　ゲームコンテンツSBUでは、環境プロジェクト委員会
の下部組織である環境配慮製品推進分科会にアミューズ
メント製品環境配慮設計専門部会を設置し、2008年1月
より活動を開始しました。
　本部会では、アミューズメント製品に関する環境配慮
設計ガイドラインの検討を進めており、環境負荷の評価
手法としてライフサイクルアセスメント（LCA）の導入
に向けた取り組みを進めています。
　LCAの試行結果を踏まえ、今後、省エネルギー性をは
じめ、省資源・軽量化、分解容易性、原材料表記、化学
物質管理などの側面に重点を置き、環境配慮設計を進め
ていきます。

　バンダイでは、2006年から毎月1回、環境メールマガ
ジンを発行しています。バンダイの環境への取り組みのほ
か、生活に密着した話題などを提供するとともに、社員
からの提案も受け付け、双方向のコミュニケーションに
努めています。
　バンダイビジュアルでは社員の環境意識の向上に向け、

社内報に環境をテーマとするコーナー「ゆるエコ」を
2007年9月から6回連載し、環境に関する基礎知識、企
業内の取り組み、個人の取り組みのヒントなどを紹介し
ました。
　またゲームコンテンツSBUでは、事業所やグループ企
業間で環境活動に関する情報の共有を図ることを目的と
して、2007年11月から環境情報発信サイトの運営を開
始しました。環境に関する基礎知識、SBU内における環
境活動の内容、世界のエコ情報、エコ商品のプレゼント、
エコ情報掲示板など多様な情報を掲載し、社員の啓発お
よび実践を促しています。

環境配慮製品の設計
に向けた取り組み

　バンダイナムコグループでは、社員が環境に関する基
礎的な知識を習得し認識を高めるためのアプローチとし
て、東京商工会議所が運営する環境社会検定試験（eco
検定）の受験および取得による「エコピープル」の養成
を進めています。
　トイホビーSBUでは、2007年6月にeco検定の受験に
向けた勉強会を開催し、外部講師による講義を行いまし
た。こうした取り組みの成果もあり、2008年3月末時点
でトイホビーSBU全体で43名の社員がeco検定に合格して
います。
　ゲームコンテンツSBUでも、eco検定の受検対策として
2007年10月に基礎セミナー、12月に直前対策セミナー
を開催しました。この結果、107名の社員が検定に合格
しました。
　今後も勉強会やセミナーを継続的に開催し、eco検定
の受験、合格を促進することにより、社員の環境マイン
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ゲームコンテンツSBU

バンダイナムコグループ

「バンダイナムコの森」記念植樹

2007年志賀高原写真コンテスト 理事長賞『樹氷』岩渕 嘉治
（ バンダイナムコグループ協賛）

eco検定に合格しました。普段の業務はゲームソフト全般のプロモーショ
ンや各種イベントの実施です。仕事も遊びも楽しみながら行うことを心
掛けています。

VOICE

eco検
定合格

者

バンダイナムコゲームス

古田真美
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「バンダイナムコの森」における森林整備と活動の推進

　2007年10月には、環境活動や環境経営について考え
る「バンダイナムコグループ環境サミット」を「バンダ
イナムコの森」で開催しました。
　2日間にわたるプログラムには約90名のグループ社員
が参加し、森林整備体験や自然観察などを実施。また、他
社の先進事例を学ぶ講演、社会・環境報告書を読むワー
クショップ、経済と環境のバランスの大切さを学ぶゲー
ムなどを行いました。

　バンダイナムコグループは、長野県の橋渡しにより地
域と企業が連携して森林の整備と利用を推進する「森林
（もり）の里親促進事業」に参加しています。
　2007年4月に、財団法人下高井郡山ノ内町和合会との
間で「森林（もり）の里親契約」を締結し、バンダイナ
ムコグループは志賀高原（長野県山ノ内町）の約47ヘク
タールの森林の里親となりました。5月には調印式典が
開催され、調印記念プレートの交換やグループ社員によ
るヤマモミジ50本の記念植樹を行いました。
　バンダイナムコグループでは、ここを「バンダイナム
コの森」として財団法人下高井郡山ノ内町和合会が行う
森林整備作業の費用を一部負担するとともに、グループ
社員による森林整備体験や自然体験など、森林の保護と
理解につながる各種活動の場として活用を進めています。

森林の里親として活動を推進 　今回のサミットでは地域とも連携し、長野県・志賀高
原の地元の方々にもご参加いただくとともに、森林ガイ
ドとしてご協力いただきました。また、実施に伴い会場や
乗り物から排出される二酸化炭素をグリーンエネルギー
の購入により相殺したほか、環境に配慮した仕様のバス
の利用、生分解性素材を用いた弁当容器やマイはしの使
用など、学習内容以外の部分でも環境への配慮を重視し
ました。

　バンダイナムコグループでは、森林の整備に協力する
とともに、環境保全の取り組みに対する理解を深めるこ
とを目的に、今後も「バンダイナムコの森」を活用した
さまざまな活動を推進していく予定です。

CLOSE UP

環境サミット」を開催
「バンダイナムコグループ

SBU名 合格者数

11

107

5

-

43

3

従業員数

1,597

2,524

132

254

2,005

396

アミュ－ズメント施設SBU

ゲームコンテンツSBU

ネットワークSBU

関連事業会社

映像音楽コンテンツSBU

トイホビーSBU

合格
169名

「バンダイナムコグループ　
環境サミット」

アミューズメント施設SBUトイホビーSBU ゲームコンテンツSBU

ネットワークSBU バンダイロジパル

バンダイビジュアル ナムコ・エコロテック

バンダイネットワークスナムコバンダイ ゲームコンテンツSBU
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ネットワークSBU バンダイロジパル

バンダイビジュアル ナムコ・エコロテック
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省エネ型機器の導入

ト リバティ」（大阪府岸和田市）では、ガスエンジンで
発電機を駆動して電力を供給し、排熱と冷却水熱により
冷暖房・給湯を行うガスエンジンコージェネレーション
システムを導入しています。
　本システムでは、ガスコージェネレーション（225kW
×6台）を導入し、発電機を稼動させることにより、発電
機用冷却水の代わりに温泉水を利用（排熱利用）できま
す。また、発電に伴う余剰電力を「リバティ」本体に送
電することにより、商用電力の削減も図られ、温暖化の
抑制に寄与しています。
　なお、2007年度の発電量は766,745.8kWhでした。

　「ハートのしっぽ」では、グリーン電力の利用などを
進めるとともに、お客さまに「１人１日１kgCO2削減」
の活動への参加を呼び掛けています。また、商品購入時
に「１人１日１kgCO2削減」の「チャレンジ宣言カード」
を提示されたお客さまのポイントカードに2ポイント贈
呈、ポイントで交換できるアイテムとして特製のエコバ
ッグを製作するなどの取り組みを行っています。
　このほか、店舗でのエコクイズラリーの実施、プリモ
プエルに使用する電池の回収に協力してポイントをため
るスタンプカードなど、楽しみながらエコ活動に参加で
きるメニューを用意しています。

運用、照明の消費電力の節減などに取り組んでいます。また、温暖化防止活動
を社会に広げていくために、お客さまへの働き掛けにも努めています。

温暖化防止に向けた取り組みの推進　

CSカ
ンパニーでは、エネルギー消費の抑制を目的として、パ
ソコンやモニターを省エネ型の製品に切り替える取り組
みを進めています。
　これまでに、開発用のパソコン134台を省電力タイプ
のものに切り替えるとともに、モニター380台をCRTか
ら電力消費の少ない液晶モニターに切り替えました。こ
れにより月間約8,640kWhの電力消費が削減され、約
30kgのCO2の排出が抑制されることになります。
　バンダイナムコゲームスでは、今後も同様の取り組み
を継続して実施し、エネルギー消費およびCO2の排出を
さらに削減していく計画です。

対象部門を拡大。2005年にはすべての蛍光灯照明を2本
にし、トータルで120本の蛍光灯が削減されました。
　照度の面で支障はなく、室温の上昇も抑えられること
から、照明器具だけでなく空調の消費電力の削減にもつ
ながっています。さらに、間引いた蛍光灯を交換用にス
トックしておくことにより、資源の有効活用も図ってい
ます。

導入、稼動

バンダイナムコゲームス

パソコンの省エネ運用の促進

　バンダイナムコゲームスのP-7カンパニーでは、BTO
（Build to Order）パソコンの買い替え時に、少ない電
力での利用が可能なパーツ構成にすることにより、エネ
ルギー消費の抑制に努めています。こうした取り組みに
加え、ウェブを通じて省電力によるパソコンの運用方法
を紹介し、カンパニー全体への浸透を図っています。
　具体的には、モニターの輝度調整、スクリーンセイバー
の設定、電源管理ソフトの利用、不使用時の電源オフな
どに関し、電力節減効果を数値で示しながら社員の協
力を求めています。また、カンパニー内の運用を紹介し
ているため新規購入のパソコンに関しては、スクリーン
セイバーや電源管理を省電力設定にした上で使用者に渡
しています。
　今後バンダイナムコゲームスでは、ほかのカンパニー
にも同様の取り組みを拡大していく計画です。
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バンダイナムコゲームス

ナムコ・スパリゾート

　バンダイビジュアルでは、オフィスのエネルギー消費
を削減するために、2007年11月から毎週水曜日の「ノ
ー残業デー」の19時以降、照明の一斉消灯を実施してい
ます。こうした取り組みにより、省エネ効果と同時にワ
ークライフバランスの面からもメリットが期待されます。
　また、バンダイナムコゲームスのP-7カンパニーで
は、2007年8月より昼休みに30分間照明を消灯する取
り組みを実施しています。この活動によりエネルギー消
費が削減されるとともに、社員の環境意識の向上にも結
び付いています。

 

　ナムコ・テイルズスタジオでは、3本単位で設置され
ている天井照明の蛍光灯を2本に間引いて使用する取り
組みを進めています。2003年12月からオフィスの一部
でこうした対応を開始し、社員の理解と協力を得ながら

● 蛍光灯を間引いて使用

バンダイビジュアルナムコ・テイルズスタジオ

天井照明の蛍光灯3本を2本に間引いている。室内は十分に明るい

「プリモプエル」の企画・開発をしています。さらなる「驚きとハッピー」
を生み出せるよう、日々お客さまの目線に立ち、業務に当たっています。

VOICE

プリモプエ
ル担当

田嶋裕子
バンダイ

　バンダイでは、環境省が推進する「１人１日１kgCO2
削減」応援キャンペーンに協賛しており、プリモプエル
専門店の「ハートのしっぽ」（東京・浅草）において、
お客さまの参加を促しながら温暖化防止に向けた取り組
みを展開しています。

「１人１日１kgCO2削減」
応援キャンペーンへの協賛

コージェネレーション
システム

スパ・リゾート リバティ

バンダイ

「ハートのしっぽ」

120
削減

本

稼動
6台

kWh削減

月間

グリーン電力証書

8,640
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環境に配慮した紙関連商品

商品に使用される原材料のリデュース

メガハウス

バンダイ

セイカ

家電のリサイクルプラスチックを
使用した商品

　セイカでは、お子さまが日常生活や学校で使用するノ
ート、スケッチブック、ぬり絵などの商品において、環境
に配慮した用紙やインキの使用を進めています。
　インキに関しては約6割のアイテムに植物性のものを
使用しており、今後も石油系インキからの切り替えを推
進していく予定です。

物質の使用回避などの視点から、環境に配慮した商品の開発に取り組んでいま
す。また、環境負荷の低減に寄与する機器などの製造、販売も進めています。

環境に配慮した商品の開発、販売

バースキン（コーヒー豆を包んでいる薄皮）を主原料に
した商品として、「エコオセロ」「エコアンバランス」
「エコABCパズル」の3つのゲームを2008年4月に発売
しました。
　これらの商品には、シルバースキン（60％）にポリプ
ロピレン（40％）を混ぜて特殊加工したバイオマス素材
が使用されており、社団法人日本有機資源協会のバイオ
マスマークを取得しています。従来不要となっていた物
質を有効活用することにより、枯渇性資源の消費抑制と

廃棄物の削減に寄与しています。
　メガハウスでは、これを機に「シンプルエコプロジェ
クト」をスタートさせ、環境に配慮した商品シリーズの
拡充を図っていきます。

　バンダイでは、昭和20～30年代に松下電器産業株式
会社より発売された懐かしい家電をリアルに再現したミ
ニチュアディスプレイモデルの玩具菓子「なつかしの家
電コレクション～松下電器歴史館編～」を2007年11月
に発売しました。
　この商品は松下電器グループの協力により実現したも
ので、同グループで商品に使用している家電リサイクル
プラスチック素材（ポリスチレンを再生したもの）を10
～15％程度使用することにより、家電製品の質感を表現
するとともに、資源循環の促進を通じて環境負荷の低減
に寄与しています。

対策前のランナー

対策実行

対策後のランナー

赤い部分のランナー径を細くし、
形状の変更をすることで、

ランナー部分の材料を削減した 
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製品に含まれる有害物質などへの対応

バンダイ

　玩具などの製品は、乳幼児を含む幅広い層のお客さま
が使用し、身体に直接触れる機会も多いことから、バン
ダイでは、製品に含まれる物質に関し食品衛生法の規制
内容などを踏まえ、より厳しい自主基準を設定し検査を
実施しています。
　特に、樹脂の可塑剤として用いられるフタル酸エステ
ル類については、必ず新製品検査の段階で公的機関を通
し、含有されていないことを確認しています。また、製
品の受け入れ段階でも赤外線分析装置による検査を行
い、含有されていないことを確認しています。
　また、商品ご購
入前にご確認いた
だけるようにパッ
ケージにも明記し
ています。

バンダイ

　プラモデルの細かい部品を支えている「ランナー」は、
お客さまが商品を組み立てた後に廃棄物として排出され
ることになります。このためバンダイのホビー事業部で
は、資源消費や廃棄物発生を抑制するという観点から、
「ランナー」の部分の削減に取り組んでいます。

各部品の形状ごとに対応を進めています。

バイオマス配合
60 %

お客さまが遊んでいる姿を思い浮かべ、「楽しい顔」とともに、「つら
い顔」や「悲しい顔」が浮かばないことを常に念頭に置きながら検査を
行っています。

VOICE

品質検査担当

川元真
一

バンダイネットワークス

小中学生を対象に「エコ」に関するアンケートを実施

　バンダイネットワークスは株式会社ネットマイルと共同で、
小中学生を対象とするネットリサーチサービス「キッズリサ
ーチ」を展開しています。「キッズリサーチ」では、エコに
関するお子さまたちの認識や活動の実践状況などを把握する
ために、2007年7月に「小学生・中学生の『エコ』について
のアンケート調査」を実施しました（有効回答者696名）。

　ほとんどのお子さまがこれらの言葉を耳にしたことがある
という結果が得られました。
　「エコ（環境問題）について学校で学んだことがあります
か？」という質問（複数回答可）では、約8割のお子さまが
授業や体験学習、自由研究などを通じて環境問題に触れる機
会を持っていることが分かりました。

● エコに関する認識

● エコ活動の実践

質問:『エコ』や『エコロジー』という言葉を聞いた
 ことがありますか？

答え:
ある 95.7% ない 4.3%

　上記3つの回答が多くなっています。また、「あなたが実
践しているエコは何？」という質問（複数回答可）でも同じ
ような項目が上位となっており、ほぼ半数のお子さまがこう
した行動を実践しているようです。

質問: 身の回りで行われているエコ（複数回答可）は？

牛乳パックのリサイクル回収

ペットボトルのリサイクル回収

買い物袋の持参

65.8 %
61.8 %
53.9 %

答え :

● エコ製品

　上記3つの回答が上位となり、学年が上がるにつれて知っ
ているエコ製品が多くなる傾向が見られます。

質問: 思いつくエコ製品（複数回答可）は？

再生紙ノート

エコバッグ

リサイクル衣類

74.0 %
65.5 %
46.1 %

答え :

シルバースキンを
使用したエコオセロ

バンダイ

パッケージ表示例



環境に配慮した紙関連商品
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バンダイ
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アースカプセルの企画をしました。「始めなければ始まらない。やりたい
ことは人マネだろうがやってみる」ことを心において動いています。

VOIC
E

アースカプセ
ル企画担当

井上 剛

CLOSE UP CLOSE UP

バイオマスチップ  を使用したカプセル玩具
「アースカプセル  昆虫採集」

　バンダイでは、2007年7～8月に財団法人日本自然保
護協会が実施した「自然しらべ2007」に協賛し、「アー
スカプセル 昆虫採集」を活用して活動を支援しました。
　「自然しらべ」は、市民の自主的な参加により全国で
同時期に同じ対象を観察するという活動で、2007年は
セミ（ぬけがら）が観察対象となりました。バンダイで
は、「アースカプセル」8万個に「自然しらべ2007」の
企画チラシを同梱し、活動への参加を促すとともに、セ
ミのぬけがらの送付にカプセルを利用してもらい活動を
盛り上げました。
　「自然しらべ2007」では20種・18,570個のぬけがら
が集められ、これをもとに全国のセミの生息分布状況の
確認が行われました。

「自然しらべ」の活動に協賛
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農林水産大臣賞を受賞
「第4回エコプロダクツ大賞」

　「アースカプセル 昆虫採集」は2007年12月に、エコ
プロダクツ大賞推進協議会が運営する「第4回エコプロ
ダクツ大賞」のエコプロダクツ部門において、農林水産
大臣賞を受賞しました。
　受賞に当たっては、
地域に存在するバイオ
マス資源などを積極的
に利用し、お子さまた
ちに人気のある昆虫の
模型の玩具を開発した
こと、お子さまたちが
環境問題などについて
考えるきっかけにもな
ることなどが高く評価
されました。

　バンダイでは、自動販売機専用カプセル商品（ガシャポ
ン）として、バイオマスチップを使用し、玩具で初めて
バイオマスマークを取得した昆虫のフィギュア「アース
カプセル 昆虫採集」を2007年6月に発売しました。
　この商品は、原料に杉の間伐材をリサイクルした木製
チップ（約70％）を使用しており、ポリプロピレン（約
30％）と混ぜ合わせることにより、本物のような精巧な
商品の成形を可能にしました。
　2008年3月には第2弾として、コーヒーの製造過程で
発生するシルバースキンを使用した商品も発売しま
した。本商品は天然素材を主成分としているため、枯渇

性資源の消費抑制と温室
効果ガスの排出削減につ
ながります。また、使用
後に廃棄、焼却された場
合の環境負荷も抑えるこ
とができます。

間伐材の廃材を商品に利用

　容器包装の環境負荷低減に向けた重要な取り組みに、
パッケージの空間率* の低減があります。
　パッケージ全体に占める商品以外の空間を少なくする
ことにより、パッケージ本体、梱包材、アウターカート
ンなどに使用される材料が削減され、資源消費や廃棄物
の発生を抑制することができます。また、ムダな空間の
削減は商品輸送時の積載効率を向上させ、CO2排出量の

パッケージの空間率の低減

　梱包材に関しては、軽量性、強度、コストなどの側面
から発泡スチロールが幅広く使用されてきましたが、枯
渇性資源の使用や使用済み段階の排出・処理などの点を
踏まえ、より環境負荷の少ない梱包材への転換を進めて
います。
　バンダイの代表的な商品の一つである「スーパー戦隊
シリーズ」のロボットのパッケージでは、梱包材を発泡
スチロールから段ボールへ、さらに再生紙を使用した成
形梱包材パルプモールドへ切り替えました。
　今後も、より多くの商品において環境負荷の少ない容
器包装への転換を進めていきます。

梱包材の素材の見直し

　バンダイでは、商品自体の環境配慮に加え、商品の容
器包装の環境負荷低減に取り組んでいます。
　容器包装は、商品の保護や品質保持、運搬、商品情報
の表示、販売促進などの面で重要な役割を果たしていま
す。しかし多くの場合、お客さまが商品をご購入後、短
時間で不要になり廃棄物として排出されることになります。
　このため、それぞれの商品の特性を踏まえ、容器包装
としての機能を維持・向上させながら、資源の削減や環
境に配慮した素材への転換などを進めています。

バンダイ バンダイ

容器包装の環境負荷低減に向けた取り組み

削減により温暖化防止にも寄与することになります。

* 空間率 ＝
パッケージ容積‐商品体積

×100
パッケージ容積
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● 空間率の削減 「スーパー戦隊シリーズ」のロボットパッケージ

● スーパー戦隊シリーズにおける「空間率」と容器包装材料の推移
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を繰り返し使えるはしに切り替え、廃棄物の削減を進め
ています。耐久性やコスト面、社員のニーズなどを踏ま
え検討を進めた結果、竹製のはしを採用することを決定
し、食堂の運営業者の協力を得て2008年3月に2,000膳
を導入しました。
　竹製のはしは耐久性に優れ、食洗機で洗ってもほとん
ど磨耗することがありません。また、プラスチック製の
もののように麺類が食べにくいといった問題もなく、社
員からも好評を得ています。

バンダイ

マイカップの利用促進活動

容器廃棄物の削減に向け、事業所の規模や飲料の提供設
備の状況などを踏まえながら、マイカップ利用促進の取
り組みを進めています。

ナムコ・テイルズスタジオバンダイ

　バンダイ本社14階のカフェテリアでは、運営会社の協
力を得て「マイカップチャレンジ」を実施しています。
　社員がマイカップを持参して飲み物を購入すると、1 
杯につきスタンプ1個を発行。スタンプ15個で飲み物1 
杯を無料で飲むことができます。また、ダブルポイント
キャンペーンなどの期間を設け、社員のマイカップ利用
を促しています。
　この取り組みにより、年間約3,500個のプラスチック
カップの消費が削減されており、社員の環境意識の向上
にもつながっています。

●「マイカップチャレンジ」の推進

　バンダイでは、本社の各フロアにある飲料用自動販売
機に関しても、マイカップの利用が可能な機器への切り
替えを進めています。
　マイカップを使用して飲料を購入すると10円のキャッ
シュバックがあり、販売機の横にバンダイかんきょうた
いしの「くちぱっち」を使用したオリジナルの啓発ポス

●マイカップ対応自動販売機の導入

ターを貼って、社員への働き掛けを行っています。
　2007年11月に5フロアでマイカップ対応販売機を導
入し、4カ月間で
11,750個の紙コ
ップが削減されま
した。今後、ほか
のフロアでも販売
機の切り替えを進
め、マイカップの
利用を促進してい
きます。

　ナムコ・テイルズスタジオでは、2007年10月から紙
コップやコーヒー用のインサートカップの使用を見直し、
来客や社外の方との打ち合わせ時以外には必ずマイカッ
プを使用する取り組みを開始しました。
　全社員がオフィスに各自のカップを置いており、新入
社員や長期のアルバイト契約者に対しても採用時に周知
徹底を図っています。この取り組みにより、従来に比べ
毎月紙コップ約400個、インサートカップ約800個が節
減されています。

●全社員がマイカップを持参

力を促しながら、オフィスや社員食堂などで発生するごみの削減やリサイクル
に向けた取り組みを進めています。

廃棄物の削減と資源循環の推進

40 CSR Report 2008

環境保全

　バンダイナムコグループ各社では、ペットボトルのキ
ャップ回収活動に協力しています。この活動ではペット
ボトルのキャップを外して分別回収し、推進団体へ提供
しています。推進団体は、キャップの売却益でポリオワ
クチンなどを購入して開発途上国のお子さまたちに提供
しています。
　バンダイナムコゲームスでは、2007年11月にキャッ
プの回収活動を開始しました。オフィスの各フロアに専
用の回収箱を設置し、毎月約20,000個のキャップが集
められています。
　この取り組みがグループ会社に拡大しており、2007
年10月からバンダイネットワークスが、12月からはナ
ムコが、2008年1月からはナムコ・テイルズスタジオが
回収活動を開始しています。

エコキャップのほか、広報誌や公式サイトの運営などを行っています。
業務はとても楽しく、新しいことを達成したときの喜びは格別です。
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回収

推進団体

ワクチン
寄贈団体

● エコキャップの流れ

開発途上国へ

リサイクルメーカー

● 収集実績

期間
2007年11月20日
～12月26日

2007年12月27日
～2008年1月30日

2008年1月31日
～3月13日

57.1kg

22,840個

56.6kg

22,640個

88.9kg

28人分 28人分 44人分

35,560個

市販の箱を改良した
特製のエコキャップ
収集箱（バンダイナ
ムコゲームス）

マイカップキャンペーンを実施

バンダイナムコゲームス
松本佳子

2,000
膳導入

11,750
個削減

社員食堂の割りばし利用を中止

「エコキャップ」回収運動
への協力

Kg
202.6  エコキャップ収集箱

（ナムコ・テイルズスタジオ）

重量

数量（約）

ポリオワクチン

収集
ナムコ・テイルズスタジオバンプレストバンダイナムコゲームスナムコ

バンダイビジュアルバンダイネットワークス ナムコ・エコロテック
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VHSビデオから
DVDに切り替えたことに伴い、専用のビデオケースが不
用になったため、在庫品（630kg）のリサイクルに取り
組みました。ナムコ・エコロテックの協力を得てビデオ
ケースをリサイクルし、再生樹脂は土木建築用資材とし
て使用されました。

ビデオケースのリサイクル
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サイクルシステムを構築するとともに、やむを得ず処分することになった商品
在庫などについても、資源循環に努めています。

リサイクルシステムの構築ペーパータオルの廃止による
紙資源の節減ペーパーレス活動の推進

ドライヤーとペーパータオルを設置していましたが、
2008年1月からペーパータオルの利用を取りやめま
した。また、社内の流しで水切りなどに使用していたペ
ーパータオルについても、布製のものを繰り返し使用す
る方法に切り替えました。これらの取り組みにより、月
間約1,000枚消費されていたペーパータオルが節減
され、資源消費と廃棄物の発生を抑制することにつなが
っています。

　バンダイネットワークスでは、資源消費の抑制および
廃棄物の削減に向け、両面コピーの徹底などによるペー
パーレスの取り組みを推進しています。社内の各所にポ
スターを掲示し社員の実践を促すとともに、オフィス機器
の機能アップなどハード面からも対応を進めています。
　文書類のコピーに関しては、コピー機の機能を利用し
て両面印刷が行われていますが、パソコンの文書データ
などの出力においては、プリンターに両面印刷機能を持
つものが少ないため片面での印刷が一般的となっていま
した。こうした状況を改善するため、プリンターに専用
のキットを増設することにより、両面印刷が可能な環境
を整備してきました。
　このようなアプローチにより、既存のオフィス機器を
活用しながらペーパーレスを推進することができ、機器
の買い替えに伴う廃棄物の発生を抑制することにもつな
がっています。
　バンダイネットワークスでは、ハード、ソフトの両面
からの取り組みを進めることにより両面印刷を全社に徹
底させ、コピー用紙などの消費量を大幅に削減すること
を目指しています。
　同社のペーパーレスに向けた取り組みは、担当者間の
コミュニケーションを通じてバンダイビジュアルなどほ
かのグループ企業にも波及しています。今後もこうした
横のつながりを重視し、効果的な対策の水平展開を図り、
グループ全体の環境負荷低減に結び付けていきます。

ナムコ・テイルズスタジオ

ペーパーレスへの取り組みといった環境活動のほか、備蓄品の管理や防
災マニュアルの作成、社内イベントの対応など総務・秘書業務に携わっ
ています。

VOICE

ペーパ
ーレス

推進者

プリンターを買い換
えることなく両面印
刷が可能に

プリンターに増設した両面キット

バンダイネットワークス

  
「C2（シーツー）ファクトリー」、プレジャーキャスト
「東京ガリバー松戸店」、「浅草花やしき」の3施設で
は、お客さまがゲームを行った後に不要となるカプセ
ル容器の回収を進めており、カプセル容器を投入する
とプレイができるゲーム機を設置するなど、回収の促
進を図っています。
　回収を開始した当初は、回収機にビニール袋や紙類な
どが混入するケースも見られましたが、リサイクルに対
するお客さまの認識も高まってきており、カプセルのみ
を分別して回収機に入れていただけるようになってきま

した。各店舗で回収されたカプセルは、グループ企業の
ナムコ・エコロテックを通じてリサイクル処理されてい
ます。2007年度は合計3.5tのカプセルが回収・リサイ
クルされ、再生樹脂は文具、ハンガー、家電製品などの
商品に使用されました。
　今後、カプセル回収を実
施する店舗を拡大していく
計画で、お客さまのご理解、
ご協力をいただきながら、
資源循環をさらに進めてい
きたいと考えています。

・返品商品のリサイクルの推進

バンダイ

　
（玩具菓子）の販売を行っていますが、本商品に関して
は、食品の賞味期限の関係から返品されるケースも発生
しています。リサイクルの可能性を検討するために商品
の素材構成を調査したところ、おおむね紙類50％、プラ
スチック40％、食品10％という割合であることが分か
りました。
　この結果を踏まえ2007年10月から、紙類とプラスチ
ック（塩化ビニール樹脂以外）に関して試験的にリサイ
クルに取り組んでいます。今後、商品のアウターカート
ンやインナーボックスなどへの再生利用を進め、資源循
環システムの構築を目指していきます。
　また、カード事業部では、やむを得ず廃棄されるカー
ド商品のリサイクルを進めています。2007年には、廃棄
されるカードを破砕処理し、これらの活動で25tの紙資源
を段ボール材にリサイクルしました。これを商品のアウ
ターカートンやエコプロダクツ2007のバンダイナムコ
ブースの壁材などに利用しました。

回収されたカプセル容器

花やしき ナムコ・エコロテックプレジャーキャスト

カプセル容器の回収・
リサイクル

バンダイビジュアル

バンダイネットワークス赤坂利江

枚節減
1,000

月間

リサイクル
25 t

リサイクル
3.5t

630kg
リサイクル

ペーパータオルを廃
止し、ふきんとハン
ドドライヤーで対応

DVDパッケージの商品の生産管理をしています。こだわりをお持ちのお
客さまにも納得していただけるよう、質感の高い商品を量産できるよう
に心掛けています。
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エコバッグの配布や販売

サーフ大会におけるビーチクリーン活動

環境情報を発信

「エコプロダクツ2007」に
グループとして出展

　バンダイのReal B Voice事業部が扱っているサーフィ
ンのブランドである「Real B Voice」では、毎年、神奈川
県の鵠沼海岸でサーフ大会「Buffalos Big Board Classic 
JAPAN」を主催しています。
　「Real B Voice」では、大会の開催により海岸を汚さ
ず、よりきれいにすることを基本に、イベントの前後や
競技実施前にビーチクリーンを実施しています。さらに
2008年4月からは、毎月第2日曜日に地域住民の方たち
の協力を得ながら継続的にビーチクリーン活動を行って
います。

2007年12月に開催さ
れた「エコプロダクツ2007」にグループとして初めて
出展し、グループ企業11社による展示を行いました。
　バンダイナムコブースでは、グループ各社の環境への
取り組みや環境に配慮した商品などを展示するほか、長
野県志賀高原の「バンダイナムコの森」における環境保
全活動について紹介を行いました。
　また、クイズに回答すると「エコプロダクツ2007」 
限定のカプセル自販機や環境に配慮したゲーム機器で遊
ぶことができるコーナーなど、実際に参加・体験しなが
らエコについて学べる機会を提供しました。

解いただき、また環境保全に向けた行動が社会に広がっていくよう、さまざま
なイベントの開催や出展、分かりやすく親しみやすい情報発信に努めています。

環境コミュニケーション

「バンダイ　エコ・くらぶ」ホームページ
（http://www.bandai.co.jp/kids/eco/）

　お子さま向け環境報告書 
「バンダイのエコ こんなエコ」

バンダイ

バンダイ

バンダイナムコグループ

バンダイナムコグループ

　バンダイでは、2006年に開設したお子さま向けの環
境情報発信サイトを、2007年12月に「バンダイ　エコ
・くらぶ」としてリニューアルしました。
　「バンダイ　エコ・くらぶ」では、バンダイナムコグ
ループの環境キャラクター「ネイ太」や、バンダイかん
きょうたいし「くちぱっち」、かんきょうたいちょう「プ
リモプエル」などがナビゲートし、バンダイの環境への
取り組みなどについて紹介しています。
　今後も、より多くのお子さまたちに関心を持ってもら
えるよう、エンターテインメント性を盛り込みながら内
容を充実させていきます。

 サイト「バンダイ　エコ・くらぶ」

　バンダイでは2005年より、環境への取り組みなどを
分かりやすく紹介したお子さま向けの環境報告書を作
成し、玩具などの商品に同梱し配布してきました。
2007年も「バンダイのエコ こんなエコ」を作成し、合
計100万部をお子さま向けのキャラクター商品などに同梱
しました。
　「バンダイのエコ こんなエコ」では、玩具の環境配慮
や自然エネルギーの利用などの取り組みを紹介するとと
もに、自分のエコ生活度をチェックできるコーナーなど
を盛り込み、お子さまたちやご家族が身近な問題として
環境のことを考えてもらえるよう工夫をしています。

● お子さま向けの環境報告書を商品に同梱

「東京おもちゃショー2007」における
環境活動の展示

「JAM Project 」の
エコグッズの販売

　バンダイでは、2007年6月28日～7月1日に開催され
た「東京おもちゃショー2007」において、同社のブー
ス内に環境活動のコーナーを設け展示を行いました。
　バイオマスチップを使用した「アースカプセル 昆虫採
集」など、環境に配慮した商品を展示するとともに、キ
ッズ版の環境報告書などを配布し、環境への取り組みを
紹介しました。また、「バンダイかんきょうたいし」の
キャラクター「くちぱっち」をナビゲーターとしたプロ
モーションビデオを上映し、来場者の皆さまに環境活動
の内容を分かりやすく伝えました。
　なお、バンダイブースの運営に伴い消費されるエネル
ギーに関しては、グリーン電力証書システムを通じて自
然エネルギーを利用しました。

バンダイ

トグループである「JAM Project」のオリジナルグッズ
のアイテムとして、エコバッグやマイはしの販売を行っ
ており、2007年度はエコバッグ約2,000個、マイはし約
1,500膳を販売しました。
　同社では、エコグッズを販売するだけでなく、自らも
環境に配慮した行動を実践するために、全役員・社員が
オフィスにマイはしを置き、割りばしの使用削減に努め
ています。

ランティス
個販売

2,000

　バンダイナムコグループではエコバッグの配布や販売
を行い、エコバッグの普及を推進しています。
　バンダイでは「ハートのしっぽ」でスタンプをためて

いただいたお客さまや、アパレル・全国量販店でインナー
を購入いただいたお客さまにキャラクターエコバッグを
合計31,400枚配布しました。アミューズメント施設
SBUやバンダイロジパル、ロジパルエクスプレスでは全社
員にエコバッグを配布しました。ランティスではアーテ
ィストのライブグッズとして製作・販売を行っています。
　今後も、イベントや店舗での配布や社員への配布を行
い、紙袋やビニール袋使用の削減に努めていきます。

森林認証紙の利用促進

バンダイナムコグループ
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オリジナルエコバッグ
とマイはし

バンダイのエンターテインメント性をエコに取り入れながら「どうしたら
楽しくエコができるかな？」と視野を広げて物事を見るようにしています。

VOICE

お子さま向け環境情報発信担当者

中原葉子

ビーチクリーン活動の様子

バンダイ

100
万部配布

参加

グループ

11社

　バンダイナムコグループでは、適切に管理された森林
から産出された木材を原料とする森林認証紙の利用促進
に取り組んでいます。2007年10月には、グループ企業
のアートプレストおよびバンダイナムコビジネスサービ
スが、FSC（森林管理協議会）のCoC認証（加工流通過
程の管理に関する認証）を取得しました。
　グループ各社の名刺にはFSCの認証を受けた用紙を採
用し、順次切り替えを進めています。また、バンダイナ
ムコゲームスの会社案内に
おいてもFSC認証紙を使用
するとともに、とじ具を使
用しないホルダー方式や水
なし印刷、植物性インキの
採用など、環境への配慮を
行っています。
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以下に2007年の主要な環境パフォーマンスデータを紹介します。環境パフォーマンスデータの把握・集計においては、継続的に精度の向上に努めてお
りますが、数値の妥当性、客観性をさらに高めるために、現在、対象範囲、集計方法、第三者機関による評価などの面から見直しを行っています。
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バンダイホビーセンターの総合的な環境活動
バンダイ

　2006年3月から稼動を開始したバンダイホビーセンタ
ー（静岡市）は、現在バンダイナムコグループが国内に
保有する唯一の自社工場であり、グリーンファクトリー
の実現に向け設備面でさまざまな環境対応を行うととも
に、生産プロセスなど運営面においても環境負荷低減に
向けた取り組みを進めています。

　ホビーセンターの壁面には大型のソーラーパネルが設
置されており、太陽光で発電された年間56,000kWhを
超える電力をセンター内で利用しています。また、建物
は屋上緑化が施され、断熱・省エネルギー効果を発揮す
るとともに、社員の憩いのスペースにもなっています。
　さらに、雨水や地下水を再利用するための浄化システ
ムを設置し、年間約2,000tの再生水によりセンター内の
トイレや外部の散水をしています。

環境負荷低減に向けた設備の導入

　センター内の生産活動や業務に伴って発生する排出物
については、リサイクルや適正な管理を行い、外部に環
境負荷物質を排出しない運営を徹底させています。
　現在、年間約140tのプラスチックをリサイクルしてお
り、生産工程で排出される廃油も地域のリサイクルセン
ターと連携して有効活用しています。オフィスでもごみ
の分別回収・リサイクルを進めるほか、食堂から排出さ
れる有機廃棄物は有機肥料として活用しています。

資源循環の推進

　ホビーセンターの周辺には住宅街が広がっているため、
騒音、振動、においなどに関しては十分な管理を行って
います。また、三交代勤務による操業を行っており近隣
の皆さまがお休みになっている時間も機械が稼動するた
め、油圧の成形機から、騒音や電力消費量の少ない電動
タイプの設備に順次切り替えを進めています。

近隣環境への配慮

　施設内は車椅子でも容易
に移動できるよう、スロー
プを設置するなどの配慮を
行っています。また、セン
ター内で働くスタッフの労
働環境の改善にも継続的に
取り組んでいます。

人への配慮

上左： 壁一面に設置された
　　　 大型ソーラーパネル

上　： 雨水を利用したトイレ

左　： 緑化を推進している屋上

4
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● 2006年度-2007年度　太陽光発電量推移グラフ

環境パフォーマンスデータ

活動項目 単位

m3

kWh

km3

km

燃料（ガソリン）
購入量

用水・排水使用量

電力購入量

ガス購入量

Kg

Kg

Kg

トイホビーSBUバンダイナムコ
ホールディングス

アミュ－ズメント
施設SBU ゲームコンテンツSBU ネットワークSBU 映像音楽

コンテンツSBU 関連事業会社年度

2006

2007

2006

2007

2006

2007

2006

2007

2006

2007

2006

2007

2006

2007

2006

2007

2,005,408

1,346,061

208,052

134,750

50,878

67,938

6,088,000

11,130,270

0

0

337,068

270,325

-

-

84,190

71,481

-

1,966,210

-

116,840

1,590

449,434

404,000

129,848,707

-

-

-

58,000

-

-

-

17,419

19,363

655,349

4,669

62,012

-

3,282

643,417

878,848

0

0

3,318

4,368

10,438

11,501

7,162

50,204

295,759

270,091

26,968

25,533

22,058

17,380

4,290,100

3,615,350

-

0

302,540

346,900

-

3,350

10,557

14,610

-

305,449

-

33,212

-

40,980

-

14,891,015

-

686,303

-

100,058

-

93,164

-

48,884

0

0

0

0

7,854

7,876

325,600

302,834

0

0

-

3,842

-

-

4,895

4,103

一般廃棄物排出量

産業廃棄物排出量

コピー用紙使用重量

営業車走行距離数

※ 表中の「-」は使用実績はありますが実績値を把握できていないものです。「0」については調査の結果、使用がないものです。
※ トイホビーSBUの「営業車走行距離」「燃料購入量」「電力購入量」については2006年以前と対象範囲が異なっています。2007年度よりバンダイの栃木、静岡、大阪地区の各物件についても計上しています。
 （そのほかの各項目については各年度とも栃木、静岡、大阪地区の各物件のデータを含んでいます）
※ アミューズメント施設SBUの2006年度のデータは矢口本社ビルと営業本部ビルのデータです。2007年度データより、矢口本社ビルと営業本部ビルに加えて全国に展開するアミューズメント施設のデータも含ん
　 
※ 映像音楽コンテンツSBUの2006年度はバンダイビジュアル本社のみのデータです。2007
　 に加え、サンライズ、バンダイチャンネル、ランティスを含んでいます。
※ 関連事業会社の2006年度はバンダイロジパルおよびナムコ・エコロテックのデータです。2007
　 パルとナムコ・エコロテックに加え、アートプレストを含んでいます。

-

-

-

-

-

11

59,898

60,813

-

-

587

596

-

-

-

-

91,755 CO2tCO2排出量

　

● グリーン電力使用実績
所有会社イベント名 開催期間 購入量（kWh）種類

40.17 tグリーン電力使用によるCO2削減量

　

　

会社名 場所

　

2007年4月1日～3月31日

2007年4月～2008年3月

2007年5月17日～20日

2007年5月24日

2007年6月28日～７月1日

2007年6月28日～７月1日

2007年6月24日～25日

2007年7月25日

2007年8月2日

2007年8月11日

2007年8月29日～30日

2007年8月29日～30日、9月12日

2007年8月～2008年3月

2007年8月～2008年3月（土日）

2007年9月13日～15日

2007年9月13日～15日

2007年9月20日～23日

2007年9月4日～7日

2007年10月11日～14日

2007年10月18日～19日

2007年10月31日～11月2日

2007年10月31日～11月2日

2007年11月10日

2007年12月6日

2007年12月22日～23日

2007年12月24日～25日

2008年1月21日～31日

2008年2月14日～3月18日

2008年2月15日～16日

2008年2月8日～11日

2008年3月1日～31日

2008年3月24日～28日

2008年3月27日～30日

11,000

12,000

1,000

1,000

1,000

12,000

1,000

1,000

1,000

1,000

1,000

1,000

3,000

4,000

3,000

2,000

12,000

1,000

1,000

3,000

1,000

1,000

1,000

4,000

10,000

1,000

1,000

2,000

3,000

1,000

1,000

3,000

1,000

風力

-

風力

風力

太陽光

太陽光

水力

風力

バイオマス

バイオマス

地熱

風力

風力

太陽光

風力

バイオマス

風力

バイオマス

風力

風力

風力

風力

風力

風力

風力

風力

バイオマス

バイオマス

風力

風力

風力

風力

風力

バンダイナムコゲームス

バンダイ

バンダイ

バンダイ

メガハウス

バンダイ

バンダイナムコホールディングス

バンダイ

バンダイ

バンダイ

メガハウス

バンダイ

バンダイ

バンダイ

バンプレスト

バンダイナムコゲームス

バンダイナムコゲームス

バンダイ

バンダイ

バンダイ

バンダイナムコゲームス

バンダイ

バンダイナムコホールディングス

バンダイ

バンダイ

バンダイ

バンダイ

バンダイ

バンダイナムコゲームス

バンダイ

バンダイ

バンダイ

バンダイ

各地

ツインメッセ静岡

バンダイ本社ビル2階、3階

東京ビッグサイト

東京ビッグサイト

グランドプリンスホテル新高輪

バンダイ本社ビル2階、3階

バンダイ本社ビル3階

バンダイ本社ビル

東京都立産業貿易センター

東京都立産業貿易センター/インテックス大阪

青山事務所（2008年3月末まで）

浅草ハートのしっぽ店

幕張メッセ

幕張メッセ

幕張メッセ

東京ビッグサイト

東京ビッグサイト

バンダイ本社ビル3階

東京ビッグサイト

東京ビッグサイト

グランドプリンスホテル新高輪

有明

幕張メッセ

本社と各社員家庭

一之江ロアシス店内

札幌、仙台、東京、名古屋、大阪、福岡

幕張メッセ

東京ビッグサイト

バンダイスタジオ

バンダイ本社ビル3階

東京ビッグサイト　

絵本「みのりちゃんシリーズ」Webサイト

カード事業部イベント合計

静岡ホビーショー

7-9月商談会

東京おもちゃショー2007

東京おもちゃショー2007

第2回定時株主総会・株主懇親会

10-12月商談会

合計 103,000

「不都合な真実」社内上映

ボーイズトイ事業部デジタルモンスターイベント

東日本玩具見本市

東日本見本市・西日本見本市

ガールズプランニングオフィス

プリモプエル直営店

第45回アミューズメントマシンショー

第45回アミューズメントマシンショー

東京ゲームショウ2007キッズブース

東京ギフトショー秋2007

東京ホビーショー

アパレル事業部展示会

ライセンシングアジア2007

ライセンシングアジア2007

個人投資家説明会

新キャラクター発表会

ジャンプフェスタ2007

クリスマスイルミネーション

ロアシス

7社合同商談会

AOU2008アミューズメント・エキスポ

東京ギフトショー春2008

キッズフォトバンダイスタジオ

アパレル事業部展示会

東京国際アニメフェア2008

-

CO2
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以下に2007年の主要な環境パフォーマンスデータを紹介します。環境パフォーマンスデータの把握・集計においては、継続的に精度の向上に努めてお
りますが、数値の妥当性、客観性をさらに高めるために、現在、対象範囲、集計方法、第三者機関による評価などの面から見直しを行っています。
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バンダイホビーセンターの総合的な環境活動
バンダイ

　2006年3月から稼動を開始したバンダイホビーセンタ
ー（静岡市）は、現在バンダイナムコグループが国内に
保有する唯一の自社工場であり、グリーンファクトリー
の実現に向け設備面でさまざまな環境対応を行うととも
に、生産プロセスなど運営面においても環境負荷低減に
向けた取り組みを進めています。

　ホビーセンターの壁面には大型のソーラーパネルが設
置されており、太陽光で発電された年間56,000kWhを
超える電力をセンター内で利用しています。また、建物
は屋上緑化が施され、断熱・省エネルギー効果を発揮す
るとともに、社員の憩いのスペースにもなっています。
　さらに、雨水や地下水を再利用するための浄化システ
ムを設置し、年間約2,000tの再生水によりセンター内の
トイレや外部の散水をしています。

環境負荷低減に向けた設備の導入

　センター内の生産活動や業務に伴って発生する排出物
については、リサイクルや適正な管理を行い、外部に環
境負荷物質を排出しない運営を徹底させています。
　現在、年間約140tのプラスチックをリサイクルしてお
り、生産工程で排出される廃油も地域のリサイクルセン
ターと連携して有効活用しています。オフィスでもごみ
の分別回収・リサイクルを進めるほか、食堂から排出さ
れる有機廃棄物は有機肥料として活用しています。

資源循環の推進

　ホビーセンターの周辺には住宅街が広がっているため、
騒音、振動、においなどに関しては十分な管理を行って
います。また、三交代勤務による操業を行っており近隣
の皆さまがお休みになっている時間も機械が稼動するた
め、油圧の成形機から、騒音や電力消費量の少ない電動
タイプの設備に順次切り替えを進めています。

近隣環境への配慮

　施設内は車椅子でも容易
に移動できるよう、スロー
プを設置するなどの配慮を
行っています。また、セン
ター内で働くスタッフの労
働環境の改善にも継続的に
取り組んでいます。

人への配慮

上左： 壁一面に設置された
　　　 大型ソーラーパネル

上　： 雨水を利用したトイレ

左　： 緑化を推進している屋上
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● 2006年度-2007年度　太陽光発電量推移グラフ

環境パフォーマンスデータ

活動項目 単位

m3

kWh

km3

km

燃料（ガソリン）
購入量

用水・排水使用量

電力購入量

ガス購入量

Kg

Kg

Kg

トイホビーSBUバンダイナムコ
ホールディングス

アミュ－ズメント
施設SBU ゲームコンテンツSBU ネットワークSBU 映像音楽

コンテンツSBU 関連事業会社年度

2006

2007

2006

2007

2006

2007

2006

2007

2006

2007

2006

2007

2006

2007

2006

2007

2,005,408

1,346,061

208,052

134,750

50,878

67,938

6,088,000

11,130,270

0

0

337,068

270,325

-

-

84,190

71,481

-

1,966,210

-

116,840

1,590

449,434

404,000

129,848,707

-

-

-

58,000

-

-

-

17,419

19,363

655,349

4,669

62,012

-

3,282

643,417

878,848

0

0

3,318

4,368

10,438

11,501

7,162

50,204

295,759

270,091

26,968

25,533

22,058

17,380

4,290,100

3,615,350

-

0

302,540

346,900

-

3,350

10,557

14,610

-

305,449

-

33,212

-

40,980

-

14,891,015

-

686,303

-

100,058

-

93,164

-

48,884

0

0

0

0

7,854

7,876

325,600

302,834

0

0

-

3,842

-

-

4,895

4,103

一般廃棄物排出量

産業廃棄物排出量

コピー用紙使用重量

営業車走行距離数

※ 表中の「-」は使用実績はありますが実績値を把握できていないものです。「0」については調査の結果、使用がないものです。
※ トイホビーSBUの「営業車走行距離」「燃料購入量」「電力購入量」については2006年以前と対象範囲が異なっています。2007年度よりバンダイの栃木、静岡、大阪地区の各物件についても計上しています。
 （そのほかの各項目については各年度とも栃木、静岡、大阪地区の各物件のデータを含んでいます）
※ アミューズメント施設SBUの2006年度のデータは矢口本社ビルと営業本部ビルのデータです。2007年度データより、矢口本社ビルと営業本部ビルに加えて全国に展開するアミューズメント施設のデータも含ん
　 
※ 映像音楽コンテンツSBUの2006年度はバンダイビジュアル本社のみのデータです。2007
　 に加え、サンライズ、バンダイチャンネル、ランティスを含んでいます。
※ 関連事業会社の2006年度はバンダイロジパルおよびナムコ・エコロテックのデータです。2007
　 パルとナムコ・エコロテックに加え、アートプレストを含んでいます。

-

-

-

-

-

11

59,898

60,813

-

-

587

596

-

-

-

-

91,755 CO2tCO2排出量

　

● グリーン電力使用実績
所有会社イベント名 開催期間 購入量（kWh）種類

40.17 tグリーン電力使用によるCO2削減量

　

　

会社名 場所

　

2007年4月1日～3月31日

2007年4月～2008年3月

2007年5月17日～20日

2007年5月24日

2007年6月28日～７月1日

2007年6月28日～７月1日

2007年6月24日～25日

2007年7月25日

2007年8月2日

2007年8月11日

2007年8月29日～30日

2007年8月29日～30日、9月12日

2007年8月～2008年3月

2007年8月～2008年3月（土日）

2007年9月13日～15日

2007年9月13日～15日

2007年9月20日～23日

2007年9月4日～7日

2007年10月11日～14日

2007年10月18日～19日

2007年10月31日～11月2日

2007年10月31日～11月2日

2007年11月10日

2007年12月6日

2007年12月22日～23日

2007年12月24日～25日

2008年1月21日～31日

2008年2月14日～3月18日

2008年2月15日～16日

2008年2月8日～11日

2008年3月1日～31日

2008年3月24日～28日

2008年3月27日～30日

11,000

12,000

1,000

1,000

1,000

12,000

1,000

1,000

1,000

1,000

1,000

1,000

3,000

4,000

3,000

2,000

12,000

1,000

1,000

3,000

1,000

1,000

1,000

4,000

10,000

1,000

1,000

2,000

3,000

1,000

1,000

3,000

1,000

風力

-

風力

風力

太陽光

太陽光

水力

風力

バイオマス

バイオマス

地熱

風力

風力

太陽光

風力

バイオマス

風力

バイオマス

風力

風力

風力

風力

風力

風力

風力

風力

バイオマス

バイオマス

風力

風力

風力

風力

風力

バンダイナムコゲームス

バンダイ

バンダイ

バンダイ

メガハウス

バンダイ

バンダイナムコホールディングス

バンダイ

バンダイ

バンダイ

メガハウス

バンダイ

バンダイ

バンダイ

バンプレスト

バンダイナムコゲームス

バンダイナムコゲームス

バンダイ

バンダイ

バンダイ

バンダイナムコゲームス

バンダイ

バンダイナムコホールディングス

バンダイ

バンダイ

バンダイ

バンダイ

バンダイ

バンダイナムコゲームス

バンダイ

バンダイ

バンダイ

バンダイ

各地

ツインメッセ静岡

バンダイ本社ビル2階、3階

東京ビッグサイト

東京ビッグサイト

グランドプリンスホテル新高輪

バンダイ本社ビル2階、3階

バンダイ本社ビル3階

バンダイ本社ビル

東京都立産業貿易センター

東京都立産業貿易センター/インテックス大阪

青山事務所（2008年3月末まで）

浅草ハートのしっぽ店

幕張メッセ

幕張メッセ

幕張メッセ

東京ビッグサイト

東京ビッグサイト

バンダイ本社ビル3階

東京ビッグサイト

東京ビッグサイト

グランドプリンスホテル新高輪

有明

幕張メッセ

本社と各社員家庭

一之江ロアシス店内

札幌、仙台、東京、名古屋、大阪、福岡

幕張メッセ

東京ビッグサイト

バンダイスタジオ

バンダイ本社ビル3階

東京ビッグサイト　

絵本「みのりちゃんシリーズ」Webサイト

カード事業部イベント合計

静岡ホビーショー

7-9月商談会

東京おもちゃショー2007

東京おもちゃショー2007

第2回定時株主総会・株主懇親会

10-12月商談会

合計 103,000

「不都合な真実」社内上映

ボーイズトイ事業部デジタルモンスターイベント

東日本玩具見本市

東日本見本市・西日本見本市

ガールズプランニングオフィス

プリモプエル直営店

第45回アミューズメントマシンショー

第45回アミューズメントマシンショー

東京ゲームショウ2007キッズブース

東京ギフトショー秋2007

東京ホビーショー

アパレル事業部展示会

ライセンシングアジア2007

ライセンシングアジア2007

個人投資家説明会

新キャラクター発表会

ジャンプフェスタ2007

クリスマスイルミネーション

ロアシス

7社合同商談会

AOU2008アミューズメント・エキスポ

東京ギフトショー春2008

キッズフォトバンダイスタジオ

アパレル事業部展示会

東京国際アニメフェア2008

-

CO2
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環境保全

CSR Report 2008

5つの

SBUにて実施した有益な活
動をグループ全体に波及を行っています。
　今後はデータの整理と目標設定の精度をあげ、PDCAサイクルがス
ピードを持って回るようマネジメント体制の構築に一層の努力をして
まいります。バンダイナムコグループは、「 夢・遊び・感動」とともに、
安全・安心を社会に提供し、信頼される企業であり続けるよう、CSR
活動とともに環境活動の取り組みをさらに深めてまいります。

VOI

チーフエコロジーオフィサー

東 純
バンダイナムコホールディングス

バンダイナムコグループ 2007年度環境活動結果 SBU 2008年度の活動目標2007年度の活動実績 取り組みのポイントアクション

※ 関連事業会社のみ事業の関係上、会社別に記載しております

環境教育の徹底（対従業員）

地球温暖化対策推進国民運動
・チームマイナス６％への参加

アーティスト活動の
バックアップ

・アーティスト発案の環境問題や、社会貢献についての活動の推進
・環境問題に配慮したライブグッズの制作

・エコドライブコンテストへの参加
・グリーン経営認証の更新
・車両メーカーを活用したドライバー研修の実施

・環境側面環境影響の確定（影響度の大きいもの）
・簡易版環境マネジメントシステム文書の作成
・営業所単位での原単位削減目標設定
・営業所単位での環境活動展開

・各種EMS文書の作成

・EMS文書の社内LANへの掲示（全社員対象）

・EMS外部研修および社内研修の実施

・環境カウンセラーほか、各種資格の取得奨励

・「おし坊」「おし坊mini」の売上金の一部を『緑の募金』へ寄付
・自社ホームページでの環境への取り組みの公開（随時更新）
・「エコプロダクツ展2008」への参加

・自社新規開発製品のRoHS対応の促進
・自社既存製品のRoHS対応への移行
・自社製品のリサイクル率UP
・環境配慮型製品の開発販売

・アミューズメント施設SBUでのカプセルリサイクル店舗の拡大（目標10店舗）
・グループ企業で排出される廃プラスチックリサイクルの買取量拡大

・チーム・マイナス６％への参加

・マイカップ、マイはし、エコバッグの推奨
・エコキャップの推進
・リサイクルに対する意識づけ
・環境知識の習得

映像音楽
コンテンツ
SBU

関連事業会社

【 バンダイロジパル 】【 ロジパルエクスプレス】

・チームマイナス6％への参加

・エコドライブコンテスト理事長賞受賞

・エコドライブ活動の推進

→ P.50より続く → P.50より続く

・ロジパル流環境マネジメント
　システムの構築

【 ナムコ・エコロテック 】

・バンダイナムコグループ環境サミットでの講義

・バンダイビジュアルとのビデオケース原料リサイクル取り組み

・アミューズメント施設SBU環境プロジェクトへの参加

・使用済みカプセルリサイクルシステムの構築

・自社製品の環境対応

・EMSの運営および環境対応の
　促進

・プライバシーマーク取得、運用
・FSC認証紙の推進

EMSの運営および
環境教育の実施

環境ブランドイメージの確立

自社製品の環境対応

・個人情報マネジメントシス
　テムの内容、適切な取扱い
　ルールを正しく理解させ一
　層の徹底を図る

・名刺、封筒､紙袋等認証紙へ
　の切り替え

【 アートプレスト】

・CSR報告書のデザイン・印刷

・バンダイナムコグループCSRキャラクター「こころ」のデザイン開発

・FSC（ Forest Stewardship Council：森林管理協議会）の
　CoC（ Chain-of-Custody：加工流通過程の管理の認証）を取得　

グループ内廃プラスチック
リサイクルの推進

（2007年度リサイクル量約4.1ｔ）

SBU 2008年度の活動目標2007年度の活動項目・実績 取り組みのポイントアクション

環境プロジェクトの深化と
各部門の活動支援

・使用エネルギー削減の
　基盤整備
　
・アミューズメント施設SBU経
　営層、ゼネラルマネージャー
　への環境意識の浸透

　オフィス内CO2排出量の削減
（前年度比2％削減）

オフィス内CO2排出量の把握

オフィス内使用電力の把握と
削減策の検討、実施

３Rの再認識

・ペットボトル・紙コップなどの削減策検討、実施
・FAXのデータ受発信によるコピー用紙削減
・ゴミの分別、リサイクルの実施状況の確認
・そのほか3R策の検討、推進

・オフィス内電力使用項目の洗い出し
・全項目について削減策を検討、実施

・CO2排出量の算出基準・方法の確認
・前年度環境計数に基づくCO2排出量の算出
・今年度CO2排出量算出の開始

・環境リスクの洗い出し
・改善手法の洗い出し

・本業に関連した、または生かした環境活動
・本業に役立つ（もしくは将来役立つと思われる）調査や研究の実施

・楽しいエコ・コミュニケーション企画の立案、実行

①身近な場所での環境活動の取り組み強化
②社外での環境活動の取り組み

・グリーン調達
・省エネ設計
・LCA評価などの環境基準の策定

環境計数測定および
使用エネルギーの削減

環境意識の浸透 ・役職者向け環境セミナーの実施
・環境プロジェクトメンバーの、eco検定100％取得　

・空カプセルの回収店舗の拡大（3店舗実施/2008年5月時点）

・アミューズメント施設SBU内事業会社全社のチームマイナス6％への参加

リサイクル活動

環境ブランドイメージの確立

・店舗を含むアミューズメント施設SBU全拠点での環境計数の測定
・仕組み作りおよびみなし数値と実数値のズレの減少
　⇒目標値：水光熱費、実数測定50％
・本社、本部機構における、使用エネルギーの削減アクションの実施

エコマインドの醸成

エコプロダクトの創出

エコマネジメントへ挑戦

・eco検定取得者の拡大
・社内向け環境冊子の配布

・「東京おもちゃショー2008」への出展
・「エコプロダクツ2008」への出展
・環境配慮型商品の創出

・LCA（ Life Cycle Accesment ）の知識習得

トイホビー
SBU

アミューズメント
施設SBU

ゲーム
コンテンツ
SBU

ネットワーク
SBU

・省エネ活動：消費電力の削減

・省資源活動：コピー用紙の使用量削減

・環境適合品の調達推進：グリーン購入・植物性インキ・再生紙使用

・廃棄物削減／リサイクル推進：分別廃棄促進・古紙リサイクル推進

・環境意識の向上：メルマガ発信・環境研修／環境教育の実施

・チームマイナス6％への参加

・eco検定受験の支援

・環境配慮製品推進分科会の創設

・グリーン調達基準・管理の強化

※各カンパニーにおける自社製品の省電力設計などの推進

・環境委員会の変革

・社内啓発活動

①講習会の実施（経営層向け、社員向け）
②環境映画の上映やeco検定受験の支援など
③社員向けウェブサイトの構築

・エコプロダクツの推進

①植物性インキの導入　②オーバーパッケージ　③ユニバーサルデザインプロジェクト
④産業廃棄物　⑤カプセル商材のごみ問題　⑥電池廃棄量の削減

・エコマインドの醸成

①環境プロジェクトの推進　②環境研修の実施　③環境会計の導入
④省エネ・省資源活動　⑤環境広報

・第4回エコプロダクツ大賞受賞

・社員のエコ意識の向上

①クールビズ、ウォームビズの実施　②チームマイナス6％への参加
③環境映画の上映やeco検定受験の支援など

・環境計数の測定（本部ビル＋一部店舗にとどまる）

・電気量削減（電気の購入先変更による経費節減）

・「Ｃ２ファクトリー」「東京ガリバー 松戸店」「浅草花やしき」による
　カプセルリサイクルの実施

・使用エネルギーの把握・削減

一人でも多くの社員が

・環境活動に参加しよう！
・環境活動を実践しよう！

エコ・プロダクツ　
（製品の開発・設計・生産に
　かかわる部分）

エコ・マネジメント
（人や組織にかかわる部分）

エコ・マネジメント
（各事業部門単位での環境活動）

エコ・コミュニケーション
（環境意識の向上にかかわる
　部分）

電力、資源などの
省エネルギーの実施　

・過剰在庫（商品・販促物）の非生産
・不要在庫（商品・販促物）の廃棄後のリサイクル
・リサイクル素材による商品生産

・ノー残業デー設定による、電気使用量の削減
・室温設定による、電気使用量およびCO2削減
・コピー用紙などの紙資源の削減
・コスト管理を意識したムリ、ムダ、ムラの排除

・光熱費などの削減による、
　CO2排出量の削減

・環境活動への積極的参加と、
　従業員の理解を得る

・環境計数改善による環境貢献
　を図る

映像音楽
コンテンツ
SBU

・チームマイナス6%への参加

・社内報で環境記事の連載

・ナムコ・エコロテックとのビデオケース原料リサイクル取り組み

・毎週水曜19時でオフィス消灯 　廃棄物減量、減容の推進、
　リユース・リサイクルの推進
（事業直結）

バンダイナムコグループの環境活動における2007年度は、それまでグループ各社の取り組みに大きなばらつきがあった
状況から、グループ全体でのPDCAサイクルの起動に向けた取り組みの元年に当たりました。そこでは依然として活動レ
ベルの違いはあるものの、グループ各社の経営層と従業員が、環境活動を企業の継続的な取り組みとして意識し、全社的
運動によって推進・発展させる仕組みが構築されてきています。
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・毎週水曜19時でオフィス消灯 　廃棄物減量、減容の推進、
　リユース・リサイクルの推進
（事業直結）

バンダイナムコグループの環境活動における2007年度は、それまでグループ各社の取り組みに大きなばらつきがあった
状況から、グループ全体でのPDCAサイクルの起動に向けた取り組みの元年に当たりました。そこでは依然として活動レ
ベルの違いはあるものの、グループ各社の経営層と従業員が、環境活動を企業の継続的な取り組みとして意識し、全社的
運動によって推進・発展させる仕組みが構築されてきています。



　バンダイナムコグループではCSR委員会の下に社会貢
献委員会を設置し、グループとしての社会貢献活動のあ
り方や方向性について検討を行っています。
　2007年4月には「バンダイナムコグループ社会貢献基
本方針」を制定し、社会貢献に関するグループとしての
基本的な考え方を示すとともに、「バンダイナムコグル
ープ社会貢献活動方針」を定め、活動推進における方向
性を明確化しました。
　これらの方針に基づき、グループの経営資源を有効に
活用し、エンターテインメント企業グループとして持続
性のある活動を展開していきます。また、グループの各
事業会社がそれぞれの事業分野や特性を踏まえた活動を
実施すると同時に、バンダイナムコホールディングスと
して、グループ全体の視点に立った社会貢献活動を進め
ていきます。

「おもちゃのまちバンダイ
ミュージアム」の運営

　わたしたちバンダイナムコグループは、「夢・
遊び・感動」を提供しつづける存在として、豊か
で明るい健やかな生活の実現のために、グループ
が持つさまざまな経営資源を積極的に活用し、社
会に貢献します。

　「おもちゃのまちバンダイミュージアム」は、3万点
を超えるトイコレクションの中から約7,000点を展示す

ナー」などから構成されています。

● 豊富なコレクションを展示

　本ミュージアムは、小・中学校の課外授業にも利用し
ていただいています。専門スタッフがおもちゃの歴史や
エジソンの伝記などをレクチャーした後に展示室を案内
し、おもちゃやエジソンの発明品が実際に動く姿を見る
ことができるプログラムとなっています。
　また、発明と工夫の素晴らしさや創る楽しさを学び実
感するためのワークショップのメニューを用意しており、
専門スタッフのサポートにより、蒸気機関車の仕組みの
学習、炭電池実験、万華鏡作りなどを体験することがで

● 課外授業の支援

文化・社会支援 
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開するとともに、さまざまな機関・団体への支援を行っています。

文化・社会のために

芝生に囲まれた素敵な環境の中で、昔懐かしいおもちゃやエジソンの発
明品に囲まれ、ミュージアムの展示・企画・運営などを行っています。

VOIC
E

バンダイナムコビ
ジネスサービス

長澤好兼

「バンダイナムコグループ
社会貢献基本方針」を制定

化し、経営資源を有効に活用しながら、エンターテインメント企業グループと
して持続性のある活動を推進していきます。

　社会貢献活動

バンダイナムコグループ

バンダイ

4月に、栃木県下都賀郡壬生町おも
ちゃのまちにあるバンダイの施設「バンダイコレクショ
ンセンター」内に「おもちゃのまちバンダイミュージア
ム」（施設面積 4,240m2）を開設しました。本ミュージ
アムは、バンダイが所有するトイコレクションやエジソ
ンの発明品などを一般に公開し、お子さまたちの学習や専

門家の研究、
レクリエーシ
ョンなどの機
会を提供する
ことを目的に
運営を行って
います。

　ミュージアムのエントランスホールには原寸大のガン
ダムの胸像（全高約6m）、屋外スペースには国内最大
級の蒸気自動車「ペンデルプリンセス号」を展示。芝生
ガーデンでは1969年に廃線となった幻の鉄道「磐梯急
行電鉄ガソ101型」の6分の1のスケールのミニ鉄道を運
行しています。

左：年代順に並べられたコレクション
　　の数々が楽しめる

左下：実際に触って遊べるおもちゃも
　　　ある「企画展示コーナー」

下：蓄音機の実演も行われる「エジソン
　　ミュージアム」

エントランスホール ミニ鉄道を運行

（社会貢献活動の方向性）

バンダイナムコグループ社会貢献活動方針

● バンダイナムコグループの社会貢献に関するスキーム

バンダイナムコグループの社会貢献活動

（社会貢献に関するグループの基本的な考え方）

バンダイナムコグループ社会貢献基本方針

グループの事業会社が
実施する社会貢献活動

バンダイナムコホール
ディングスが実施する
社会貢献活動

バンダイナムコグループ社会貢献基本方針 おもちゃ
のまち

バンダイミュージアム

のコレクション
3万点
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ROBO-ONE大会の様子

科直治氏が私財を投じて創設した財団法人日本おもちゃ
図書館財団の支援により、全国各地で進められている活
動です。心身に障がいのあるお子さまたちが自由に玩具
で遊べる機会を提供し、楽しい時間を過ごすとともに、
広がりのある交流や社会とのつながりを築いていただく
ことを目的としており、現在、全国で500カ所を超え
る「おもちゃ図書館」が活動を行っています。
　バンダイ、サンライズおよびバンダイロジパルでは同
財団の趣旨に賛同し、玩具などの購入を支援するために
寄付活動を行っています。

ROBO-ONE大会に協賛

サンライズ

　サンライズでは、二足歩行ロボットの格闘競技大会
「ROBO-ONE」を運営するROBO-ONE委員会に協賛し
ています。
　「ROBO-ONE」は、「ロボットをより多くの人たち
にご理解いただき、より良いロボットの技術開発に貢献
する」ことを目的に、2002年から年2回のペースで開催
されており、2008年3月には「夢と感動が織り成す未来
への進歩」をテーマに第13回大会が開催されました。
　サンライズは、大会に参加する個人のロボット開発者
たちの希望に応え、サンライズ版権のキャラクターロボ
ット群の使用を無償で許諾しています。また、ROBO-
ONE本大会において開発奨励金を副賞とした「サンライ
ズ賞」を設定し、未来の技術者たちを応援しています。

「おもちゃ図書館」の
活動を支援

ックス」に、第1回から継続して協賛しています。この
映画祭は、コマーシャルを排除した「作家主義」を掲げ、
アジアを中心とする各国の才能あふれる映像作家を日本
から広く世界に紹介することを目的としています。
　2007年11月に開催された「第8回東京フィルメック
ス」には約19,000人が来場し、最優秀作品賞に選ばれ

たラファエル・ナジャ
リ監督（イスラエル）
の「テヒリーム」などの
上映が行われました。

　バンダイビジュアルでは、2008年3月に開催された
「ゆうばり国際ファンタスティック映画祭2008」にお
いて、同社のDVDリリース作品の上映を行いました。
　17年の歴史を持つ「ゆうばり国際ファンタスティック
映画祭」は、北海道夕張市の財政破綻により中止されて
いましたが（2007年度は夕張市民有志により「ゆうば
り応援映画祭」を開催）、2008年に復活することにな
りました。バンダイビジュアルでは、エンターテインメ
ント性が高い実写・アニメーション作品を数多く上映し
てきた同映画祭の復活を応援することを目的に、スペシ
ャルプログラム（特別上映企画）に参加し、「クレヨンしん
ちゃん」「装甲騎兵ボトムズ ペールゼン・ファイルズ」
を上映しました。

うクリエイターの育成を目的として、さまざまな教育機
関において出張講義やカリキュラムの開発などの支援を
行っています。
　実際の開発業務や事例に基づく講義、現役クリエイタ
ーによるCGやプログラムの実習授業、企画演習やエン
ターテインメント理論に関する授業など、事業活動にお
ける実務を踏まえた魅力あるカリキュラムを提供するこ
とにより、教育現場の活性化に貢献しており、2007年度
は大学４校、専門学校10校において支援活動を行いました。

バンダイビジュアル

バンダイビジュアル

バンダイナムコゲームス

国際映画祭に協賛

「ゆうばり国際ファンタスティック
映画祭2008」に参加

エンターテインメント創造活動や
文化活動への支援

　バンダイナムコグループでは、エンターテインメント
創造活動や文化活動に対し積極的に支援を行っています。
　2007年11月には、東京藝術大学の学生が音楽演奏や
絵画の展示などを行う「藝大アーツ イン 丸の内」（東
京・丸ビル）に協賛しました。
　同年12月には、人気絵本「くまのがっこう」のイベン
ト「くまのがっこう チャリティコンサート ジャッキー
のクリスマス」（玉川高島屋SC）に協賛しました。

バンダイナムコグループ

映像音楽コンテンツSBU内のアニメチャンネルの経営全般を行ってい
ます。インターネットを通じたエンターテインメントによって、いろ
いろなことに感動できる心を育むお手伝いができればと思っています。

VOICE

大学など
への出張

講義

バンダイビジュアル
上埜芳被

ゲームの処方箋シンポジウムの様子

「ゲームの処方箋プロジェクト」の推進

ナムコ

　ナムコ（現バンダイナムコゲームスおよびナムコ）は
2005年に、ニューテクノロジー振興財団、早稲田大学、
東京大学と共同で、「TVゲームの効用面」を世界に先駆け
科学的に解明する「ゲームの処方箋プロジェクト」を発足
させました。これまでに、発達障がい児の学習における新
たな可能性を見い出すなどの研究成果を上げています。
　2006年からは、研究成果を生かしたコンテンツの研
究や「遊育」（遊びの教育への効用）をテーマに新たな研
究に着手し、臨床的側面に加え、新製品や新施設の開発
などの応用面も視野に入れ研究活動を進めています。

バンダイナムコゲームス

「第8回東京フィルメックス」
　授賞式

「おもちゃ図書館」
 で遊ぶお子さまたち

サンライズ バンダイロジパル
で実施

14校19,000
人来場

500
カ所で活動

学生の卒業制作作品
の展示会

作品の発表会の様子

「 装甲騎兵ボトムズ ペールゼン・ファイル
 ズ」の監督・高橋良輔氏（中央）によるトー
 クイベントも開催
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ROBO-ONE大会の様子

科直治氏が私財を投じて創設した財団法人日本おもちゃ
図書館財団の支援により、全国各地で進められている活
動です。心身に障がいのあるお子さまたちが自由に玩具
で遊べる機会を提供し、楽しい時間を過ごすとともに、
広がりのある交流や社会とのつながりを築いていただく
ことを目的としており、現在、全国で500カ所を超え
る「おもちゃ図書館」が活動を行っています。
　バンダイ、サンライズおよびバンダイロジパルでは同
財団の趣旨に賛同し、玩具などの購入を支援するために
寄付活動を行っています。

ROBO-ONE大会に協賛

サンライズ

　サンライズでは、二足歩行ロボットの格闘競技大会
「ROBO-ONE」を運営するROBO-ONE委員会に協賛し
ています。
　「ROBO-ONE」は、「ロボットをより多くの人たち
にご理解いただき、より良いロボットの技術開発に貢献
する」ことを目的に、2002年から年2回のペースで開催
されており、2008年3月には「夢と感動が織り成す未来
への進歩」をテーマに第13回大会が開催されました。
　サンライズは、大会に参加する個人のロボット開発者
たちの希望に応え、サンライズ版権のキャラクターロボ
ット群の使用を無償で許諾しています。また、ROBO-
ONE本大会において開発奨励金を副賞とした「サンライ
ズ賞」を設定し、未来の技術者たちを応援しています。

「おもちゃ図書館」の
活動を支援

ックス」に、第1回から継続して協賛しています。この
映画祭は、コマーシャルを排除した「作家主義」を掲げ、
アジアを中心とする各国の才能あふれる映像作家を日本
から広く世界に紹介することを目的としています。
　2007年11月に開催された「第8回東京フィルメック
ス」には約19,000人が来場し、最優秀作品賞に選ばれ

たラファエル・ナジャ
リ監督（イスラエル）
の「テヒリーム」などの
上映が行われました。
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「ゆうばり国際ファンタスティック映画祭2008」にお
いて、同社のDVDリリース作品の上映を行いました。
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ャルプログラム（特別上映企画）に参加し、「クレヨンしん
ちゃん」「装甲騎兵ボトムズ ペールゼン・ファイルズ」
を上映しました。

うクリエイターの育成を目的として、さまざまな教育機
関において出張講義やカリキュラムの開発などの支援を
行っています。
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ける実務を踏まえた魅力あるカリキュラムを提供するこ
とにより、教育現場の活性化に貢献しており、2007年度
は大学４校、専門学校10校において支援活動を行いました。

バンダイビジュアル

バンダイビジュアル

バンダイナムコゲームス

国際映画祭に協賛

「ゆうばり国際ファンタスティック
映画祭2008」に参加

エンターテインメント創造活動や
文化活動への支援

　バンダイナムコグループでは、エンターテインメント
創造活動や文化活動に対し積極的に支援を行っています。
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絵画の展示などを行う「藝大アーツ イン 丸の内」（東
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ト「くまのがっこう チャリティコンサート ジャッキー
のクリスマス」（玉川高島屋SC）に協賛しました。

バンダイナムコグループ

映像音楽コンテンツSBU内のアニメチャンネルの経営全般を行ってい
ます。インターネットを通じたエンターテインメントによって、いろ
いろなことに感動できる心を育むお手伝いができればと思っています。

VOICE

大学など
への出張

講義

バンダイビジュアル
上埜芳被

ゲームの処方箋シンポジウムの様子

「ゲームの処方箋プロジェクト」の推進

ナムコ

　ナムコ（現バンダイナムコゲームスおよびナムコ）は
2005年に、ニューテクノロジー振興財団、早稲田大学、
東京大学と共同で、「TVゲームの効用面」を世界に先駆け
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たな可能性を見い出すなどの研究成果を上げています。
　2006年からは、研究成果を生かしたコンテンツの研
究や「遊育」（遊びの教育への効用）をテーマに新たな研
究に着手し、臨床的側面に加え、新製品や新施設の開発
などの応用面も視野に入れ研究活動を進めています。
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バンダイナムコゲームスバンダイナムコゲームス

かいかや交流会

公益法人への人材面での協力

おもちゃ団地組合の
イベントへの参加・支援

　地域社会に開かれた
ファミリーイベントの開催

皆さまと良好な関係を築いていくために、事業の特性を踏まえながら地域貢献
活動を進めています。

地域社会のために

　財団法人ニューテクノロジー振興財団は、1986年に
中村雅哉ナムコ代表取締役社長（当時）が発起人代表とな
り設立した公益法人で、マイクロエレクトロニクスやメ
カトロニクスに関する科学技術の研究開発、普及啓発、
国際交流の活動を行っています。
　同財団では、日本で最も歴史があり海外からも多数の
競技者を集める国際的なロボット競技会「全日本マイク
ロマウス大会」を主催しています。
　2007年11月に茨城県つくば市で開催された「全日本
マイクロマウス大会2007」では、従来のマイクロマウ
ス競技、マイクロクリッパー競技、ロボトレース競技に
加え、新たな技術チャレンジとして、自立型知能ロボット
が公道での自律走行に挑む「つくばチャレンジ2007」
を併催しました。また、大学などの研究機関と共同で
「遊び」や「五感」といった人間的側面に焦点を当てた
ユニークな学術的研究活動を行っています。

　バンダイナムコゲームスでは、さまざまな公益法人に
人材を送り、社会における幅広い領域の事業活動を支え
ています。

　財団法人ニューテクノロジー
振興財団の活動

「つくばチャレンジ2007」の様子

　また4月の春まつり、8月の夏まつりには、同団地内に
あるバンダイコレクションセンターの施設をイベントの
会場として開放し、バンダイコレクションの展示やミニ
鉄道の試乗会などを行い、地域の皆さまとの交流を深め
ました。

　2007年9月にJICA（ジャイカ）の海外研修員の皆さま
が、ナムコが運営する横浜ワールドポーターズ内にある
デイサービスセンター「かいかや横浜店」を訪問され、
交流会が行われました。
　研修員は、中国・インド・モンゴル・タイなど12カ国
の保健省の役員・局長などの方たち13名で、高齢社会で
ある日本の実情や対策などを学ぶために来日されました。
介護保険施設の一例としてかいかやを見学され、交流会
が実現しました。
　当日は施設説明の後、かいかやの利用者の皆さまとク
イズ大会を行い、「ベトナムを走るオートバイのほとん
どは日本製である。○か×か？」などの各国に関する楽
しいクイズで盛り上がり、お互いの国についての理解を
深められました。

　バンダイでは、栃木県下都賀郡壬生町にあるおもちゃ
団地組合が社会貢献と地域活性化を目的に開催するイベ
ントへの参加、支援を行っています。
　毎年クリスマス前に行われる「おもちゃ団地チャリティ
バザール」は2007年で36回目を迎え、バンダイはグルー
プ各社のおもちゃのバザーのほか、飲食店やキャラクタ
ー遊具の運営などを通じてイベントを盛り上げました。

　バンダイの本社では毎年5月に、浅草・三社祭に合わ
せてファミリーイベントを開催しており、社員の家族や
本社の近隣にお住まいの皆さまをご招待しています。
　2007年のファミリーイベントでは、本社ビルの一部
を開放し、社員・役員によるヨーヨー釣りや射的などの
縁日の出店、ヒーロー・ヒロインなりきり撮影会、ガンダ
ムのプラモデルの組み立て教室、バンダイナムコグルー
プ各企業の玩具やアミューズメントゲームの体験など、
さまざまな催しを企画し、社員の家族や近隣の皆さま約
800名に楽しんでいただきました。また、三社祭を盛り
上げる神輿や山車に立ち寄っていただき、お茶の振る舞
いで小休止をしてもらいました。
　バンダイでは今後もファミリーイベントなどの機会を
通じて、地域の皆さまとの交流や地域への貢献に努めて
いく考えです。

　DCAJは、良質なデジタルコンテンツの制作、流通、
利活用を推進し、関連産業の健全な発展を促すことを目
的としています。主な活動として、日本のデジタルコン
テンツ産業の発展に大きく貢献した作品、製品、人物な
どを表彰する「デジタルコンテンツグランプリ」、次世
代を担うクリエイターを発掘する「デジタルクリエイタ
ーズコンペティション」などを開催しています。

● 財団法人デジタルコンテンツ協会（略称：DCAJ）

　JACEは、地域、企業、団体が催す各種のイベントに
関する産業の振興を図ることを目的としており、代表的
な活動の一つとして、総合的イベントを対象とする日本
で唯一の表彰制度である「日本イベント大賞」を開催し
ています。

● 社団法人日本イベント産業振興協会（略称：JACE）

大学における講義、講演の実施

　バンダイビジュアル、サンライズおよびエモーション
は、2007年9月に帝京科学大学において「現代アニメー
ション論」の集中講義を実施しました。「アニメーション
概論」や「アニメ制作業界の現状」のほか、キャラクター
創出、CG技術、マーケティングなどのテーマに関し、
各社の役員や担当責任者による講義が行われました。
　またバンダイビジュアルは、優れたデジタルコンテン
ツを創造する人材育成を目的として東京大学で進められ
ている「コンテンツ創造科学・産学連携教育プログラム」
において、2007年10月に「海外戦略と次世代ディスク
の展開」をテーマに講義を行いました。

帝京科学大学での講義風景

サンライズバンダイビジュアル エモーション

2007年6月に北海道札幌
市で開催された「第16回札幌YOSAKOIソーラン祭り」
（主催：YOSAKOIソーラン祭り組織委員会）、ならびに
全国9都市で開催されたソーラン祭りに協賛しました。
　「第16回札幌YOSAKOIソーラン祭り」では、オープ
ニング企画として約15団体の大学生約1,500人の参加に
より行われた「学生ソーラン」を応援し、「学生ソーラン 
presented by バンダイナムコ」として催しが行われま
した。
　このほか、約600人の学生にオリジナルデザインの
浴衣やTシャツを提供しました。また、札幌市および
YOSAKOIソーラン祭り組織委員会が文化交流の一環で
招待した米国の高校生チーム「YOSAKOI TEXAS USA」
を応援し、祭りを盛り上げました。

ソーラン祭りに協賛

バンダイナムコグループ
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バンダイ

バンダイ

　「おもちゃ団地
チャリティバザール」の様子

たくさんのお子さまでにぎわう
バンダイの本社

1,500
人が参加

「学生ソーラン presented by
バンダイナムコ」の様子
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プ各企業の玩具やアミューズメントゲームの体験など、
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800名に楽しんでいただきました。また、三社祭を盛り
上げる神輿や山車に立ち寄っていただき、お茶の振る舞
いで小休止をしてもらいました。
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通じて、地域の皆さまとの交流や地域への貢献に努めて
いく考えです。

　DCAJは、良質なデジタルコンテンツの制作、流通、
利活用を推進し、関連産業の健全な発展を促すことを目
的としています。主な活動として、日本のデジタルコン
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どを表彰する「デジタルコンテンツグランプリ」、次世
代を担うクリエイターを発掘する「デジタルクリエイタ
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バンダイナムコグループ
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バンダイ

バンダイ

　「おもちゃ団地
チャリティバザール」の様子

たくさんのお子さまでにぎわう
バンダイの本社

1,500
人が参加

「学生ソーラン presented by
バンダイナムコ」の様子



の増進を図るために、安全なインターネット利用環境の整備、グループ企業の
施設への招待、諸団体の活動支援など広範な取り組みを進めています。

お子さまへの福祉活動

お子さまが主人公にふんし、ゲ
ームを通じてネット利用の「7つ
のルール」が覚えられる仕組み

「ネット利用の安全と
未来推進会議」を通じた活動

元FMWレスラー“ハヤブサ”氏
トークショー

バンダイナムコゲームス

　バンダイナムコゲームスは、産官学連携による「ネッ
ト利用の安全と未来推進会議」の事業活動に積極的に参
画しています。この会議は、お子さまたちがインターネ
ットを安心・安全に利用できる環境を整備し、インター
ネットが持つ可能性をお子さまたちの身近なものにする
ことを目的に活動を進めています。
　同社では、取り組みの一環として「ネット利用の安全
と未来推進会議」の公式ポータルサイト機能を持つコン
テンツサイト「ネット星みつけた！」を制作し、2007
年11月から公開しました。
　「ネット星みつけた！」は、インターネットの利用に
ついてお子さまたちがゲーム感覚で楽しく学習できるウ
ェブサイトです。インターネットを安心して安全に使う
方法を学ぶための教材として利用できるほか、お子さま
たちとご家族や教師の方たちとのコミュニケーションツ
ールとしても活用できます。
　また、ポータルサイトの機能として、「ネット利用の
安全と未来推進会議」が支援する産官学連携のプロジェ
クトの活動内容にもアクセスできるようになっています。

2008年5月に行われた「静岡
ホビーショー バンダイホビー
センター パブリックビューイ
ング」
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　バンダイのプラモデル商品の企画開発、設計、金型製作、
生産を担うバンダイホビーセンターでは、一般のお客さ
まを対象とする見学ツアーを開催しています。
　ツアーでは、ガンダムのプラモデル商品ができるまで
の工程を映像で説明した後、同センター独自の成形技術
やモノづくりへのこだわり、環境への取り組みなど幅広
い活動についてご紹介しています。
　さらに、開発・設計部門、実際に稼動している成形機
の様子など、通常は公開しないエリアもご案内していま
す。2007年度は20回の見学ツアーを開催し、約800名
の皆さまにご参加いただきました。
　また、小・中学校の総合的な学習の時間などを利用し
た見学も受け入れており、2007年度は35校、約2,000
名の児童・生徒の皆さまが見学に訪れました。

　このほか、企業関係の方
が設計や成形技術の研究を
目的として見学に来られる
こともあり、異業種交流に
もつながっています。

バンダイホビーセンター
見学ツアーの開催

　2007年12月にナムコが運営するJR川崎駅前の大型商
業施設「ラゾーナ川崎プラザ」内にある「ナムコワン
ダーパーク ヒーローズベース」にて元FMW所属のレス
ラー“ハヤブサ”氏をお招きし、講演会を行いました。
　ハヤブサ氏は2001年10月に、試合中のアクシデント
により頸椎を損傷し全身不随の重傷を負いましたが、そ
の後の懸命のリハビリにより自力で立ち上がるまでに回
復しました。現在は高齢の方や障がいのある方、心の問
題に悩む方たちの支援などを通じて、若者たちの意識改
革活動を行っています。
　当日は「社会の中で行き詰ってしまっている若者達の
為に…」をテーマに、ハヤブ
サ氏が「俺もがんばってい
るから君たちもがんばれ！」
と熱く語り掛けました。

各地域の交通安全協会への寄付

　貨物自動車による運送事業を行うロジパルエクスプレ
スは、営業エリア内の交通安全にかかわる活動に対して
敬意と感謝の気持ちを表し、交通安全協会への支援、協
力を行っています。
　交通安全協会は、地域における交通安全の教育・啓発
活動、交通安全対策、交通安全施設の改善整備などを推
進しています。ロジパルエクスプレスでは、各地域の交
通安全協会に寄付を行うとともに、春・秋の交通安全運
動期間中の啓発活動などにも積極的に参加し、協会の取
り組みに協力しています。

ロジパルエクスプレス

赤十字社を通じた寄付

　バンダイナムコホールディングスでは、自然災害などの
被災地が1日も早く復興し、お子さまたちが「夢・遊び・感
動」を取り戻すことを支援するという観点から、日本赤十
字社を通じて救援金、お見舞金の送付を行っています。
　2007年度は、新潟県中越沖地震の被災地の皆さまに、
バンダイナムコグループを代表してお見舞金をお送りし
ました。また、2006年度にジャワ島中部地震の被災地
に救援金を送付したことに対し、天皇陛下より紺綬褒状
が授与されました。
　グループ企業のサンライズでも、国際赤十字の活動趣
旨に賛同し、日本赤十字社に対し継続的に寄付を行って
います。

バンダイナムコホールディングス

バンダイ

キャラ研

「子供地球基金」への支援活動

　キャラ研*が企画する人気絵本「くまのがっこう」シ
リーズは、特定非営利法人子供地球基金の活動を支援し
ています。
　子供地球基金は、アジア、アフリカをはじめとする国
内外20カ国への絵本、画材、衣料、医薬品などの寄贈、
学校建設の支援、お子さまたちに大きなキャンパスに絵
を描いてもらう「アートワークショップ」などの活動を
通じて、病気や戦争、災害などで心に傷を負ったお子さ
またちの心のケアと支援を進めています。「くまのがっこ
う」シリーズでは、絵本やぬいぐるみ、文房具などを子
供地球基金に提供しており、国内の児童養護施設や入院
中のお子さまたち、海外のお子さまたちへのプレゼント
として、これらのグッズが活用されています。

サンライズ

* キャラ研：中長期的な視点からのキャラクターの開発・育成を目的
　として、2005年にバンダイの100％子会社として設立

 「ネット星みつけた！」のホームページ
（　http://www.fmmc.or.jp/netstar/index.html ）

見学者数

2,800名

注）見学ツアーは常時開催しているものではございません。開催日については
下記ホームページ上でお知らせしています
http://www.bandai.co.jp/hobbycenter/

ナムコ

人気の絵本「くまのがっこう」シリーズ

ハヤブサ氏トークショーの様子
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劇団飛行船の公演

ナムコ

「バンダイこどもアンケート」の実施

　バンダイでは、お子さまたちの生活にかかわる生の声
を幅広い視点から把握し、現代に生きるお子さまたちの
実態について考察することを目的として、雑誌や新聞、
ウェブサイトを通じ、月に1回「バンダイこどもアンケ
ート」を実施しています。
　このアンケートは、0～12歳のお子さまの保護者の方
を対象としており、お子さまの好きなキャラクター、家
族旅行の行き先、携帯電話の使用状況など、毎回テーマ
を設定して調査を行っています。
　アンケートの結果については、ウェブサイトなどで発
表するとともに、1年分の調査結果を小冊子にまとめ、
マスコミや教育関係者などに送付しています。

器「トーキングエイド」シリーズは、小型軽量化した製
品や通信機能付きの製品、専用の大型キーボードの開発
など、利用される方のニーズを踏まえ改良に取り組んで
きました。
　また、高齢者や障がいのある方が楽しみながら身体機
能の回復・向上が図れるリハビリテインメントマシンと
して、「ドキドキへび退治RT」「ワニワニパニックRT」な
どを開発し、福祉施設などでご利用いただいています。

バンダイナムコゲームス

2007年7月、移転が完了
した新社屋に社員の家族を招き、「第1回ファミリーイ
ベント」を開催しました。
　社長室など社屋内のいくつかのスポットを回って書類
にスタンプを押してもらう「しんせいしょラリー」、キ
ャラクターによる実演ショー、日ごろ社員が仕事をして
いる場所の見学など、さまざまな企画を通じて、子ども
たちを含む約900人の家族に楽しんでもらいました。
　今後もこのようなイベントを通して、社員の家族との
交流を図るとともに、社員が働く場への理解を深める機
会を設けていきます。

新社屋に社員の家族を招待
を開催

新社屋に社員の家族を招待

サンライズ

世界少年野球推進財団

　サンライズは、世界の二大ホームラン王、王貞治氏と
ハンク・アーロン氏の提唱により設立された財団法人世
界少年野球推進財団の趣旨に賛同し、寄付を行っています。
　本財団は、野球を通じて青少年の心身の健全な発達を
促し、人間性を豊かなものにするとともに、世界中の青
少年に正しい競技ルールによる野球を普及、指導するこ
とによって国際親善を図り、世界平和に寄与することを
目的としています。

「トーキングエイドライト」
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　ナムコでは、2008年2月から3月にかけて、「ラゾー
ナ川崎プラザ」内にある「ナムコワンダーパーク ヒーロ
ーズベース」にて中学生からの職場体験の受け入れを行
いました。
　この職場体験は、若者のニート対策や社会人としての
人とのかかわり方を学ぶことを目的としています。
　実習は1日～2日間行い、ナムコの歴史・施設紹介およ
びフロア業務指導を行い、その後ナムコのスタッフと同
様の制服を着用し、実際に接客に当たるという職場体験
を行いました。

バンダイ

「ポピンズナーサリー駒形」の室内の様子

保育所の誘致による社員への
育児支援と地域貢献

　バンダイでは、社員への育児支援を目的として、本社
福利厚生棟内に東京都認証保育所「ポピンズナーサリー
駒形」を2005年に誘致しました。
　「ポピンズナーサリー駒形」は、対象年齢の子どもを
持つ社員だけでなく、地域の施設として近隣住民の皆さ
まにもご利用いただいています。
　なお、毎年5月にバンダイ本社で開催されるファミリ
ーイベントには、「ポピンズナーサリー駒形」を利用さ
れている住民の皆さまもご招待しています。

バンダイ

劇団飛行船の支援活動

　バンダイでは、株式会社劇団飛行船の活動に対して
2004年より継続的に支援を行っています。
　劇団飛行船は、「幼い胸に美しい夢と感動を！」をモッ
トーに、40年以上にわたり世界中でマスクプレイミュー
ジカル（ぬいぐるみ舞台劇）の制作、上演を続けていま
す。バンダイは、お子さまたちの情操教育などの点にお
ける同社の事業の重要性や存在意義を認識し、事業活動
継続のために特別協賛などを通じて支援を行っています。

バンダイ

への寄付活動

バンダイナムコゲームス

福祉機器の開発・販売

　バンダイナムコグループでは、「遊び」と「福祉」の
融合を目指す「バリアフリーエンターテインメント構想」
を掲げ、福祉機器の開発、販売を進めています。
　会話や筆談が困難な方のためのコミュニケーション機

ナムコ

の家族が参加
900人

多くの子どもでにぎわう「バンダイナムコゲームス未来研究所」

中学生の職場体験

「ドキドキへび退治RT」職場体験が行われた「ナムコワン
ダーパーク ヒーローズベース」
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を開催

新社屋に社員の家族を招待
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「トーキングエイドライト」
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グループ企業の一人一人の社員が高いモチベーションを維持し、常にイキイキ
と楽しく働くことができる環境づくりに努め、活力ある企業活動の推進に結び
付けています。

イキイキ働ける職場づくり

　「バンダイナムコグループ クリエイティブアワード」
は、売上利益、話題性、新規性、海外展開、グループシ
ナジーの5つの観点から、その年度にグループ企業の価
値向上のために著しく貢献した商品サービス・ビジネス
モデル（チーム）に贈られる賞で、2006年度から開催
しています。
　2回目である2007年度はノミネートが６作品あり、バ
ンダイナムコホールディングスの役員を中心にそれぞれ
点数評価を行いました。その合計点に加えて特にグルー
プシナジーの点を考慮して議論した結果、大賞について
は該当なしとなり、準大賞として「BEN10」「鉄拳６」
「ケロロ軍曹」の３作品が選ばれました。
　「BEN10」はアメリカ発のキャラクターで2006年1
月よりアニメーションの放映が開始されました。バンダ
イアメリカでは、「BEN10」を商品化し、その後ヨーロ
ッパなどの放送エリア拡大に合わせて商品の展開エリア
も拡大しています。また、イギリスにおいて「BOYS 
TOY OF THE YEAR」を受賞しました。
　「鉄拳6」は、業界最高水準のリアリティあふれるグ
ラフィックなどにより、ゲームをさらに盛り上げるサウ
ンドによる演出効果を可能にするなどしています。その
ほかにも多方面で収益に貢献しました。
　「ケロロ軍曹」はテレビシリーズが５年目に突入し、
劇場映画も3本目が公開されました。グループシナジー
効果も非常に大きく、グループの定番キャラクターに成

長しました。
　バンダイナムコグループでは、今後もより良い商品・
サービスの充実に努めていきます。

　バンダイでは、社員の子どもの誕生日に、こども商品
券とともに社長直筆の「子女誕生日カード」を自宅に送
付しています。
　このカードには、父母が職場で働く姿を撮った写真と、
子どもの近況に対する社長からのメッセージが添えられ
ています。カードを受け取った子どもたちには大変好評
で、かわいらしいお礼の手紙が届くこともあります。
　バンダイでは、社員とその家族を含めたつながりを大
切にし、社員が働く場所を家族にとっても身近なものに
感じてもらえるよう、こうした取り組みを継続していき
ます。

「人類遊び研究所」の取り組み

お客さまが“必ず”満足していただける接客を、全店員が行える店と
なるよう、朝礼から終礼まで、自分自身やスタッフみんなの接客力を
ビシバシ鍛えています。

VOIC
E

ナムコ吉長美鈴

年から毎年、日本全国の店舗従業員
の「笑顔」や「あいさつ」などをお客さまに直接評価し
ていただき、高い評価を得たスタッフを表彰する「スマ
イルコンテスト」を開催してきました。
　6年目となる2007年は、「より質の高い接客サービス
の実現」と「お客さまの満足度向上」を目的に、「ナム
コ スマイル×スマイルコンテスト2007」として11月3 
日から1カ月間、全国の自社アミューズメント施設全店
舗において実施しました。
　本コンテストでは、アミューズメント施設、フードテ
ーマパークなど全国305店舗の社員、準社員、アルバイ
ト約5,000名を対象に、「お客さまの心にふれ、お客さ
まを笑顔にし、お客さまを元気にする」サービスやおも
てなしをしたスタッフの名前と対応・行動を、ご来店さ
れたお客さまに応募していただきました。この結果に基
づき、多くのお客さまから評価をいただいた約100名の
スタッフが表彰されました。

　「人類遊び研究所」は、2002年、ナムコの　木九四郎
社長（当時）を初代所長に、社員一人一人が「遊び」の
プロを志し、遊び心あふれる企業風土を実現することを
目的にスタートした全社的活動です。
　現在は、ナムコ、バンダイナムコゲームス両社がこの
活動を継承し、所長をナムコ社長、副所長をバンダイナ
ムコゲームス社長が務め、全社員を所員と位置付け、さ
まざまな研究活動を行っています。
　産学の英知を結集した学術的研究「ゲームの処方箋」
（2005年～2006年）、社員の啓発を目的とした「ASO
研フォーラム」、両社の社員を研究員とする「五感と遊
び」研究会など、先進的かつユニークな活動を進めてい
ます。

ナンバーワンを決める「Ｎ1（ナムコ ロケーションスタ
ッフ ナンバーワン）グランプリ」の決勝大会を、2008
年2月に開催しました。
　今年で2回目となる「Ｎ1グランプリ」は、接客技術の
向上や“ナムコ式接客”の創造を目的としています。今
回からプレジャーキャストのスタッフを含め、約2,750
名の中から予選を勝ち抜いた地区代表13名が決勝大会に
進出。ロールプレイング形式で接客技術を競い、約150
名の審査員が「好感度」「コミュニケーション力」「印
象度」の観点から審査を行った結果、プリッズ広島店の
吉長美鈴がグランプリに選ばれました。
　また、吉長は、財団法人実務技能検定協会主催（文部
科学省後援）の「サービス接遇実務検定1級」において、
最も優秀な成績を修めた1名に対して授与される文部科
学大臣賞を受賞し、接客に関する日本一の評価を受ける
こととなりました。
　ナムコでは、今後もアミューズメント施設スタッフの
レベルアップとモチベーションの向上を図り、お客さま
にご満足いただける日本一の接客を行う施設運営を目指
していきます。

店舗従業員の接客態度を
評価するコンテストを開催

接客ナンバーワンを競う
「N1グランプリ」を開催
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企業価値向上
ナムコ ナムコ

バンダイナムコゲームスナムコ

社員の子どもに
「子女誕生日カード」を送付

「バンダイナムコグループ
クリエイティブアワード」を開催

バンダイ
表彰式の様子

バンダイナムコグループ

社長直筆の
お祝いメッセージ

日本一の接
客マイスタ

ー

受賞者はアメリカ研修へ

名から選出
2,750305

店舗で実施

N1グランプリ

プレジャーキャスト
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店舗従業員の接客態度を
評価するコンテストを開催

接客ナンバーワンを競う
「N1グランプリ」を開催
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障がい者雇用機会の拡大

　バンダイナムコグループでは、グループ企業各社にお
いて事業内容を踏まえた研修を行うとともに、新入社員
研修、次世代経営者の育成を目的とするバンダイナムコ
リーダープログラムなど、キャリアの節目で、グループ統
一の研修を実施しています。
　グループとして実施している特徴的な研修の一つに、
ラスベガス・エンターテインメント体感研修があります。
この研修は、世界随一のエンターテインメント都市とし
て有名なラスベガスを直接体感し、エンターテインメン
トにかかわるさまざまな要素を吸収することを目的とし
ており、5泊7日の日程の中で数々のエンターテインメン
トショーの鑑賞、リゾートホテルやショッピングモール
の視察などを行います。
　研修への参加に関しては公募制を取っており、参加を
希望する理由や体験を自らの業務のレベルアップにどの
ように結び付けるか、などに関するレポートに基づき選
考が行われます。参加者には、研修後にも体験を踏まえ
たレポートの提出が求められます。
　2007年度は、バンダイナムコホールディングス、バ
ンダイ、ナムコ、バンダイナムコゲームスの4社の役員、
社員26名が、2008年2月にラスベガスを訪れ、本場の
エンターテインメントに浸りました。参加者は、研修を
通じて得た経験と感動をそれぞれの業務の中で生かし、お
客さまに喜んでいただける商品・サービスの開発、提供
に努めています。

玩具の営業からゲームセンターの企画・管理の仕事に変わり、新しい
分野にチャレンジするやりがいを感じています。「市場を拡大するこ
と」が今の一番の目標です。

VOICE

ナムコで活躍するバンダイ社員

ナムコ
近藤篤

のチャレンジ精神を重視し、各種研修や公募人事制度などを通じてキャリアア
ップの機会を提供しています。

キャリアアップ支援

　バンダイナムコグループでは、障がい者雇用を重視し
ており、グループ各社において雇用の拡大に努めていま
す。2008年3月時点のグループ全体の法定雇用率は
1.83％となっています。
　2006年3月には、障がい者雇用を目的として株式会社
バンダイナムコウィルを設立し、5月に「障害者の雇用
の促進等に関する法律」に定める特例子会社の認定なら
びにグループ適用を受けました。
　現在、バンダイナムコウィルでは、バンダイナムコグ
ループの拠点5カ所の業務を請け負っています。業務内
容に関しては、清掃作業のほかDVDの発送作業、カプセ
ル玩具「ガシャポン」の封入作業など、バンダイナムコ
グループの事業特性を踏まえ、障がいのある方々の技能
ややりがいなどを考慮しながら拡大を図っています。
　また同社では、近隣の特別支援学校への講師派遣、障
がい者の就労体験の定期的な受け入れなども実施し、地
域との交流とともに障がいのある方の就労支援に努めて
います。
　今後もグループ内の業務請け負い拠点を広げるととも
に、業務内容の拡大を図り、障がい者雇用の促進に取り
組んでいきます。

　バンダイナムコグループ各社では、性別、国籍、学歴
などにかかわらず、公平な雇用機会を提供しています。
また、処遇面においても社員の属性による影響を排除
し、一人一人の社員が個々の能力を十分に発揮できる職
場環境の整備に努めています。
　各SBU主幹5社（バンダイ、ナムコ、バンダイナムコ
ゲームス、バンダイネットワークス、バンダイビジュア
ル）の女性社員の比率は20.6％となっており、近年の採
用者に関しては女性が半数以上を占めています。また、
女性の管理職の割合は1.6％となっています。
　お子さま向けの商品・サービスを中心とする事業を推
進するバンダイナムコグループでは、子どもを持つ社員
が働きやすい環境の整備にも力を入れています。母親や
父親が育児をしながら支障なく業務を継続できるよう、
勤務形態や休暇取得などにかかわる諸制度について、社
員の意見も取り入れながら充実を図っています。

公平な雇用機会と
能力を発揮する環境の確保
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バンダイナムコグループ バンダイナムコグループ

公募人事制度の運用

　バンダイナムコグループでは、グループ各社の多様な
事業に適した人材の配置を行うとともに、個々の社員の
能力を最大限に発揮してもらうことを目的として、
2005年の経営統合時よりグループ内における人材の公
募を行っています。
　2007年度は、バンダイ、ナムコ、バンダイナムコゲ
ームスの間で、公募制度に基づき20名の異動が行われま
した。今後も制度の適用範囲を拡大し、社員が自らの能
力を生かして新たな業務にチャレンジできる機会を広げ
るとともに、グループ企業間の人事交流を促進し、各社
の事業活動の活性化に結び付けていきます。

バンダイナムコグループバンダイナムコグループ

バンダイナムコウィル社員の作業風景

N1準グランプリ

2005年度 2006年度 2007年度

SBU主幹5社（バンダイ、ナムコ、バンダイナムコゲームス、
バンダイネットワークス、バンダイビジュアル）
※ 各年度3月末時点
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51応募者数 2542

● 公募人事制度実績

タウンスクエア

絶叫マシン・Xスクリーム クオークスバー&レストラン

20異動者数 118
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辰巳菊子

ープの事業はものを介在させてはいるがそこに人が存在
し、肌で、五感で感動を覚える、そういった事業であっ
て欲しいと期待を込めて読ませていただきました。
　昨年来、社会現象として中国製品が話題となりました。
商品選択という意思表示が潜在的消費者の声として今も
静かに社会を揺るがし続けています。それに真正面から
答えることが事業者の責任と考え、トップに中国特集を
据えたことは時機を得たものです。製品の原料までトレ
ースすることが難しいといわれる中国において、サプラ
イチェーンを少しでも公開し、取り組みを説明したこと
は、今やらなければという強い思いの表れと理解します。
　環境配慮は現状把握から始まります。今年はその
PDCAを回すためのグループ各社におけるデータの整備
に努力されたことが見て取れます。これからの課題と思
われますが、長期を見すえた目標を明確にすることが、
具体的なマイルストーンを作るためには、どうしても必
要となります。バンダイナムコグループとしての環境配
慮経営の長期目標とそれに基づくグループ各社の特徴に
合わせた目標をきちんとさせることを期待します。

　時折しも、洞爺湖で2008年G8サミットが7月に開催
されました。環境問題をメインテーマとした、世界が取
り組むべき地球規模の問題解決を目指す歴史的なサミッ
トです。温暖化防止のためのCO2排出削減長期目標を、
主要国が解決策として合意することが待たれます。
　このような背景の中、暮らしにおける環境配慮に大き
な期待が寄せられています。一方、毎日の暮らしに求め
られているあらゆる面での「ゆとり」。一見相反するよ
うなゆとりと環境配慮ですが、この両者が、暮らしの持
続可能性につながるものと信じています。
　あらためてバンダイナムコグループが掲げる、「夢・遊
び・感動」のキーワードを見ると、まさに遊びは工学的
にはゆとりを指します。「夢・遊び・感動」を世界中の
人々に提供し続けるというミッションステートメントを
果たすことこそが、バンダイナムコグループのCSRであ
り、それを世界の人々にどのように理解してもらうか。
それを追求し続けることが、社会における大きな役割と
思います。グループ各社の一つ一つの取り組みが、社会
とのコミュニケーションとなります。
　夢も遊びも感動も、愛と知とイマジネーションを育む
中で生まれます。子どもだけではありません。大人も知
り得る、素敵なゆとりの世界です。バンダイナムコグル

明確な目標と推進計画を定めること。他社の取り組みや
報告書を参考に、「前年度の課題→今年度の目標→今年
度の取り組み実績と課題→次年度の目標」という、
PDCAに基づくマネジメントと報告が今年度こそ実現さ
れることを、引き続き強く期待します。
・ 各SBUが強い個性や異なる背景を持つことを最大限に
生かして、それぞれがフラッグシップとなる取り組みを
引き出し、ベストプラクティスとして共有・展開すること。
・ コンプライアンスや個人情報保護、情報セキュリティ
など、グループの内外で共通の取り組みが求められる項
目について、共通項目を整理し、統合的に研修や働き掛
けを行うなど、持株会社がより積極的な役割を担うこと。

・ アミューズメント施設における電力消費量の把握が進
みつつあることを評価するとともに、施設のタイプごと
に省エネアイデアが共有される機会を設けることを期待
します。

販売や、パッケージ空間率の改善も着実に進めているこ
と（P38-39）。
・ バンダイロジパルおよびロジパルエクスプレスにおい
て、全国最高水準のエコ安全運転の実践が進んでいるこ
と（P44-45）。今後は、グループ内各社の営業用車を
運転する従業員への展開を強く期待します。

教職を経て1985年に消費生活アドバイザーの資格を取得し、都内百貨店でお客様相談
に携わる。経済産業省産業構造審議会や総合資源エネルギー調査会の委員、環境省グリ
ーン購入法特定品目検討の委員なども務める。

第三者意見

川北秀人

高く評価します。
・ 主たるユーザーである子どもたちに向けて、「バンダ
イのエコ こんなエコ」100万部を商品に同梱して配布し
たこと（P47）。
・ 杉の間伐材やコーヒーの薄皮を利用した製品の開発・

・ 日本を除くアジア地域の全取引先工場224カ所に、行
動規範（C.O.C.）監査を行い、不適合の改善への取り組
みを促していること（P17、P25）。網羅的な把握に努
め、項目別の勉強会なども開催していることを、非常に

IIHOE：「地球上のすべての生命にとって、民主的で調和的な発展のために」を目的に
1994年に設立されたNPO。主な活動は市民団体・社会事業家のマネジメント支援だが、
大手企業のCSR支援も多く手掛ける。
http://blog.canpan.info/iihoe/（日本語のみ）

株式会社レスポンスアビリティ　代表取締役

足立直樹

氏

氏

氏

IIHOE [人と組織と地球のための国際研究所]　代表

社団法人日本消費生活アドバイザー・コンサルタント協会 常任理事、環境委員会委員長

　本報告書は、バンダイナムコグループに属する5つの
性格が異なるビジネス領域をカバーするという困難な課
題にチャレンジし、多様なビジネスのあり様や、そこで
行われている環境や社会に対する配慮をうまく紹介して
います。その一方、各社の良いところをだけをピックアッ
プして並べたような印象を与えかねないのも事実です。
　そのように思えてしまう理由の一つは、各種の施策が、
必ずしもグループ全体で統一的には運用されていないこ
とではないでしょうか。バンダイとナムコという二つの
異なるグループが統合してからまだ3年目という事情や、
各社の個性を重視して敢えてすべてを統一しようとはし
ない方針も理解できますが、ブランドに対する信頼感は、
そのブランド傘下の企業が常に同じレベルの質を提供す
ることによってのみ維持できるということも考える必要
があるのではないでしょうか。
　例えばバンダイでは、日本を除くアジア諸国に立地す
るサプライヤーのすべての工場の労働監査を行い、バン
ダイナムコゲームスはグリーン調達を行っています。労
働条件に関しての監査を徹底していることは素晴らしい
ことですが、両社で環境面と社会面の双方を監査しても
良いのではないでしょうか。各社の良い施策が、グルー
プ全体へと展開されることを期待します。

理学博士。国立環境研究所から独立後、企業による生物多様性の保全やCSR調達を中心に、
先進企業のCSRのコンサルティングを行う。東京大学大学院非常勤講師、環境経営学会
理事等も務める。

66 CSR Report 2008 67CSR Report 2008

● 高く評価すべき点

・ 環境負荷削減や従業員・取引先などの、人権も含めた
CSRのより多くの事項について、実績の把握を超えて、

● 一層の努力を求めたい点

● 取り組みの進捗を評価しつつ、
　 さらなる努力を求めたい点

　もう一つの問題としては、さまざまな取り組みに関す
る定性的な記述は多いのですが、それが全体としてどの
ぐらいの効果があるのか、定量的に全体像を掴むことが
難しいことが挙げられます。読者に正確な全体像をイメ
ージしてもらうためにも、より多くの項目についての定
量的なデータの開示が望まれます。
　以上、辛口の意見を述べましたが、本報告書から企業
のカラーが強く感じられる点は高く評価できます。あら
ゆる部署の社員が、環境のため、社会のため、職場のた
めにできることに次々に挑戦している様子がよく伝わっ
てきます。おもちゃに子ども向け環境報告書を同封した
り、バイオマス素材を使ったおもちゃに生きもの調査の
呼びかけを入れたり、思わずなるほどと唸るようなユニ
ークで楽しい試みが満載で、まるで、いろいろな驚きが
詰まったおもちゃ箱のようです。
　全体的にはまだ荒削りなところもありますが、なんと
いっても人を大切にしている気持ちがよく伝わってくる、
読んでいて楽しく、気持ちが良い報告書です。人を楽し
ませるという本業の強みが生かされた報告書が、今後ど
う発展していくが楽しみです。
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ープの事業はものを介在させてはいるがそこに人が存在
し、肌で、五感で感動を覚える、そういった事業であっ
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ースすることが難しいといわれる中国において、サプラ
イチェーンを少しでも公開し、取り組みを説明したこと
は、今やらなければという強い思いの表れと理解します。
　環境配慮は現状把握から始まります。今年はその
PDCAを回すためのグループ各社におけるデータの整備
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トです。温暖化防止のためのCO2排出削減長期目標を、
主要国が解決策として合意することが待たれます。
　このような背景の中、暮らしにおける環境配慮に大き
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め、項目別の勉強会なども開催していることを、非常に

IIHOE：「地球上のすべての生命にとって、民主的で調和的な発展のために」を目的に
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プして並べたような印象を与えかねないのも事実です。
　そのように思えてしまう理由の一つは、各種の施策が、
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異なるグループが統合してからまだ3年目という事情や、
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そのブランド傘下の企業が常に同じレベルの質を提供す
ることによってのみ維持できるということも考える必要
があるのではないでしょうか。
　例えばバンダイでは、日本を除くアジア諸国に立地す
るサプライヤーのすべての工場の労働監査を行い、バン
ダイナムコゲームスはグリーン調達を行っています。労
働条件に関しての監査を徹底していることは素晴らしい
ことですが、両社で環境面と社会面の双方を監査しても
良いのではないでしょうか。各社の良い施策が、グルー
プ全体へと展開されることを期待します。

理学博士。国立環境研究所から独立後、企業による生物多様性の保全やCSR調達を中心に、
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ゆる部署の社員が、環境のため、社会のため、職場のた
めにできることに次々に挑戦している様子がよく伝わっ
てきます。おもちゃに子ども向け環境報告書を同封した
り、バイオマス素材を使ったおもちゃに生きもの調査の
呼びかけを入れたり、思わずなるほどと唸るようなユニ
ークで楽しい試みが満載で、まるで、いろいろな驚きが
詰まったおもちゃ箱のようです。
　全体的にはまだ荒削りなところもありますが、なんと
いっても人を大切にしている気持ちがよく伝わってくる、
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項目 指 標 本報告書での
関連ページ

1 　戦略および分析

1.1 組織にとっての持続可能性の適合性と、その戦略に関する組織の最高
意思決定者（ CEO、会長またはそれに相当する上級幹部）の声明

P.06-07、51

2　組織のプロフィール

2.1

2.2

2.3

2.4

2.5

2.6

2.7

2.8

2.10

P.02

P.03-05
P.02-03

P.02

P.04-05、08 -17

組織の名称

主要なブランド、製品および／またはサービス

主要部署、事業会社、子会社および共同事業などの組織の経営構造

組織の本社の所在地

組織が事業展開している国の数および大規模な事業展開を行っている、

あるいは報告書中に掲載されているサステナビリティの課題に特に関

連のある国名

所有形態の性質および法的形式

参入市場（地理的内訳、参入セクター、顧客／受益者の種類を含む）

以下の項目を含む報告組織の規模

・従業員数

・純売上高（民間組織について）あるいは純収入（公的組織について）

・負債および株主資本に区分した総資本（民間組織について）

・提供する製品またはサービスの量

報告期間中の受賞歴

P.02
P.03-05

P.02

P.06、38、44-45

3　報告要素

GRI内容索引

3.12 当対照表報告書内の標準開示の所在場所を示す表

3.1

3.2

3.3

3.4

目次

裏表紙

目次

裏表紙

提供する情報の報告期間（会計年度／暦年など）

前回の報告書発行日（ 該当する場合 ）

報告サイクル（年次、半年ごとなど）

報告書またはその内容に関する質問の窓口

報告書のプロフィール

報告書のスコープおよびバウンダリー

3.6

3.7

3.8

3.9

報告書のバウンダリー（国、部署、子会社、リース施設、共同事業、サプ

ライヤー（ 供給者 ）など ）の詳細は、GRIバウンダリー・プロトコルを参

照のこと

報告書のスコープまたはバウンダリーに関する具体的な制限事項を明記する。

共同事業、子会社、リース施設、アウトソーシングしている業務および時

系列でのおよび／または報告組織間の比較可能性に大幅な影響を与える可

能性があるその他の事業体に関する報告の理由

報告書内の指標およびその他の情報を編集するために適用された推計の基

となる前提条件および技法を含む、データ測定技法および計算の基盤

目次、P.04-05

目次、P.04-05

P.04-05

目次

４　ガバナンス、コミットメントおよび参画

P.23

外部のイニシアティブへのコミットメント

4.11 組織が予防的アプローチまたは原則に取り組んでいるかどうか、およびそ

の方法はどのようなものかについての説明

4.1

4.8

4.9

P.19

P.01、18

P.19-20、30

戦略の設定または全組織的監督など、特別な業務を担当する最高統治機関

の下にある委員会を含む統治構造（ガバナンスの構造）

経済的、環境的、社会的パフォーマンス、さらにその実践状況に関して、

組織内で開発したミッション（使命）およびバリュー（価値）についての

声明、行動規範および原則

組織が経済的、環境的、社会的パフォーマンスを特定し、マネジメントし

ていることを最高統治機関が監督するためのプロセス。関連のあるリスク

と機会および国際的に合意された基準、行動規範および原則への支持また

は遵守を含む

ガバナンス

4.14 P.15-16組織に参画したステークホルダー・グループのリスト

ステークホルダー参画

経済

P.02

＜経済パフォーマンス指標＞

経済的パフォーマンス

EC1 収入、事業コスト、従業員の給与、寄付およびその他のコミュニティへの

投資、内部留保および資本提供者や政府に対する支払いなど、創出および

分配した直接的な経済的価値。

項目 指 標 本報告書での
関連ページ

環境

マネジメント・アプローチに関する開示

目標とパフォーマンス

P.30

P.50-51

P.08-17、25、36-38、43

P.38、43

エネルギー

方針

組織の責任

研修および意識向上

P.30

P.30

P.31-32

P.48

P.36-38、43

＜環境パフォーマンス指標＞

労働慣行とディーセント・ワーク（ 公正な労働条件 ）

マネジメント・アプローチに関する開示

監視およびフォローアップ

P.17、21-22、25

P.17、25

原材料

EN1

EN2

使用原材料の重量または量。

リサイクル由来の使用原材料の割合。

P.48

P.48

P.34-35、49

P.34-35、48

EN3

EN4

EN5

EN6

一次エネルギー源ごとの直接的エネルギー消費量。

一次エネルギー源ごとの間接的エネルギー消費量。

省エネルギーおよび効率改善によって節約されたエネルギー量。

エネルギー効率の高いあるいは再生可能エネルギーに基づく製品および

サービスを提供するための率先取り組み、およびこれらの率先取り組みの

成果としてのエネルギー必要量の削減量。

水

P.48EN8 水源からの総取水量。

製品およびサービス

EN26

EN27

製品およびサービスの環境影響を緩和する率先取り組みと

影響削減の程度。

カテゴリー別の再生利用される販売製品およびその梱包材の割合。

排出物、廃水および廃棄物

P.48

P.34-35、44、48

P.48

EN16

EN18

EN22

重量で表記する直接および間接的な温室効果ガスの総排出量。

温室効果ガス排出量削減のための率先取り組みと達成された削減量。

種類および廃棄方法ごとの廃棄物の総重量。

P.44

輸送

EN29 組織の業務に使用される製品、その他物品、原材料の輸送および従業員の

移動からもたらされる著しい環境影響。

児童労働

HR6 児童労働の事例に関して著しいリスクがあると判断された業務と、児童労

働の防止に貢献するための対策。

多様性と機会均等

P.64

P.64

＜労働慣行とディーセント・ワーク（ 公正な労働条件 ）パフォーマンス指標＞

＜人権パフォーマンス指標＞

人権

マネジメント・アプローチに関する開示

監視およびフォローアップ

P.17、21-22、25

P.17、25

雇用

LA1

LA2

雇用の種類、雇用契約および地域別の総労働力。

従業員の総離職数および離職率の年齢、性別および地域による内訳。

P.64

P.25

LA13 性別、年齢、マイノリティーグループおよびその他の多様性の指標に従っ

た、統治体（経営管理職）の構成およびカテゴリー別の従業員の内訳。

製品責任

マネジメント・アプローチに関する開示

目標とパフォーマンス

方針

組織の責任

研修および意識向上

P.24 -25

P.24

P.24

P.24 -25

P.28

強制労働

P.25
HR7 強制労働の事例に関して著しいリスクがあると判断された業務と、強制労

働の防止に貢献するための対策。

顧客の安全衛生

PR2 製品およびサービスの安全衛生の影響に関する規制および自主規範に対す

る違反の件数を結果別に記載。

＜製品責任のパフォーマンス指標＞

P.27

製品およびサービスのラベリング

P.36PR5 顧客満足度を測る調査結果を含む、顧客満足度に関する実務慣行。

社会

マネジメント・アプローチに関する開示

監視およびフォローアップ

P.17、21-22、25

P.17、25
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見通しに関する注意事項

当資料に記載されている将来に関する記述は、バンダイナムコグループが2008年8月6日時点で入手可能な情報から得られる種々の前提に基づいたものであり、リスクや不確実性を含ん

でおります。よって、実際の業績はさまざまな原因により、記述されている業績予想とは大きく異なる結果となり得ることをご承知おきください。

編 集 後 記
　2008年度版のバンダイナムコグループCSRレポートでは、特集として「中国」を取り上げました。バンダイナムコグ
ループでは中国を重要な生産拠点と位置付けており、また香港に大型アミューズメント施設も展開しています。そこで中
国地区におけるグループ各社の活動について詳細に報告しています。
　なおバンダイナムコグループが事業を展開する上で使用している各環境パフォーマンスデータについても、ナムコが展
開するアミューズメント施設を新たに対象範囲とするなど、昨年度より対象範囲を広げています。さらに2008年度は一
刻も早くすべての環境パフォーマンスデータを把握する体制を構築するとともに、収集された各環境パフォーマンスデー
タが透明性のあるものとするために、第三者機関によるチェックを入れながら精度の向上に努めます。
　またグループ各社で積極的に行われているCSR活動について、社員が、環境のため、社会のため、職場のためにできる
ことに次々に挑戦している様子が伝わるよう努めました。
　バンダイナムコグループは5つの個性を持ったSBUにより事業が展開されています。そのため、各社が行っている活動
をそのままグループ全体に展開することが困難な場合が多々あります。そのような中でも、可能な限りグループに水平展
開できるよう努めてまいります。
　今後もステークホルダーの皆さまとのコミュニケーションを大切にCSR活動を進めていきたいと考えておりますので、
ぜひご一読いただき、ご意見をお寄せ下さいますようお願いいたします。
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GR Iガイドライン対照表

従来使用されていた石油系溶剤の代わりに、大豆油を使用したインキです。

大豆油インキは、枯渇資源の高沸点石油系溶剤が従来品に比べ20～30％削減された環境に優しいインキです。

＜ 大豆油インキ ＞

従来の印刷方式は湿し水を使用しておりIPA（イソプロピルアルコール）などの有害物質を含むため、VOC排出や

水質汚染につながります。水なし印刷は従来の湿し水を使用しないため、より環境配慮型の印刷方法になります。

＜ 水なし印刷 ＞

社団法人日本印刷産業連合会において、総合的に環境に配慮した印刷工場を認定する制度です。認定された工場で使用

するすべての購入資材が、グリーン基準の水準に適合しています。

＜ グリーンプリンティングマーク ＞

大豆油インキよりもさらに進んだ環境に優しいインキで、インキ成分中の石油系溶剤成分をほぼゼロにしました。

大気中に放出される VOC がなくなった一歩先をゆく環境対応型インキです。

＜ NON VOCインキ ＞

適切な森林管理を認証する国際的な第三者認定機関であるFSC（Forest Stewardship Council、森林管理協議会）の基

準に適合した、森林からの木材を原料として製造された用紙を使用しています。

＜ FSC認証紙 ＞
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項目 指 標 本報告書での
関連ページ

1 　戦略および分析

1.1 組織にとっての持続可能性の適合性と、その戦略に関する組織の最高
意思決定者（ CEO、会長またはそれに相当する上級幹部）の声明

P.06-07、51

2　組織のプロフィール

2.1

2.2

2.3

2.4

2.5

2.6

2.7

2.8

2.10

P.02

P.03-05
P.02-03

P.02

P.04-05、08 -17

組織の名称

主要なブランド、製品および／またはサービス

主要部署、事業会社、子会社および共同事業などの組織の経営構造

組織の本社の所在地

組織が事業展開している国の数および大規模な事業展開を行っている、

あるいは報告書中に掲載されているサステナビリティの課題に特に関

連のある国名

所有形態の性質および法的形式

参入市場（地理的内訳、参入セクター、顧客／受益者の種類を含む）

以下の項目を含む報告組織の規模

・従業員数

・純売上高（民間組織について）あるいは純収入（公的組織について）

・負債および株主資本に区分した総資本（民間組織について）

・提供する製品またはサービスの量

報告期間中の受賞歴

P.02
P.03-05

P.02

P.06、38、44-45

3　報告要素

GRI内容索引

3.12 当対照表報告書内の標準開示の所在場所を示す表

3.1

3.2

3.3

3.4

目次

裏表紙

目次

裏表紙

提供する情報の報告期間（会計年度／暦年など）

前回の報告書発行日（ 該当する場合 ）

報告サイクル（年次、半年ごとなど）

報告書またはその内容に関する質問の窓口

報告書のプロフィール

報告書のスコープおよびバウンダリー

3.6

3.7

3.8

3.9

報告書のバウンダリー（国、部署、子会社、リース施設、共同事業、サプ

ライヤー（ 供給者 ）など ）の詳細は、GRIバウンダリー・プロトコルを参

照のこと

報告書のスコープまたはバウンダリーに関する具体的な制限事項を明記する。

共同事業、子会社、リース施設、アウトソーシングしている業務および時

系列でのおよび／または報告組織間の比較可能性に大幅な影響を与える可

能性があるその他の事業体に関する報告の理由

報告書内の指標およびその他の情報を編集するために適用された推計の基

となる前提条件および技法を含む、データ測定技法および計算の基盤

目次、P.04-05

目次、P.04-05

P.04-05

目次

４　ガバナンス、コミットメントおよび参画

P.23

外部のイニシアティブへのコミットメント

4.11 組織が予防的アプローチまたは原則に取り組んでいるかどうか、およびそ

の方法はどのようなものかについての説明

4.1

4.8

4.9

P.19

P.01、18

P.19-20、30

戦略の設定または全組織的監督など、特別な業務を担当する最高統治機関

の下にある委員会を含む統治構造（ガバナンスの構造）

経済的、環境的、社会的パフォーマンス、さらにその実践状況に関して、

組織内で開発したミッション（使命）およびバリュー（価値）についての

声明、行動規範および原則

組織が経済的、環境的、社会的パフォーマンスを特定し、マネジメントし

ていることを最高統治機関が監督するためのプロセス。関連のあるリスク

と機会および国際的に合意された基準、行動規範および原則への支持また

は遵守を含む

ガバナンス

4.14 P.15-16組織に参画したステークホルダー・グループのリスト

ステークホルダー参画

経済

P.02

＜経済パフォーマンス指標＞

経済的パフォーマンス

EC1 収入、事業コスト、従業員の給与、寄付およびその他のコミュニティへの

投資、内部留保および資本提供者や政府に対する支払いなど、創出および

分配した直接的な経済的価値。

項目 指 標 本報告書での
関連ページ

環境

マネジメント・アプローチに関する開示

目標とパフォーマンス

P.30

P.50-51

P.08-17、25、36-38、43

P.38、43

エネルギー

方針

組織の責任

研修および意識向上

P.30

P.30

P.31-32

P.48

P.36-38、43

＜環境パフォーマンス指標＞

労働慣行とディーセント・ワーク（ 公正な労働条件 ）

マネジメント・アプローチに関する開示

監視およびフォローアップ

P.17、21-22、25

P.17、25

原材料

EN1

EN2

使用原材料の重量または量。

リサイクル由来の使用原材料の割合。

P.48

P.48

P.34-35、49

P.34-35、48

EN3

EN4

EN5

EN6

一次エネルギー源ごとの直接的エネルギー消費量。

一次エネルギー源ごとの間接的エネルギー消費量。

省エネルギーおよび効率改善によって節約されたエネルギー量。

エネルギー効率の高いあるいは再生可能エネルギーに基づく製品および

サービスを提供するための率先取り組み、およびこれらの率先取り組みの

成果としてのエネルギー必要量の削減量。

水

P.48EN8 水源からの総取水量。

製品およびサービス

EN26

EN27

製品およびサービスの環境影響を緩和する率先取り組みと

影響削減の程度。

カテゴリー別の再生利用される販売製品およびその梱包材の割合。

排出物、廃水および廃棄物

P.48

P.34-35、44、48

P.48

EN16

EN18

EN22

重量で表記する直接および間接的な温室効果ガスの総排出量。

温室効果ガス排出量削減のための率先取り組みと達成された削減量。

種類および廃棄方法ごとの廃棄物の総重量。

P.44

輸送

EN29 組織の業務に使用される製品、その他物品、原材料の輸送および従業員の

移動からもたらされる著しい環境影響。

児童労働

HR6 児童労働の事例に関して著しいリスクがあると判断された業務と、児童労

働の防止に貢献するための対策。

多様性と機会均等

P.64

P.64

＜労働慣行とディーセント・ワーク（ 公正な労働条件 ）パフォーマンス指標＞

＜人権パフォーマンス指標＞

人権

マネジメント・アプローチに関する開示

監視およびフォローアップ

P.17、21-22、25

P.17、25

雇用

LA1

LA2

雇用の種類、雇用契約および地域別の総労働力。

従業員の総離職数および離職率の年齢、性別および地域による内訳。

P.64

P.25

LA13 性別、年齢、マイノリティーグループおよびその他の多様性の指標に従っ

た、統治体（経営管理職）の構成およびカテゴリー別の従業員の内訳。

製品責任

マネジメント・アプローチに関する開示

目標とパフォーマンス

方針

組織の責任

研修および意識向上

P.24 -25

P.24

P.24

P.24 -25

P.28

強制労働

P.25
HR7 強制労働の事例に関して著しいリスクがあると判断された業務と、強制労

働の防止に貢献するための対策。

顧客の安全衛生

PR2 製品およびサービスの安全衛生の影響に関する規制および自主規範に対す

る違反の件数を結果別に記載。

＜製品責任のパフォーマンス指標＞

P.27

製品およびサービスのラベリング

P.36PR5 顧客満足度を測る調査結果を含む、顧客満足度に関する実務慣行。

社会

マネジメント・アプローチに関する開示

監視およびフォローアップ

P.17、21-22、25

P.17、25
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見通しに関する注意事項

当資料に記載されている将来に関する記述は、バンダイナムコグループが2008年8月6日時点で入手可能な情報から得られる種々の前提に基づいたものであり、リスクや不確実性を含ん

でおります。よって、実際の業績はさまざまな原因により、記述されている業績予想とは大きく異なる結果となり得ることをご承知おきください。

編 集 後 記
　2008年度版のバンダイナムコグループCSRレポートでは、特集として「中国」を取り上げました。バンダイナムコグ
ループでは中国を重要な生産拠点と位置付けており、また香港に大型アミューズメント施設も展開しています。そこで中
国地区におけるグループ各社の活動について詳細に報告しています。
　なおバンダイナムコグループが事業を展開する上で使用している各環境パフォーマンスデータについても、ナムコが展
開するアミューズメント施設を新たに対象範囲とするなど、昨年度より対象範囲を広げています。さらに2008年度は一
刻も早くすべての環境パフォーマンスデータを把握する体制を構築するとともに、収集された各環境パフォーマンスデー
タが透明性のあるものとするために、第三者機関によるチェックを入れながら精度の向上に努めます。
　またグループ各社で積極的に行われているCSR活動について、社員が、環境のため、社会のため、職場のためにできる
ことに次々に挑戦している様子が伝わるよう努めました。
　バンダイナムコグループは5つの個性を持ったSBUにより事業が展開されています。そのため、各社が行っている活動
をそのままグループ全体に展開することが困難な場合が多々あります。そのような中でも、可能な限りグループに水平展
開できるよう努めてまいります。
　今後もステークホルダーの皆さまとのコミュニケーションを大切にCSR活動を進めていきたいと考えておりますので、
ぜひご一読いただき、ご意見をお寄せ下さいますようお願いいたします。

 ©2008 テレビ朝日・東映ＡＧ・東映　©BANDAI･WiZ 2004　©BANDAI 2003　オセロは登録商標です。　　©やなせたかし／フレーベル館・ＴＭＳ・ＮＴＶ　©秋本　治・
 アトリエびーだま／集英社・フジテレビ・ＡＤＫ　©窪岡俊之　©2003 - 2008 NBGI　©2008 NBGI　©SANYO BUSSAN CO.,LTD.　©2007 NAMCO BAMDAI Games Inc.
「海物語」は株式会社三洋物産の登録商標です。　©TRYWORKS　©創通・サンライズ　©BANDAI NETWORKS　©創通・サンライズ・毎日放送　©BANDAI NETWORKS
 ©BANDAI NETWORKS　©BANDAI NETWORKS　©創通・サンライズ・毎日放送　©吉崎観音／角川書店・サンライズ・テレビ東京・NAS　©2007「山桜」製作委員会
 ©創通・サンライズ　©創通・サンライズ　©創通・サンライズ・毎日放送　©臼井儀人／双葉社・シンエイ・テレビ朝日・ＡＤＫ　©やなせたかし／フレーベル館・ＴＭＳ・ＮＴＶ
 ©2008 石森プロ・テレビ朝日・ＡＤＫ・東映　©創通・サンライズ・毎日放送　©水木プロ・フジテレビ・東映アニメーション 　©1999 BANDAI・WiZ　©Megahouse/c.p.tom's
 オセロは登録商標です。　©サンライズ　©BANDAI

GR Iガイドライン対照表

従来使用されていた石油系溶剤の代わりに、大豆油を使用したインキです。

大豆油インキは、枯渇資源の高沸点石油系溶剤が従来品に比べ20～30％削減された環境に優しいインキです。

＜ 大豆油インキ ＞

従来の印刷方式は湿し水を使用しておりIPA（イソプロピルアルコール）などの有害物質を含むため、VOC排出や

水質汚染につながります。水なし印刷は従来の湿し水を使用しないため、より環境配慮型の印刷方法になります。

＜ 水なし印刷 ＞

社団法人日本印刷産業連合会において、総合的に環境に配慮した印刷工場を認定する制度です。認定された工場で使用

するすべての購入資材が、グリーン基準の水準に適合しています。

＜ グリーンプリンティングマーク ＞

大豆油インキよりもさらに進んだ環境に優しいインキで、インキ成分中の石油系溶剤成分をほぼゼロにしました。

大気中に放出される VOC がなくなった一歩先をゆく環境対応型インキです。

＜ NON VOCインキ ＞

適切な森林管理を認証する国際的な第三者認定機関であるFSC（Forest Stewardship Council、森林管理協議会）の基

準に適合した、森林からの木材を原料として製造された用紙を使用しています。

＜ FSC認証紙 ＞
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